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第一話　天てんノの下した芝し蘭らんよ、愛を描け。



〈【起】承転結〉



　アタシ、

　芝蘭。

　女子高生で、

　小説家、

　みたいな。

　…………この文体、疲れるからやめよう。

　アタシは天ノ下芝蘭。花も恥じらう私立御お伽とぎ坂ざか学園の三年生。でも、本業は小説家。

　三年前に『なおきっ！』で直なお木き賞を、『あくたがっ！』で芥あくた川がわ賞をダブル受賞したの。ほかにも『やましゅ！』で山やま本もと周しゆう五ご郎ろう賞を、『のまたん』で野の間ま新人文芸賞を、『みしまゆ！』で三み島しま由ゆ紀き夫お賞を獲得。海外でもいくつか賞をもらったし、後はノーベル文学賞を取れば完かん璧ぺきね。

　そんなアタシは学園の十人の偉人、十じつ哲てつの一人にもちろん名を連つらねている。しかも、トップ３の扱いを受ける三さん奇き人じんの一人。十じつ哲てつNo.１の【零ぜろ流りゆう小説家】天てんノの下した芝し蘭らんと言えば知らない者はないわ。これからも一流を超えた零流小説を量産してあげる。

　三奇人っていうくらいだから、アタシのほかにも絵描きバカの鹿子かのこ木ぎ鵺ぬえ子こと舞台バカの甘南備かんなび周参見すさみがいるけど、実力ではアタシが圧倒的に上ね。アタシが勝ってないところなんて、背の高さくらいじゃないかしら。

　今年も仕事は順調。連載誌が四つだし。順じゆん風ぷう満まん帆ぱんってワタシのためにある言葉じゃないかしら。

　そうそう、三日前も雑誌のインタビューを受けたわ。

　ギャル系ファッション誌だから、購買層の十人に一人もアタシの小説買ってないだろうけど、だからこそこういう外と様ざまの世界での宣伝は大事。服も仕草も要注意ね。お上品なお人形さんみたいな作家を演出するの。

　具体例を出すと、こんな感じ。



――最近のご趣味は？

天ノ下（以下、天）「そうですね、アロマテラピーにはまってます。とくにペパーミントかな」

――小説をお書きになるときは、いつも使ってらっしゃるんですか？

天「ええ。リラックスしないと書けませんからね。アタシ、執筆時間が一日一時間半くらいなんで」

――え！　そんなに短いんですか！

天「どうしても学業との両立を考えると、あんまり時間もとれないし。それに集中したほうがいいものが書けますから。だから、集中力を高めるアロマはありがたいですね。アロマキャンドルがなかったら、きっと能率が半分になっちゃう（笑）」



　よくもまあ、こんなウソつけるな。自分でも驚く。

　アタシはアロマテラピーなんてやってないし、一日の稼働時間が一時間半というのも大ボラだ。

　授業が終わったら、書斎の芝し蘭らん庵あん（畳たたみ敷じき、八畳）で二時間執筆。それからバスで魚うお市いち場ば市（人口約三十万人）の家に帰る。食事の後、一時間執筆。お風ふ呂ろ。また執筆。学校の勉強と受験勉強をやる。また執筆。疲れて深夜二時に就寝。

　これが昨日のアタシの生活。アロマなんたらみたいな華やかなものなんてないし、毎日くたくただ。

　だけど、そんなものは表に見せてはダメ、ＮＧ、タブー。

　だって、アタシはスターだから。スターが疲労困こん憊ぱい、ばたんきゅーですというわけにはいかないのだ。そういう、苦労してます、努力してます的な情報は今の若い世代には合わない。まあ、アタシもまだ十七歳なんだけどね。

　とにかく、そんな感じでアタシは陰で奮闘しながら、女子高生小説家をやっているのだ。みんな、拍手。

　ちょうど昨日、新作『にいがた！』が完成したし、七月も締しめ切りに遅れずにきている。よきかな、よきかな。世界は勤勉なる者の味方。

　アタシは、早速この新作を三さん奇き人じんの鵺ぬえ子こに読ませることにした。

　鵺子はまさに奇人レベルの頑固者で、友達も少ないが、その分感性は信用していい。ジャンルは絵画だけど、底のほうでは通ずるものがあるんだろう。

　さあ、好きなだけ褒ほめなさい！　アタシは褒められると伸びる子なの！



「いまいちだな」



　読み終えるなり、絵描きバカは一言でアタシの小説を切り捨てた。もう、それはわずかな愛情も同情もない、ハエを叩たたきつぶす程度の感覚で。

「ふざけないでよ！　この新作のどこが悪いの？　話のメインがベタ甘な二人の恋模様だから老若男女分け隔へだてなく入りこめるし、随ずい所しよにしかけられた変なギミックとどっかおかしい比ひ喩ゆ表現で年間五百冊読む読書家だってうならせられるわ。もちろん新潟在住の人から見ればご当地小説にも早変わりよ！」

　アタシは『にいがた！』のプリントアウト原稿の束をぶんぶん振り回す。

　断固抗議だ。今流は行やりのものも、この五十年小説の中で受け継がれている伏流水的なものも、すべてこの小説は取りこんでいる。

　つまり、こういうことだ。

　この小説を出せば、必ず売れる。

　本が売れる要素というのは、いくつかある。

　まず、著者のネームバリュー。アマチュア作家の同人誌より、十冊、二十冊出してる直なお木き賞作家のほうが売れる。これはどんな世界だってそうだ。

　次にタイトル。この時代に『死か芸術か』なんてタイトルをつけて売れるわけがない。本が腐るほど出ているのだ、目を引かなければ。『にいがた！』というのは、遠目でもインパクトがある。

　あと、デザイン。人気装訂家というのがこの世にはいて、その人が手がけると、売り上げが一割増えるとか、ベストセラーの率が高いとか言われる。まあ、著者が選べないことも多いけど。

　そして、何より内容。面白そうと思わない本を買おうとする人などいない。

　人によって「面白い」の基準は違うけど、多数の人に面白いと思わせるものというのはある。

　話がドラマチックに見えて、なおかつ、わかりやすいものであること。

　とくにわかりやすいことが大事。わからない話を好きな人はいない。

　超難解なミステリやＳＦは入り口から読者を限定するし、歴史小説は読者の平均年齢が高すぎて若者があまり読まない。それと、この世には暗い話を避ける人も大勢いる。絶望的な話はその時点で売り上げが見こめない。

　で、『にいがた！』はそのへんのハードルをすべて飛び越え、甲種合格しているの。すぐさま戦場に出て行けるパワーを持ってるわけ。

　なのに、鵺ぬえ子このやつは「いまいち」と言ったのだ。

　これで腹の虫がおさまるかっつうの！

「是非ともダメだという理由を鵺子なりに語ってほしいものね。これが舞台バカやほかの有う象ぞう無む象ぞうの発言なら、有無を言わさず百科事典の角で殴りつけるところだけど、あんたの意見ならムダにはしないわ。さあ、どうぞ」

　まあ、何を言い出そうとケチをつける気なんだけど。

　いっつも猫のＴシャツ着てるし、絵具で体汚れてるし、性格は徹底して空気読めないし、そのくせ、スタイルは抜群で、出るところも出てて長身のモデル体型なのが恨めしいけど――アタシは鵺ぬえ子このことを信頼してる。



    

  
    
      



    

  
    
      【全衛芸術家】と呼ばれてる鵺子は、アタシと同じく絵画の世界でアグレッシブに戦い続けている。抽象絵画から、日本画、油彩、モンタージュの作品まである、しかも漫画雑誌に話を掲載したことまである。

　アートを追究して、それを商品としても完成させている。まさに鵺子は表現者の鑑かがみで、その観察眼も本物だ。

　それに、オールマイティな鵺子には、差別や侮ぶ蔑べつといった色いろ眼鏡めがねで作品を斜めから見る必要がないのだ。そのまま、良い悪いを判断できる。画家を目指してる人間は、鵺子に「やめたほうがいい」と言われた瞬間、筆を折るべし。

　アタシが三さん奇き人じんと呼ばれることを誇りにしているのは、同じ三奇人の鵺子とあの舞台バカをそれなりに信用しているのと同義だ。

　そんな鵺子が「いまいち」なんて抽象的なけなし言葉でアタシを否定してきたから、許せなかった。その真意を聞かないことには、引き下がれない。

　けど、まさかこんな答えが返ってくるとは思っていなかったわ。



「そうだな……文章に関して素人しろうとだという前提で答えるが、これは少しも魂が入ってない」



　体温が五十度くらいまで上昇した。

「はあ？　魂？　何それ、おいしいの？　アタシはね、そういう抽象的で漠然とした偉そうな意見が一番嫌いなの。よ～く覚えておいて、なんだったら入れ墨として背中に彫ってあげようか？　評論家気取りとか寒気がするんですけどぉ。それとも、テレビにコメンテーターとして出演するつもりなのかしら？　講演会に出演しまくって、荒稼ぎするつもりなのかしら？　まずはＴシャツ以外を着てみるところから始めたほうがいいわよ、バカ！　どはつて、怒髪天を突くって感じ！」

　即興で思いつく言葉の暴力をアタシは連射する。

　魂入ってないなんて言われて、「うんうん」とうなずいてるヤツがいたら、原稿に火をつけるべきだわ。

　こっちにも、プライドというものがある。

　これは相手が鵺子だろうと変わらない。

　むしろ、アタシと鵺子の仲だから放置はできない。

　アタシたちは長らく無礼講で過ごしてきた。その鵺子が「いまいち」というからには、それは完かん璧ぺきに絶対にウソいつわりなく鵺子の中で、この小説は「いまいち」なのだ。

「なるほど、君の知名度と実力をもってすれば、この話は五年は読んでもらえるだろうね」

　当たり前なことを鵺子はぶつぶつとつぶやく。

「でしょ、だって、アタシの小説なんだから」



「けれども、今から三十年後には、いったい誰だれがこの小説を読んで、覚えているだろうね」



　心の小さな穴から、ぴりぴりとヒビが入った気がした。

　自分の顔が青く、白くなる。限りなく透明に近いブルーな顔に。

　もう、隠すまい。

　アタシの心は、確かに「見破られた」と感じてしまっていた。

「一度聞いてみたかったんだが、君の言う【零ぜろ流りゆう小説家】の『小説家』とはライターのことか、それとも芸術家のことか？　文章を書いて飯代を稼ぐことに胸を張っているんなら、それで十全だ。誰も君を揶や揄ゆする権利などない。だが、自分は芸術家でございとライター稼業を嗤わらって、こんな金稼ぎが目的の本を出すというなら、それはあらゆる文筆業者に失礼な話だなっ！　みんな、文章稼業を舐なめるなと、みそ汁をぶっかけたくなるだろうよ」

　イライラしても長方形口く調ちようは崩さない鵺ぬえ子こ。

　鵺子の言葉は受け流そうとしても、的確に傷をえぐってくる。そりゃ、そうか。芸術に関しては、アタシたちは背中のほくろの位置だって知り尽くしてるくらいにわかってしまっているのだから。

　言い返すことができない。

「不快な話は続けたくないから、私は猫さんとじゃれあってくる。一層の奮起を期待する」

　そう言い残して、鵺子は芝し蘭らん庵あんから去っていった。

　その後に茫ぼう然ぜん自じ失しつのアタシだけが残される。

　うすうす、気づいてはいたのだ。

　今のアタシの小説はつまらない。

　この「つまらない」というのはエンターテイメントのレベルの話じゃない。

　その点なら、キャリアが長くて、まして若い人間の感性が簡単に理解できるアタシの立場は最強だ。胸にぐっとくる恋愛も、手に汗握る戦闘も、読者をうならせるセンス・オブ・ワンダーもアタシは自在に操ることができる。

　だけど、それだけではダメなのだ。

　そこには魂が入っていない。

　魂の入ってない本は人の魂を揺さぶることもできない。

　ためしに本棚から敬愛する作家たちのデビュー作を取り出してみる。

　多くの小説は、小説としてどこか破は綻たんしていた。

　作者の主張が強すぎてくどいもの。

　展開が性急で、わかりづらいもの。

　そもそも文章がこなれてないもの。

　設定に致命的な欠陥が見えるもの。

　どれも物語としてのレベルには問題がある。もっと恋する二人の関係を濃く書いたほうが読んでいて楽しいだろうとか、ラスト五十ページは完全に蛇足で、失速したように見えるとか、たくさんアラが見える。

　なのに、アタシはそれを大事に本棚の中の、それもすぐに取り出せるところに入れてあるのだ。

　どこか歪ゆがんでいるのに楽しい、愛らしい。

　それはきっと魂がこもっているからだ。

　正直、近ちか頃ごろはめまいがしそうなほど、忙しい。

　この一年で単行本は六冊出たし、雑誌の連載も四誌かけ持っていた。なのに、ちっとも書いた気がしないのだ。書いても書いても自分の脱ぬけ殻がらを生産しているみたい。

　昔は今ほど売れなかったけれど、いっぱい笑っていられたのに。

　これが自分の書いた話だと自信を持って世に出せたのに。

　クライマックスに入れる一文に納得が行かず、締しめ切り直前まで悩んでいたこともあった。先輩の作家さんと徹夜で小説論を熱く語ろうとして、午前三時に睡魔に負けたこともある。

　バカみたいだったけど、こうやってすぐに思い出せるくらい楽しかった。

　そう、小説を書くということは楽しいことだったはずだ。アタシにとって、執筆とは娯楽だった。クラスメイトが携帯やゲーム機で遊ぶのと同じ感覚のものだった。

　それがいつのまに「作業」になってしまったのだろう？

　それがいつのまに「仕事」になってしまったんだろう？

　アタシはほっぺたをつねって――それから、切り替えのために、大きなあくびをした。

　ダメだ、ダメだ。

　鵺ぬえ子こ一人の言葉でダメージ食らいすぎ。

　新人じゃあるまいし、変なことで感傷的になるんじゃない。

　アタシは読者のために小説を書いているんだ。

　自分のために小説を書いているんじゃないわ。

　ジコマンの時代は終わったの。アタシの前には何万という読者が次の小説を求めてるの。それは飢えたるワニのごとくにね。

　だから、今のままでいいのだ。何も間違ってなんかいないのだ。

　日本中の、世界中のファンがアタシの小説を読んでくれる。

　それで何が不満だというんだ？

　と、ちゃぶ台の上に置いてあった携帯がぶるぶると震えた。

　それは水みず谷たに佳玲良かれらからのメールだった。

　学園長室に来いだって。



〈起【承】転結〉



　ここで、水谷佳玲良について解説しとくわね。

　水谷佳玲良は御お伽とぎ坂ざか学園の学園長をしている幽霊。

　別に学園が悪霊に支配されてピンチとかいうのじゃなくて、初代学園長だった水谷が死後もしぶとく学園長をやっているというだけのこと。それはそれでホラーか。

　この学園は今年で創立九十九周年。つまり、水谷は九十九年間学園長をやっていたことになる。そのせいか、この女は非常に傲ごう慢まんだ。

　有名な女流作家の小説で『ひざまずいて足をお舐なめ』というタイトルのものがあるが、そういうことを素で言いそうな人間なの。

　しかも、この女は十じつ哲てつでもある。十哲No.０の位置には「水谷さん」という、素行不良の生徒に罰を当てるという学校の怪談みたいな存在がついているけど、その正体が水谷。まさに学園長として生徒を罰しているわけね。

　もっとも、罰を当てるとか何様だと思うけど。だいたい、一人称が「吾われ」な時点で傲慢でないわけがない。

　ちなみにその水谷の正体を見たことがある生徒は、アタシたち三さん奇き人じんと『当局』の足利あしかがさんの四人だけだ。トップシークレット中のトップシークレットだけど、その意識は薄い。たぶん、ばらしても誰だれも信じないだろう。

　それに十哲の仕組みを作った水谷が失脚すると、十哲の制度も失われかねない。せっかく三奇人でいるのにそれは嫌だ。

「でも、用って何かしら」

　無人の廊下で独り言を言ってしまった。

　思い当たる節ふしはない。

　まさか、芝し蘭らん庵あんを早く茶道部に返還しろとか？　あれは吉き良ら雲母きららを十哲入れ替え戦で倒したときに、正当な賞品として頂いたものよ。証しよう文もんもあるし。

　また、変な名前が出てきたから軽く解説。

　吉良雲母は表千家も裏千家も武む者しやの小こう路じ千家も超越した茶道を作ったと言って、【万ばん家け茶道の祖】と自称していた茶道部の部長だった女だ。

　が、たいしたことなかった。

　あいつがお茶を淹いれている最中に『Ｒｅ：‥Ｑ～りきゅう！～』というＳＦ小説を朗読してやったら、混乱して茶ちや碗わんを落として自滅した。試合の方法は、全校生徒による投票のはずだったけど、アタシが九割の票を得たはず。

　ちなみに『Ｒｅ：‥Ｑ』はこんな小説だ。



◆　◆　◆



『Ｒｅ：‥Ｑ～りきゅう！～』



　アルファベットはＡから始まり、Ｏ、Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｓ、Ｔ……Ｚと並んでいる。

　ここで、Ｑの直後に、ＲではなくＰに戻ってしまう「何ものか」を設定してやる。すると、Ｑの次のアルファベットはＰになり、その次がＱ、その次がまたＰ……つまり、Ｍ、Ｎ、Ｏ、Ｐ、Ｑ、Ｐ、Ｑ、Ｐ、Ｑ、Ｐ、Ｑ、Ｐ、Ｑというループ状態が生まれることになる。

　そしてこのループ状態を、Ｑを延々と繰り返すということで、『Ｒｅ：‥Ｑ』と名づけてやる。【Ｒｅ】はもちろん「ふたたび」の意味の接頭語である。リピートでもレシーブでもリユースでも何でもいいが、あの【Ｒｅ】である。

　では、Ｑより先のアルファベットのない世界を、『Ｒｅ：‥Ｑ』世界と仮に呼び、その世界がいかなるものか想像してみよう。

　しかし、『Ｒｅ：‥Ｑ』という言葉は名付けとして不適当だ。いわば、〈『Ｒｅ：‥Ｑ』世界〉は言葉の定義からして自じ家か撞どう着ちやくを起こしている。

　アルファベットを一切知らない人物が、『Ｒｅ：‥Ｑ』世界でアルファベットをＡから順番に習おうとした場合を例に取ろう。

　彼の学習はＱまで進んだ段階で、Ｐにアルファベットの並びが戻ってしまうため、Ｑでストップせざるをえない。彼はすぐに異常に気づくだろう。今まで順調に流れていたアルファベットが突然ＰとＱを繰り返すようになってしまった。まるで、傷のついてしまったＣＤのように。

　彼は先生にこの現象を何というのか尋たずねた。

「ああ、それは、『Ｒｅ：‥Ｑ』だよ」と先生は答える。

「ちょっと待って下さい。Ｒって何ですか？」

　彼はＱの次にあるはずのＲを見たことがない。Ｒ以降のものは存在しないのだ。

『Ｒｅ：‥Ｑ』って何なんだ。Ｒって何なんだということになる。

　以上より、『Ｒｅ：‥Ｑ』という言葉は、Ｑの次がＲだと認識している人間にしか通用しない概念であることがわかる。だからＱより先にアルファベットがない世界を想定する場合には、まったく別の名前がいる。『Ｒｅ：‥Ｑ』世界という空想は前提からして破は綻たんしている。

　ここまで変な思考実験についてきてくれてありがとう。

　ここからが本題だ。

　この世には26のアルファベットが不可分なく存在してくれているのだから、そんなこと考える必要ないだろう、もしかすると、あなたはそう思うかもしれない。

　だが、本当にそう言えるのだろうか？

　Ｚより先のアルファベットが存在しているのに、何らかの制約により、その先が我々に隠いん蔽ぺいされている可能性はないだろうか？

　Ｑの先のアルファベットを認識できない世界を私たちが想定可能なように。

　そしてその仮想世界では、Ｒを見つける手段が存在しなかったように。

　実はＺの次にはΛ（シィェー）というアルファベットがあるのかもしれない。

　Λｅｌｄ（シィェルド　次元に干渉するという意味の動詞）、ａΛａｔｅ（アシィェイト　他時間から物質を移転するという意味の動詞）などといった言葉がいくつも存在するのに、私たちはそれをＺの直後にある「巨大で深しん淵えんな壁」によって見えなくさせられているのかもしれない。

　理由は簡単だ。このアルファベットを私たちが使用した場合、私たちはその単語から、より高次の科学概念・哲学概念を得られるのだ。それはこの世界の設計者のみが知り得るはずの、宇宙の謎なぞ・神の存在を人間ごときにひらいてしまう。

　だから、世界の設計者は、この27番目のアルファベットを人間に知らせなかった。自分の絶対的有利を保つために。

　逆に言えば、現在世界にないものを何らかの形で入手・発見できれば、私たちは世界を根本から改変できるかもしれない。



　千せんの利り休きゆうはこんなことをお茶を点たてている間に思いついた。

　彼にとって、哲学をすることと、お茶は同じであった。

　ことさら狭い茶室、質素な茶室を求めたのも、金持ちの倒とう錯さくした美意識などではない。単純であればあるほど、思索に時間を使えるからである。

　で、『Ｒｅ：‥Ｑ』のことを得意げに秀ひで吉よしに話してみた。

　切腹を命じられた。

　秀吉は利休を殺して胸をなで下ろし、枕まくら元もとの本の所在を確認して、さらにほっと一息ついた。

　それは宣教使が持ってきた舶来の本のようだが、中には欧州人すら誰だれも見たことのない「あるふぁべっと」がいくつも含まれていた。

了



◆　◆　◆



　この小説の評判自体はあまりよくなかったが、とにかく吉き良ら雲母きららは自滅した。あの日以来、アタシは十じつ哲てつだし、茶道室は芝し蘭らん庵あんになった。どちらも奪われるつもりはない。

　こんこんとノックして学園長室に入ると、水みず谷たにが机に腰かけていた。

　椅い子すじゃなくて机ね。

　乱雑に足を組んでいるせいか、パンツが見えている。

　教育者としてどうなのかとも思うが、このへん、水谷は信じられないほど無む頓とん着ちやくだ。死ぬと恥じらいもなくなるのかしら。

　容姿だけ見ると、上司を片っ端から色仕掛けで籠ろう絡らくしている魔ま性しようのＯＬ。そんな官能小説の中にしか存在しない、都合のいい女みたいな雰ふん囲い気きをかもしだしている。

「おお、天てんノの下した、来たか」

　しかし、水谷のテンションはとことん低い。

「どうしたの？　身内に不幸でもあった？」

「そんなもん、とっくに全員死んでおるわ。喜べ、お前の身を案じておるのじゃ」

「胡う散さん臭くさいわね。もったいぶらずに、早く言いなさいよ」

「十哲入れ替え戦が近々行われるのじゃ。挑戦者はお前との挑戦を望んでおる」

　言いづらそうに水谷はそう告げた。

　アタシは嗜し虐ぎやく的てきに微笑ほほえむ。

　いい度胸じゃない。

「ふ～ん、アタシに勝負を挑もうなんて、とひなむ、飛んで火に入る夏の虫って感じ。それとも、腕相撲で勝負だとでも言い出すのかしら。相手は誰だれ？」

　この学園にはアタシ以外の小説家はいない。プロの文筆業さえいない。よくて田た島じま先生が儒教や医学の本を出しているくらいだろう。

　鵺ぬえ子こに余計なことを言われてガラスのハート（我ながら痛い表現だ）を傷つけられた身としては、腹いせにちょうどいい。ギタギタにしてやる！

「挑戦者は――二年生の【正確俳優】新発田しばた新あらたじゃ」

「ああ、あの学園一美しいって言われてるアイドル俳優ね」

　よく漫画で「学園のアイドル」という現実ガン無視のキモい設定があるけど、新発田新の場合は、実際のアイドルが学園にいるので、自然と「学園のアイドル」にもなっている。

「確か、邪じや兄あに頭ずに所属してるんだっけ。ほかは知らない」

　邪兄頭というのは有名な男子タレント事務所だ。それ以上のことは同様に知らない。

「うすうすわかってはおったが、お前、本当にテレビ見ないようじゃの……」

　だって、テレビ見る時間なんてないし。いっつも執筆よ。

　自分の努力を他人に賞賛させようとするほど、痛々しいこともないから、黙っているけど。

　あとは水みず谷たにが説明してくれた。

　新発田しばた新あらた。二年生。今最も注目されている俳優である。

　そのルックスのよさもさることながら、どんな役もきっちり演じることから、【正確俳優】とテレビでは言われている。

　新発田のファンは通称「イモート」と呼ばれ、ライブなどでは彼のことを「お兄ちゃん！」と絶叫する。

　そういえば、甘南備かんなびの舞台バカが言ってたっけ。30代や40代のおばちゃん（容姿によってはお姉さん）が高校生をお兄ちゃん呼ばわりする光景は、舞台バカいわく、女の目から見ても男の目から見てもグロテスクにして醜しゆう悪あく、一言で言えばキモいとのこと。

　ちなみにギターの実力はたいしたものらしく、去年はロックの殿堂、富士サファリフェスティバルにも出演し、ゾウの上から演奏したとか。臭そうだな。

「舞台バカの言葉を借りるなら、『役をこなすだけなんて二流だ、そのレベルでちやほやされる時点で、日本は終わってる』ってところね」

「その終わってるアイドルの挑戦をお前は受けるわけじゃ。向こうは恋愛をモチーフにした短編小説対決を求めてきておる。立場から見ればお前に圧倒的に有利な種目じゃから、そのまま採用することになるじゃろう。定石通り、全校生徒の多数決で勝敗を決めることになるじゃろうな」

「何それ、新しい自殺？　超受けるんですけど！」

　本気なの？　アタシに小説で勝てるって本気で思ってるの？　こちとら、八歳のときにファンタジー小説『まほほま』で児童文学賞を取って以来、十年やってきてるのよ。素人しろうとに負けるか。

　だが、水谷の表情はいっこうに晴れない。

　むしろ、物わかりの悪い人間を見て、あきれる顔で、

「お前、小説の実力で審査がされるなんて本気で信じておるのか？」

　いらいらしながら、水谷は続けた。

「一応、新発田も著書がないわけではないぞ」

　水谷が机の隅のハードカバーを指差す。薄っぺらい。

「それは先月出た自伝じゃ」

　手に取ってみた。

　読んでみた。

　同情をもよおすほどにひどかった。

「あえて内容には触れないであげるけど、一ページに『すごい』って単語が八回出てくるのはどうかと思うわ。こういう病気？」

　せめて、５段階評価で、国語５を取れるくらいの相手でないと。

　だけど、あまりにも衝撃的な一言が水みず谷たにから発せられた。

「その本は累計五〇万部じゃ」

「ひゃひ！」

　あまりのショックに立ちくらみを起こして転倒しかけた。というか、転倒した。五〇万部ってアタシの小説の五倍だ。

　ぴくぴくけいれんしながら、アタシは肩で息をする。出版不況って言葉はどこに行ったのよ！　国が裏で介入してるんじゃないの!?

「新発田しばたの全校の女子の支持率は78％じゃ。こいつらは新発田だという理由だけで、新発田に投票するじゃろう」

　アタシはそこで、そのトリックに気づいた。

　そして血の気が引いた。

　新発田は最初から実力で勝負する気などないのだ。

　そんなことしなくても、全校生徒の投票という形をとれば、アタシを押しつぶすことができる。

　この部屋に呼ばれた理由もなんとなくわかった。

「ねえ、公式の告知の前に対戦相手や勝負内容まで教えるなんてこと、過去にあった？」

　回答は横に振った首。

「いいや。初の試みじゃ。そんなことをすれば、一方に有利になってしまうからの」

　そうか、つまり、

「アタシは絶対負けるから問題なしってことね」

　すぐに否定されなかった時点で、肯定と同じだ。

「吾われもこのような人気投票で十じつ哲てつが生まれるのは好ましいとは思わん。じゃが、文芸評論家を呼んできて判定をさせれば、プロのお前が勝つに決まっておる。これでは、勝負が成立せんし……」

　そんな弁解なんて聞きたくもないし、ろくに聞こえてこなかった。

　頭の中は一つの事実がぐるぐると回っていた。

　アタシは三さん奇き人じんから落ちる。

　才能とか売れ線とかそういう次元を通り越した場所でアタシは必滅する。

「せめて、お前なりのいい戦いをして、有終の美を飾ってくれ……」

　もう、水谷の言葉を最後まで聞かずにアタシは部屋を出た。

　栄はえある十哲のうちのトップ３、三奇人の看板もあと数日。

　負けるために、恋愛の短編小説を書けだって？

　切腹するために刀作れって言うようなものだわ。



　暗くなってきた廊下を、ふらつきながら芝し蘭らん庵あんのほうに戻っていく。「立ち直れない」という言葉は比ひ喩ゆじゃないらしい。ほんとに倒れそうだ。

　芝蘭庵の前に人影があるのが見えた。

「誰だれ？　気が乗らないから、サインは今度にして――」

　その男は面識もないのに、見慣れた顔をしていた。

「初めまして、天てんノの下した先輩」

　前髪を垂らした男は、壁にもたれかかりながら、右手を軽くあげた。

　背はきっと一八〇センチを超えてるわね。

　どう見ても、新発田しばた新あらた。

「あら、あいさつとは感心な後輩ね」

　見た瞬間、敵意のまなざしになってしまった。

　敵にまでアタシは親切なキャラではいない。

「次の十じつ哲てつ入れ替え戦、先輩とやることになると思うよ。できれば、短編小説対決ができればいいと思ってるんだけどね。いい勝負になると思うんだ」

　どれだけ「思って」るのよ、こいつ。全文、「思う」で切った。語ご彙い力りよくないな。逝いけ。

　あまりにひどいので、落ちこんでたはずが、闘争心が湧わいてきた。

「あんた、アタシの職業、勘違いしてない？　カニ漁師でも、システムエンジニアでも、力士でもないわよ。小説家よ。文章書いてお金もらう人よ！」

「うん、もちろん、すげえ頑張るつもり。当日は自分で朗読するんだ。そのシーンがテレビカメラで、生放送で全国に中継されるの。ゴールデンは率25％もらったね。これで俺おれの新たなるすごい伝説が始まるってわけ」

　と言うと、新発田はポケットから、『俺のスゴイ伝説』と書かれた手帳を出してきて、何かメモりだした。そんな重大発言はなかったわよ。てか、自分の発言、メモるなよ。

　はっきり言おう。

　マジでキモい。

　即死系の魔法使えたら、連射してる。

「もうさ、ゴールデンでもシルバーでも水銀でもなんでもいいから、勝手にやりなさいよ。知ったことじゃないわよ！　さっきからあんたのしゃべり方にムカムカしてるのよ。『すごい』って単語が多いのよ。あと、さりげなく『新たなる伝説』とか、自分の名前にかかって、ちょっと俺うまいこと言ったって顔が腹立つのよ！　アタシが勝つからね。それが公序良俗的にも正しいことですから。それで、お前は負け癖ついて滅びろ！　十年後に『あの人は今……』に落ちぶれた人間として出演しろ！」

　すると、新発田しばたの顔が鋭いものに変わる。

「残念だけど、この勝負、絶対オレが勝つ。少し考えればわかってもらえると思う。オレは負ける試合はしない主義だから」

　ちっ。この男、最初から知っているんだな。

　それもそうか。でないと、こんな勝負、提案してくるわけがない。

　新発田新あらた、この男、ただのバカではない。

　どっちみち、バカだけど。

「この学園でオレのことを知らない生徒はほぼいないよね。だけど、何割の生徒が先輩の小説を読んでるかな？　少なくともオレは読んでない。せいぜい、四人に一人？」

　どこまでも神経を逆なでする男ね。

　でも、一番腹が立つのは、新発田の言っているのが事実ということ。

　単純な影響力の差では、勝ち目がない。

　小説なんてテレビの前に比べれば、オケラもいいとこだ。

　でも、戦う前から引導を渡されてたまるか、と自分の猛たけった心が訴える。

「アタシは負けない。三さん奇き人じんの名に賭かけて……」

　きっと新発田には負け惜しみに聞こえただろうけど。

「うん。オレも負けを認めろなんて言わないよ。用事は連絡のほかにもう一つあるんだ」

　すると、新発田はさっと長い腕をアタシの肩にまわした。

「ちょっと、何するの――」

「オレと付き合わない？」

　自信たっぷりに新発田は笑った。軽薄な笑いだ。重い笑いもいらないけど。

「オレと付き合ったら、普段小説なんて読まないオレのファンがすごくたくさん、先輩の本を買ってくれる。購買層は一気にすごく広がる。すごく売れるよ。話題作りのために悪い話じゃないだろ？」

「ふざけないで、アタシは売れたくて書いてるわけじゃない！」

　あまりに即物的な新発田の物言いにアタシは反発する。本当に噛かみついてやろうか。

　すると、新発田の腕の力が強くなり、アタシはぐいと引き寄せられる。

　何するの！　まさか、暴力に訴えるつもり？　最低だわ！

　とにかくひ弱なアタシはとっさに身構える。

　でも、拳こぶしなんかより、もっと恐ろしいものがきた。



「どうして、ウソつくのさ？」



　アタシの耳元にぼそりと一言。

　ぞっと寒気がした。

「オレは商売柄、いろんな世界の売れてるモノをチェックしてる。オレの専門外の分野だけど、先輩は金を稼ぐという点で、オレと同類のにおいがする。もっとたくさんの人に褒ほめてもらいたい、自分を見てもらいたい、もっとお金をもらいたい、そうだろ？」

　耳に息を吹きかけられた。

　言い返そうとしたけれど、言葉が途切れてしまう。

　まるで麻酔にかかったみたいに、力が入らない。

「オレは女の子の体を麻ま痺ひさせる能力があるんだ。大丈夫、不快感はないはずだからね、先輩」

　何言ってるの。この性犯罪者。豚箱の便器でも舐なめてろ。

　そんな言葉も、口がふるえて上う手まくしゃべれない。なんか、フグ毒みたいだ。

　放課後の廊下には人ひと気けもない。うわ、頭から人頼みなんて最低だ。こんなヤツ、一人でぶっつぶさなきゃダメなのに……。

「ほら、金かね儲もうけのためだって言っちゃいなよ。それでオレと一緒に週刊誌でとりあげられようぜ。売り上げは二倍になるって。メディアでおしとやかなキャラとして映ってるのは、どうせ演技だろ？　商売のために、きつい性格隠してるんだろ？」

　新発田しばたにすっかり腕にくるまれてどうしようもない。何、この送り狼おおかみと哀あわれな子羊の構図。そりゃ、こんなシーンだって書いたことあるけど、自分がされたことなんて、あるわけもない。

「オレの業界は、みんなキャラを作ってるからね。女も誰だれも素なんてさらしてない。清純派もいればバカを演じてるのも天然として振る舞ってるのも、とにかく本音を隠してる、だから芝し蘭らんちゃんみたいな素人しろうとの演技なんてすぐにわかるさ。営業用の顔なんて見たまんま」

「な、何もかもお見通しってわけね……」

「それにさ、事務所の意向としても、オレに恋しろってすごくうるさいんだよね。意外とオレって誠実なイメージらしくてさ、お堅い部分のあるアイドルって見られがちなんだよね。でも、そろそろ、そのイメージをぶち壊したいんだよね。そこで先輩とすごい熱愛発覚ってことになれば、ちょうどいいかなって」

　殴りたいほどひどい話をワタシはずっと聞かされている。耳が腐りそう。

「立ち話もなんだし、ほら、そこの和室入ろうか」

　えっ！　この男、和室で何する気よ。ああ、耳に息吹きかけられてから、体中が熱い……。

　いつの間にか、すっかり新発田に寄りかかってしまっている。

　まともに立てない。

　頭のほうも、霧がかかってきた……。

　もう、いいわよ。好きにしたらいいわ。

　女の子の大切なものも、印税もあげちゃう！

「そうそう、素直になってきたね。じゃあ――――ん？」

　新発田しばたの表情が曇る。誰だれかが、あいつの肩をつついたらしい。

「芝し蘭らんちゃんに何する気だ。このドスケベ」

　聞き慣れた声が耳に届く。

「あれ、君は確か――」

「十じつ哲てつNo.３、【万象演出家】甘南備かんなび周参見すさみだよ」

　舞台バカが怖い顔で新発田を睨にらんでいた。

　冴さえないメガネのくせに三さん奇き人じんの一人の一年男子。演技力は認めてあげるけど、ことあるごとに女子に片っ端から「愛してるよ」とか言ってきてキモいことこの上ない。

　あまりにキモいから、よくいじめてあげてる。だいたい、甘南備周参見って名前からして、小学生ながらにして日本最高峰の大女優と言われる同名の女の子の名前だし。

　恥ずべきことだが、ちょっと舞台バカがかっこよく見えた。

「目撃者がいてくれないとニュースにはならないけど、これは時期が悪いね。今日のところは退散しよう」

　存外、簡単に新発田はアタシを放した。なんとか助かった。

「でも、オレは諦あきらめてないよ。入れ替え戦で負けたら、その場で泣き崩れててくれない？　オレが慰なぐさめに行ってあげる。テレビ的にもすごく盛り上がるし」

　どうやら、このアイドルバカは反省の色なしみたいだ。

　むしろ、どんどん暴言を吐き続けてくる。

　もう、怒りのメーターは三回転半はしてるわね。

「それでさ、次のオレの出るドラマの脚本の原作が先輩の小説だったりしたら、ものすごい反響になるよ。先輩だったら、一般受けする話もぱぱっと書けるんでしょ。そういうので頼むよ。わかりやすい敵がいて、そいつを正義の側の主人公たちが困難な上にやっつける話、結局ドラマも単純なほうが率取れるからね」

　もう、我慢の限界。

「ねごねて！」

「ねごねて？」

「寝言は寝て言えの略よ！　あんた、小説をどれだけ愚ぐ弄ろうしたら気が済むのよ。いいえ、すべての物語に泥を塗ってるわ！　あらゆる物語には、作者の思いと読者の思いと制作にたずさわったその他関係諸氏の思いがこめられてるのよ。本を読みもしないバカにどうこう言われてたまるかっ！」

　気づいたら叫んでいた。

　頭の靄もやもどこかに飛んでしまっていた。

　それくらい腹が立っていた。

　そんな態度を示しても、顔色一つ変えない新発田しばたも相当なものだけど。

「でも、先輩はもうすぐ本を読みもしないバカの投票のせいで負けるんだよ」

　だから、どうした。

「そんなの知ったことじゃないわよ！　いい？　アタシがあなたを絶対に感動させて舞台で泣かしてあげる。良識ある視聴者は、ああ、天てんノの下した芝し蘭らんは試合に負けて勝負に勝ったなと思うのよ。三十年後にはアタシが勝者扱いだわ！」

　あれ、いつの間にか鵺ぬえ子この言ってたことみたいになってる。

「それじゃあ、期待するとしようかな。また試合会場でね」

　キザに手を振って、新発田は去っていった。

　あいつが消えた途と端たん、どっと疲れが押し寄せてきた。

「大丈夫、芝蘭ちゃん？　変なことされてない？」

　体がだるいアタシは首を振って答える。不覚にも舞台バカに助けられてしまった……。

「あいつ、有名な女たらしなんだ。異常に強力なフェロモンが出ててね、テレビで見てるだけでもファンになっちゃうし、息でも直接吹きかけられようものなら、骨抜きになっちゃう。三日続けて息を吹きかけられたら、本当にアイツのことしか見えない廃人のできあがりだよ」

「詳しいのね。あんた」

「女優の周参見すさみのときに何度も見てるからね。まだ、小学生だからアイツもやってはこないけど、あと三年したら、絶対に声かけてくるよ」

　そう、この甘南備かんなび周参見の正体は、小学生ながら日本トップの演技力を持つ女優と言われる甘南備周参見本人だ。情けないメガネの男子に見えるのは、特製のスーツを着ているから。真相がばれたら、学園中がパニックになるわね。

　だから、ちょっとさっきの舞台バカがかっこいいなんて思っても、無意味なのだ。……おいおい、このバカのどこがかっこいいのよ。まだ、新発田の力が効いてるの？

　落ち着け、落ち着け。

　落ち着いたら、急に怒りが湧わいてきた。

「あの、勘違い野郎……殺す、殺す、殺す！　アタシに恥をかかせた非礼、たっぷりとお返ししてあげる。ほとさん、仏の顔も三度よ！」

「三回も我慢してたっけ？」

「そこの舞台バカ、黙れ！」

「ひっ！　理不尽だよ！」

「とにかく、潰つぶす、潰す、潰す、天てん神じん地ち祇ぎに代わって、成敗する！　しかも、あいつ、アタシのこと芝し蘭らんって呼んだのよ！　その名で呼んでいいのは、アタシが許した人間だけよ。不敬罪を理由に首を切り落としたいくらい…………あ」

「どうしたの？」

　アタシは「なんでもないわ」と手をぱたぱたスイングした。

　芝蘭という呼び方を許しているのは、鵺ぬえ子こと足利あしかがさんだけのつもりだったけど、舞台バカにも「芝蘭ちゃん」て呼ばせてるわ。

　そりゃ、制裁加えても舞台バカが懲こりないからで、例外ではあるんだけど。

「よし、あいつに目に物見せてやるわ！　とんでもない小説を書いてやるんだから。あいつのファン、根こそぎ奪ってやる！」

「その意気だよ、芝蘭ちゃん！」

　いろいろあったけれど、やっと自分の部屋に入れる。

　でも、礼を言わないのは人としていかがなものか。

　そう、人としてダメになったら、よくないわよね。

「舞台バカ、さっきはありがと。来てくれてなかったら、今いま頃ごろまずいことになってたわ」

「当然のことをしたまでだよ。だって、新発田しばたが芝蘭ちゃんといいことしたら、羨うらやましいからね。そこは全力で阻止すぶはっ！」

　シャーペンを刺した。

　それから踏む。

「そんなセクハラ発言をするのはどの口かしら、この口かしら。アタシ、裁縫って得意じゃないんだけど、縫っていいかしら。そして一生一切の意味を持つ単語を発することができないようにしていいかしら。とりあえずシャーペンで仮縫いしちゃおっか？」

「や、やめてよ！　とがってるペンをこちらに向けないでよ。先端恐怖症になりそうだよ！」

「……まあ、今日はこのあたりで許してあげる」

　数回踏んであげたけど。

「できれば踏む前に許してほしかったな……でも、さっきの芝蘭ちゃんの言葉聞けて、よかったよ」

「何の話？」

「新発田に最後、感動させて泣かすって言ってたじゃん。ああいうパワーのある発言聞けてほっとしたよ。なんか、最近の芝蘭ちゃん、迷走気味だったから」

　どうして、舞台バカにまで見抜かれてるのよ。

　自分のわかりやすい性格が恥ずかしい。

「ふん、あんたに心配されるまでもないわよ。十じつ哲てつなんて飾り。アタシは自分の信じるものを書くだけ」

　ほとんど鵺ぬえ子この言葉の受け売りになってることは黙っておこう。

「うん。その意気だよ。じゃあ、またね、美しい芝し蘭らんちゃん」

　またセクハラ発言を置おき土産みやげに舞台バカも帰っていった。

　さて、机の上に原稿用紙を出す。

　こうなったら、最高の恋愛小説を書いて、ぎゃふんと言わせてやる。勝負を挑んだことを心から後悔させてやる。

　アタシはどこか吹っ切れていた。

　数の暴力に勝てる方法をアタシは知らない。

　あるいはそもそも存在しないのかもしれない。

　それはそれでいい。なら、アタシにできることは、小説家としての名に恥じないものを書くことだけだ。自分の書きたいことを思い切りぶつけてやろうじゃないか。

　この真っ白な原稿用紙を自分色に染めてやる。

　…………。

　……………………。

　………………………………。

　あれ。

　五分はちゃぶ台の前に座っているのに、何も書けない。

　最初の一行たりとも出てこない。

　どういうことだ？　プロットをしっかり用意しなくたって、アタシのキャリアなら短編くらいは作れるはずだ。

　ああ、そういうことか。

　アタシに書きたいものなんてなかったのだ。



〈起承【転】結〉



　翌日、木曜日。学園長の名で、朝から入れ替え戦の試合が告知された。

　金曜夜八時からアタシと新発田しばた新あらたの決戦。なんでそんな時間からやるのかといえば、全国ネット放映するから。そのせいで、金曜は異例の昼からの登校になるそうだ。

　でも、そんなことどうでもいい。

　本当はどうでもいいわけないけど、どうでもいいことにしておこう。

　ちゃぶ台には、いまだに白紙の原稿用紙。

　結局、昨日は学園では一文字も書けず、かといって家に帰っても書けず、トイレに行ったりお風ふ呂ろに入ったりしたら思いつくかしらと甘い期待を抱いたがやっぱり書けず、木曜日になってしまった。

　そして、その木曜日も早くも放課後だ。

　昼休みにも、一行も進まなかった。

　理由ははっきりしている。

　アタシには書きたいものがない。

　そういえば、この数年、出版社のほうから「次はこういうのをお願いします」と頼まれて書いてるばかりだったっけ。自分からペンを走らせることなんてしなかった。

　いざ、注文も何もない状態で、ありのままの自分の書きたいものを書いてみようとしたら備び蓄ちくはゼロ。今にも飢え死にしそうな有様なわけ。

　気分転換にペンを指でまわす。指でまわす。指でまわす。まわして、まわして、まわして、まわして、まわす。

　何のフレーズも思いつかなかったし、気分も転換できなかった。

　原稿用紙に茶色いシミができてた。

　アタシ、泣いてた。

　だって、何も書けないんだから、泣くより仕方ないじゃん。暇じゃん。暇だったら、自分のダメさ加減がどんどん頭で広がっていくじゃん。

　このまま、明日になって、アタシは三さん奇き人じんでなくなる。十じつ哲てつのメンバーから落ちて、寂しく卒業していく。

　そうだよね、アタシ、まともに恋愛とかした覚えないしね。恋愛要素の入ってない小説なんて今時ないから、もう百組くらいはカップル書いてるはずだけど、そこに実体験は入ってない。

　全部、借り物で、偽物で、まがい物で、読者をだまし、何より自分をだましてきた。

　アタシがデビューしたのは八歳のとき。レベルよりは話題性のおかげでつかんだ、児童文学の新人賞。それをこころよく思わない人も多かっただろうけど、書くチャンスが与えられたことは、本当にうれしかった。

　右も左もわからず書いて書いて、それ以上に人の本を読んで読んで、小学校を卒業するくらいには、ベテランと呼ばれるだけの文章が書ける「芸」を身につけていた。ラジオにテレビに雑誌に、あらゆるメディアに引っ張り出された。サイン会で全国都道府県を行あん脚ぎやした。

　そんな生活に、恋をする空きスペースなんてなかった。

　だから、アタシの文章には本当がない。

　恋愛で読者に伝えたいことなんて、何もない。

　意欲だけは出たと思ったら、こんなオチ。

　もう、小説やめようかな。

　これ以上中身のないものを垂れ流すのは、老害もいいとこよね。素直に後進に道を譲るべきかも……。ダメだな、昨日、鵺ぬえ子こと新発田しばたに言われた言葉が地味に効いている。

　鬱うつ々うつとしていると、引戸が無遠慮に開いた。

　その音だけで誰だれかわかる。

「おやおや、涙健康法か何かか？　それとも作者が泣くほど感動的な話ができたのかい？」

　鹿子かのこ木ぎ鵺子。

「何よ。執筆活動中よ。邪魔しないで」

「その割には、ずっと停滞しているようじゃないか。それとも白紙の小説という前衛的な意欲作でも発表するつもりだったのかな。もし、そうならすぐにでも退散させてもらうが」

　鵺子はアタシの言葉なんて聞く耳を持たずに、首から提さげた画が板ばんで、なにやら描き始めた。

　ほうっておく。どうせ、出ろと言っても聞かないし、アタシの非力さじゃ追い出せないし。

「書けないのよ。何にも。鵺子が言った通りよ。魂がないから、いい小説を書こうとしてもダメなの。少しはやる気になったんだけど、そもそも魂がないんじゃどうしようもないわ。ま～、書いたところで新発田新あらたには勝てないからいいんだけどね」

　アタシはヤケになって、寝っ転がる。書いたものの出来が悪ければ、くるくるまるめてゴミ箱に捨ててもいいんだけど、白紙じゃそれもできない。



    

  
    
      



    

  
    
      「珍しい。君が泣き言を言うなんて、雪でも降るんじゃないのか。それとも槍やりが降るかな」

「アタシはリアリストなのよ。勝てない戦いも世の中にあるの。神風が吹いたって、Ｂ29は墜つい落らくしないの。今アタシに必要なのは、かっこいい切腹の作法なの」

　鵺ぬえ子こは皮肉を返さずに、せっせと何かをスケッチしている。どうせ、【全衛芸術家】の思想なんてわからない。

　無言の時間が落ち着かなくて、アタシは悲しい文句を並べる。

「だって、かっこよく負ければ、また注目が集まるからね。小説書くのだって生活のためだし。それで天てんノの下した芝し蘭らんの名前が広まるなら万々歳だわ！」

　もう、新発田しばたと本当に付き合ってやろうかしら。あいつのことだから、傷心の女の扱い方だって心得てるだろう。

　眠いのか、鵺子は大きなあくびをした。失礼なやつだ。

　でも、今の自分はあくびされるほどくだらないのだろう。

「あ～あ、せっかくガチンコで新発田の涙るい腺せんを破壊してやるつもりだったのに。書けもしないなんてサイテー！」

　あくびの後、鵺子の目が光る。

「本当に君は戦う意志があるんだな。新発田に心からの短編をぶつけるつもりなんだな？」

「そりゃ、どうせならいいものを出したいじゃない。商業作品でもないところで、媚こびたって仕方ないし。それがアタシのプライドよ」

　小さなため息とともに、鵺子はスケッチの手を止めた。

「なら、心配ないな。ノーベル賞を取るつもりの人間が、小さな島国で幅をきかせている芸能人に負けるわけがない。この勝負、芝蘭の圧勝だ。わざわざ試合を見るまでもないな」

　何を言ってるんだ、鵺子は。

「おだてても何も出ないわよ。アタシは書けないのよ。だから、試合にもならないの」

　鵺子は鉛筆を走らせながら、口を別の生き物みたいに動かす。

「いいか、天ノ下芝蘭に書けないなんてありえないんだ。湖と水たまりを勘違いしているんじゃないか。水がちっとも汲くめないとしたら、それは湖が枯れてるせいじゃない。穴のあいた柄ひ杓しやくを使ってるだけのことだ。猿でも底のある柄杓に持ち代える頭くらいはあるさ」

　どうやら鵺子なりに慰なぐさめてくれているらしい。

　鵺子なりだから、あんまり慰められないけど。

　だから、アタシはどう答えたものかわからず、黙りこむ。

「芝蘭がやる気なのがわかれば、十分だ。それでは、とびきりの大傑作を期待しているよ」

　鵺子は余計なことを言い残して帰っていった。いちいち、ハードル上げやがって。

　だけど、ちょっとだけやる気が出た。

　少なくとも、マイナスからプラスには転じた。

　アタシが何も書けないなんてことはない。書きたいことがないから書けない。そんなのは甘えだ。

　手を動かせばプロットを作るくらいはできる。神が降りてこなくても、長年培つちかった技がある。それを使うのは悪いことじゃない。

　短編だから、あまり長い展開は向かない。惚ほれて、付き合って、別れて（別れる必要はないか）を順番に並べても薄い話になるだけ。やるとしたら、特定の一場面を選んで書くべきね。

　たとえば卒業式の日の告白なんてどうだろう。伝説の木の下……というのは安直すぎるけど、校門の前で誰だれかを待って告白する。今日でお別れなのに。違う進路を歩むことになるのに。うん、場面としては申し分ない。

　あとは、魂のほうだな。

　内容は問わない。何か強く訴えかけたいものを。

　また、許可なく引き戸が開いた。今度はさっきより弱々しい開け方だ。これは、あいつだな。

「なんだ、ちゃんとやってるね。鵺ぬえ子こちゃんがのぞいてたみたいだから、またスランプなのかって心配してたんだよ」

　入ってきたのは、三さん奇き人じんの最後の一人、甘南備かんなび周参見すさみ。

　昨日のことがぱっと思い出されて、落ち着かなくなる。まさか、舞台バカに助けられるなんて思わなかったから。

「何よ。あんたに心配される覚えはないわよ。この精神的苦痛をどうすればいいのかしら。二酸化炭素をこれ以上排出する前に自害したら。人様に迷惑かけないよう、樹海に入って餓死しろ！」

「今日も芝し蘭らんちゃんの『口撃』は快調だね。少し手加減してほしいけど……」

　そのまま、舞台バカはどかっと腰を下ろして、あぐらをかく。

「部屋に無断であがりこんで、殴られないだけありがたいと思いなさい。てゆーか、どうしてくつろいでるのよ、死ね」

　こうやって、言葉で攻めまくるのはアタシが筋金入りのＳだからだ。だからって、こんなのを雑誌インタビューでさらすなんてできないので、舞台バカは貴重な欲望のはけ口になっている。

　アタシが素をさらしているのは三奇人二人と足利あしかがさんの三人だけだ。だから、舞台バカも貴重には違いない。いくら中身が偉大な女優だとしても、アタシにとっては、舞台バカは舞台バカだ。

「『死ね』とかすぐ言う芝蘭ちゃんは、もったいないな～」

「何がもったいないのよ？」

「かわいさがちょっと減っちゃうよ」

　どうして、こいつはこういうことを平気で口するんだろう。

「死ね」なんてお前にしか言わないわよ、バカ。

「嫌なら来なかったらいいの誰だれも呼んでないわ今後とも呼ぶ気はないけど。そもそも、招待にあずかるような身分だと思い上がらないでよ。あんたなんか、ヘドロをペーストにして塗ったパンでも食べてればいいのよ。で、腹の中まで病原菌まみれになって人生卒業しろ！　……………………あ」

「どうしたの？　僕の素晴らしさに気づいた？」

「黙れ。一音節ごとに骨折るわよ？」

　やっぱり、卒業式の話というのは、どうかしら？

　だとしたら時期は三月。天気はビジュアル的に晴れているほうがいい。三月と思えないほど太陽が元気なの。卒業生はみんな正門からぞろぞろ出て行って記念写真を撮ってる。だけど、人影もまばらな裏門で一人待っている女の子がいて、二分おきに携帯の時間を確認している。よし、絵になる光景だ。

　来た。神が降りてきた。

　アイデアがどんどん湧わいてくるわ。いける。

　不思議ね。一人じゃ詰まってたものが、鵺ぬえ子こと舞台バカが来てからすらすら進む。

　後は核になる部分さえあれば、話を作れちゃう。ルール上、朗読しないといけないから、文庫換算で数枚あればいいか。

　視線が気になると思ったら、舞台バカが横からのぞいていた。

「何よ、集中できないでしょ」

「よしよし、完全復調みたいだね」

　したり顔で、舞台バカは言う。また、しばいてやらないとダメなんだろうか。

「だ・か・ら、どうしてあんたにアタシの体調をとやかく言われないといけないのよ。あんたに何がわかるの？」

「そりゃ、わかるよ」

　自信満々に舞台バカは胸を張る。

「僕は美しい女子の気持ちなら完かん璧ぺきにわかるからね。しかも、それが三さん奇き人じんの芝し蘭らんちゃんなら、なおさらだよ」

「よくもまあ、これだけ叩たたかれたり虐しいたげられたりして、こんな台詞せりふが吐けるものだわ」

　いじってるのが、自分であるとはいえ、褒ほめてやりたくなる。

「ったく。あんたも鵺子も暇ね」

「だって、これは三奇人の戦いだからね」

　思わず、後ろを振り返った。

　薄日が上う手まく差したせいだろうか――舞台バカが男前に見えた。

「ぼくも鵺ぬえ子こちゃんも一緒に戦っているつもりだよ。で、戦うならあんな三流芝居に負けるつもりはない」

「一緒に戦うって、勝負は孤独なものよ。アタシはファンの一人一人がバンドの六人目のメンバーですなんて痛い発言をする気はないけど」

「ううん、僕ら三さん奇き人じんは三人揃そろってるから三奇人なんだよ。だから、そのうち誰だれかが戦うなら、僕らも宣戦布告されたようなもんだよ。三奇人として、一肌脱がせてもらう」

　なんて恥ずかしいことを言い出すのよ、こいつは。

　これが三奇人の戦いだって？

　そんなこと言われたら負けられないじゃない。

「今日は舞台バカのくせによく吠ほえるわね」

「お、感心してくれてるの？」

「感心が二割で、呆あきれるのが八割ってところね」

「一肌脱ぐから、できれば芝し蘭らんちゃんも脱いでね」

「あんたの裸とアタシの裸が等価なわけないでしょ！」

　アタシは紙に書かれたプロットを眺めまわす。恋愛にどうしてもリアリティがほしい。このままじゃ、男の描写が弱すぎる。

　自分の身近にいる男？　といえば、舞台バカだけよね。

　こんな男と付き合ったら、どんなことになるのかしら……あほくさ。考えるだけ無駄

――

「なんで、顔赤くなってるの？」

　ぼそりと舞台バカに指摘された。

「は……はぁ？　そ、そんなわけないでしょ！　どうしてアタシが顔を赤らめないといけないのよ！」

　アタシは久しぶりに切れた。いや、けっこうなスパンで舞台バカには切れてるけど、とにかく切れた！　とりあえず踏む、踏む、踏む！

「痛い、痛い、痛い！　どうしたの！　どうしていきなりラフプレーなの？　逆げき鱗りんに触れるタイミングがわからないよ！　超専制独裁政治！」

「あのね、人には誰しもそっとしておいてほしい部分があるのよ。その地雷原を踏んだあんたが悪いの。体ばらばらになって、お骨も拾えなくなっちゃいなさい！　折れろ折れろ折れろ！　可動部がおかしくなったフィギュアみたいになれ！」

「何？　顔を赤くしたことがそんなに罰なの？　じゃあ、リンゴとかどうなるの！　それとも、もしかして遂ついに僕に惚ほれちゃったとか？」

　何かがアタシの中ではじけた。

　赤い実とかではないわよ。

「お前を殺す！　不思議な魔法で殺す！　魂も陵りよう辱じよくする！」

「ちょっと待って！　どうして本棚持ち上げてるの！　芝し蘭らんちゃん、非力キャラだよね？？？　やばいよ、それ、リアルに死ぬから、圧死するから！」

「くそ、死ね死ね！　実は女のくせに！　かぶりもののくせに！」

　あ～、こんなことならデートくらいギャグでも一度しておくべきだったわ。

　こんなのと付き合ったらどうなるのかなんて一瞬でも考えちゃったじゃない！

　ほら、実体験がないから描写がしょぼくなる。あるのはデートしたいって願望くらい――――あれ？

　そっか。

　デートしたい人間の心理なら、アタシもわかるじゃん。

　それよ、それ。

「舞台バカ。今すぐ帰って。執筆に専念するから」

「お、何かアイデアが浮かんだの？　でも、できれば刺さってるシャーペンの治療を――」

「六本目刺すわよ。あの新発田しばたに勝負は数字じゃないってことを教えてやる」

　勝負はメイクにかける時間じゃなくて、推すい敲こうの精度で決まるのよ。

「それじゃ、出て行くとするかな。あ、そうだ、部屋の前のこの絵、踏まれないようなところに置いたら？」

　絵？　そんなもの置いた覚えなんてないけど。

　畳の上に一枚の鉛筆画が置いてあった。

　題材は執筆中のアタシの顔。

　隅に「負けるな」と汚い字で殴り書き。

　鵺ぬえ子このやつ、画が板ばんを提さげてこれを描いてたのか。ふざけたことしてくれちゃって。

　三さん奇き人じんの一角として、最後の花火をあげてやろうじゃないの。



　家には、高校に残ると電話を入れた。

　分量的には徹夜するほどじゃないけれど、念には念を入れる。朗読もしないといけないしね。さすがに朗読だけなら、俳優の新発田が圧倒的に有利だ。少しでも練習しておきたい。負けるとわかっていてもみじめな姿はさらしたくない。

　まず、見知った名前で小説を書く。そのうえで、パソコンに入力。置換を選択して、名前をすべて架空の登場人物に入れ替える。こうすることで、少しでも感情移入して小説が書けるようにした。

　できた話は決して傑作じゃない。だけど、魂は入ってる。地に這はいつくばって書いた小説。労働者のような小説。

　夜中の二時、引き戸が開いた。

　警備員のおじさんに注意でもされるかと身構えたら、なんだ鵺ぬえ子こか。

「夜食を作ってきた。どうせ、何も食ってないんだろう。断食は頭がまわらなくなるから」

　鵺子は湯気の出ているラーメンを持ってきてくれた。なんで、こいつまで夜中に残ってるのという話だけど、どうでもいい。おなかは本当に減っている。背中とくっつきそうなくらいに。

「ありがとう、いただくわ。それと、似顔絵、ありがと」

　鵺子の作ったチキンラーメンはすっかりのびてまずくなっていた。

　三稿、四稿と繰り返して、これでいいだろうというものができたと同時にアタシは寝落ちした。

　あの汗をかいたことないって顔してるサワヤカ俳優に目に物見せてやる。



〈起承転【結】〉



　翌日、午後八時。

　会場の講堂は新発田しばた新あらたのうちわを持った女子生徒で埋め尽くされている。もう、始まる前からわーわー言ってる。何が面白いんだ。何も面白くないぞ。黙れ。

　全学年の生徒が講堂には入れないから、ここに来てるのは有志だけ。残りは自分のクラスのモニターで観戦。どうせ、そちらも大半は新発田新のファンだろうけど。

　女子の八割があいつのファン。

　つまり、全校生徒の四割は最初から敵に投票するわけだ。

　勝ち馬に乗ろうとするのや、友達に新発田への投票を求められた人もいるだろう。奇跡でも起こらない限り、勝ち目はない。

　ま、勝つために来てるわけではないから、いいんだ。

　舞台の裏で、新発田がアタシに話しかけてくる。

「いよいよだね、すごく緊張してる？　あとでいくらでもほぐしてあげるから」

「セクハラ発言しないで。バカ。地獄へ堕おちろ。何度でも墜おちろ」

　舞台の前では、司会をつとめる売れっ子アナウンサーが今日の試合の趣旨を説明している。どうやら、生放送が始まったらしい。

　まず、アタシと新発田の名前が呼ばれて、二人で前に出る。

　声援の九割七分は新発田だ。いたるところから「お兄ちゃん」と呼ぶ声。

「「「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　お兄ちゃん！」」」

　四十代のおばちゃんにお兄ちゃんと呼ばれて、五十代まで老けてしまえ。

　司会が先攻は新発田しばた新あらただと告げるのに合わせて、会場が暗くなる。テレビだけあって、凝った演出ね。それに合わせてアタシは袖そでに引っこむ。

「じゃ、先攻、新発田新、読みます」



オレと君の三日間　　新発田新著



　白い、白い世界。

　どこだ、ここは……。

「――ねえ、起きて」

　誰だれかに呼び起こされて目が覚めた。

　目の前には一人の女の子がいた。

「どこだ、ここは……？」

「ここは群馬よ」

「どこだ、それは？　オレは確かＴＯＫＹＯにいたはずなんだ……」

　そういえば自分の名前も思い出せない。ただ、覚えているのはオレがＴＯＫＹＯというシティに住んでいたということだけだ。

「かわいそうな人。ＴＯＫＹＯは沈んでしまったの。人の重さに耐えかねて。あれから都心は北の群馬に移ったのよ」

　と、女の子は言う。

「北？　ＴＯＫＹＯの北はＳＡＩＴＡＭＡしか知らない……」

「群馬はＳＡＩＴＡＭＡのさらに北の地よ」

「そんな世界があるのかっ！！！！！」

「ええ。ＴＯＫＹＯが沈んでから、Ｏ－｜ＳＡＫＡが西から攻め寄せてきたの。首都の人たちは群馬に避難したわ。今はこの群馬の伊い勢せ崎さきが南の防衛線よ」

「大変なことになっているみたいだな」

「そうよ。Ｏ－｜ＳＡＫＡは闇やみの力を使うから。つまり、ダーク・パワーね」

「ダーク・パワーだとっ！」

「そうよ。このダーク・パワーに打ち勝つには、たった一つしか方法はないわ」

「それは何だ？」

「愛の力、つまり、ラヴ・パワーよ」

「ラヴ・パワーだとっ！」

「そうよ。ねえ、私のこと、思い出せる？　私たち、ＴＯＫＹＯで付き合っていたの」

「付き合っていただとっ！」

「どうか思い出して。そうすればラヴ・パワーが使えるわ。ラヴ・パワーでＴＯＫＹＯに帰るのよ」

「だが、ラヴ・パワーでＴＯＫＹＯに帰れるのか？」

「大丈夫。東とう武ぶ鉄道が動けば帰ることができるわ」

「東武鉄道か！」

「作戦は決まったわ。ラヴ・パワーと鉄道、これが敵に打ち勝つ鍵かぎね。つまり――」

「つまりキーだな」

「あなた、私の心が読めるの!?」

「ああ。だってオレたちは付き合っていたんだからな」



（以下略）



　ちなみに、後半ではＯ－｜ＳＡＫＡがたこ焼き型爆弾を落としてきたり、北のＡＩＺＵが裏切ったりして、群馬は大ピンチ。その危機の中で二人は愛を確かめ合う、そんな内容だった。

　感動したとか白けるとかそういうレベルじゃない。異次元。

　だけど、新発田しばたはいい仕事をやり終えたという顔をしている。

　日本の国語教育はすぐに再編すべきだわ。

　でも、新発田が「終わり」と一言唱となえた途と端たん、割れんばかりの歓声が会場を包む。

「「「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　お兄ちゃん！」」」

　みんな、落ち着いて！　拍手する要素なんてどこにもなかったはずよ！

　歓声がなかなか収まらないなか、テレビの関係者がスタンバイの時間だと告げる。

　手に握りっぱなしだったプリントアウトの原稿がくしゃりと歪ゆがむ。

　時間は限られていたけど、最善は尽くした。きっと鵺ぬえ子こも納得してくれるだろう。

　これで負けても三さん奇き人じんとして悔いはない。

　敵がタレントとして戦うのなら、アタシは作家として戦う。それだけのことだ。

　服装はお気に入りの黒いドレス。

　この姿で【零ぜろ流りゆう小説家】天てんノの下した芝し蘭らんを見せつけてやる。

　目を閉じて深呼吸を一度する。

　鵺子、舞台バカ、少しだけ力を貸して。

　そのとき、横から誰だれかが近づいてくる気配がして――

　原稿がさっと抜き取られた……。

「えっ！」

　アタシはこの一年で一番あわてた。原稿がなければどうしようもない。これは生放送だし、間に合わない。イタズラにしたらタチが悪すぎる。

「ちょっと！　誰だれなのよ！」

　犯人はすぐ目の前でじっとしていた。

　暗くてよく見えないが、逃げるつもりはないらしい。

　アタシが言葉を発する前に、犯人は落ち着いた声で答えた。

「一肌脱ぐよ、芝し蘭らんちゃん」

　そのまま、犯人は舞台の前に出る。

　そして、一秒だけ静まる会場。

　直後に本日最高の盛り上がり。

　モニターを見れば、日本屈指の小学生大女優、甘南備かんなび周参見すさみが中央に立っている。

　スポットライトに慣れた大女優は司会者からマイクを借りると、すらすらと事情を説明した。

「皆さん、新発田しばたさんはプロの俳優です。一方、天てんノの下したさんは、書くことのプロでしかありません。朗読対決というのは、新発田さんに有利すぎじゃないですか？　ここは助すけ太だ刀ちということで、僕に朗読をさせて下さい」

　絶叫が起こった。会場の外も含めて。

　それは東校舎からも南校舎からも西校舎からも、講堂のある北校舎からも。

　学園中の甘南備周参見のファンが出せるだけの声を出していた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あのバカ、本当に一肌脱いじゃった……」

　男子高校生、甘南備かんなび周参見すさみの皮を。

　テレビ局としては、こんなハプニングを見逃すわけがない。周参見の飛び入り参加は満場一致で認められた。まさか、甘南備周参見にケンカを売れるテレビ局なんて、この国にあるわけがない。

　もし、仮に新発田しばた新あらたがテレビの視聴率を五％上げるとするならば、甘南備周参見は視聴率を二倍にする。

　新発田のときに、とっくに上限に達したはずの歓声は、その上を軽々と超えて、いまや学園すべてを包んでいる。しかも、それは新発田新の声援とは質的に違っていた。なんというか、分厚いの。二重にも三重にも声が折りたたまれている感じ。

　そして、演技の天才は朗読を開始した。



いじめて　　天てんノの下した芝し蘭らん著



　案外、神様というものは空気を読むらしい。卒業式のその日、お日様は朝からほどよく春めいた光で、校庭を照らしていた。

　正門の前ではわいわいと親子が談笑したり、門をバックにフラッシュをたいている。

　そんなかしましい正門と比べると、裏門のほうはずいぶんとひっそりしていた。

　いつもは出入りにこちらを使う生徒すら、今日だけは表の正門を選ぶ。最終日に裏を使う天あまの邪じや鬼くは少ない。

　だが、少ないながらも天の邪鬼はいるものだ。静まり返っていることに意義を見み出いだすヤツも中にはいる。

　それが鷲わしノの巣す八や雲くもだった。

　といっても、八雲は廃はい墟きよにでかけて喜ぶような奇人・変人ではない。人ひと気けのないところに行くくらいなら、駅前でのカラオケを選ぶ平均的女子高生だ。進路も昔は名門の部類だったが、今ならちょっとの努力で入れる私立大学への進学が決まっている。典型的な中流家庭のライフスタイル。

　校則で髪を染めることはできなかったけれど、その代わりとばかりにカバンにはいくつも缶バッジが差してある。

　大人おとなは顔をしかめるかもしれないけど、別に構わない。どうせ、大人が自分を助けてくれるわけでもないし。むしろ、大人は若い者の敵だ。そもそもクラスにだって特に味方なんていないけれど。味方らしい味方といえばクラスメイトの冴さえ子こくらいか。八雲はこの背の高いお姉さん風の少女と、事あるごとに放課後につるんでいた。それもこの三か月の間のことだけど。

　そんな鷲わしノの巣す八や雲くもはさっきからいらいらしながら、携帯で時間を見ている。二分に一回は目が携帯に向かう。

　もちろん、人を待っているのだ。呼び出した相手を。

　八雲はクラスメイトの金かな菱びし澄すみ人とという男子を待っている。

　そいつは、自分が一年間いじめぬいてきた男子だった。

　もう一度繰り返すが、八雲は平均的な女子高生だった。だから、気に入らないクラスメイトをいじめるようなこともした。そんなに珍しいことじゃない。だって、いじめられる人間よりいじめる人間のほうが多いはずなのだから。

　でも、八雲の場合は事情が違った。

　八雲はその男子をほかの誰だれかがからかうのを許さなかった。祟たたり神だとでもいうふうに、近寄らせようともしなかった。

　そして、自分一人で、汚い言葉をぶつけたり、弁当のおかずを無断で拝借したりした。靴で蹴けったりもした。雨の日なんかはいい獲物。でも、誰も何も言わない。八雲の親友の冴さえ子こすら、それを止めようとなんてしない。

　金菱澄人はいじめられる側にありがちな自己主張の弱い内気な人間だった。声を荒らげたことなんて一度もない。それが余計に八雲のサドな心を刺激した。もし、こんなことをクラス中でやられたら、彼は学校にだって来られなくなっていただろう。敵が八雲一人だったのは幸いだった。逆に言えば、八雲以外にとって彼は「八雲のいじめのパートナー」でしかなかった。影が薄い、幸も薄い。

　そんな同じ学費を払ってる割にはあまりに悲惨な境遇にも、このいじめ相手はめげずに登校していた。八雲に蹴られても叩たたかれても、悟りきった高僧のように、少しぎこちない笑みで「八雲さん、おはよう」とあいさつするのだ。そのあとに、下の名前で呼ぶなとまた蹴られて、八雲は苗字ではなかったと気づく。

　そんないじめ相手を、八雲は今か今かと待っていたのだ。

　まさか、このままで卒業でサヨウナラなんて終わりは認めない。

　卒業式が終わったからといって終わりではない、そう八雲は考える。金菱澄人との関係も正しく清算しなければならない。

「あっ」と八雲は小さな声を出した。

　少し小走りで、その人物は八雲のもとへ一直線にやってくる。

　八雲は相手が近づいてくるにつれて、その場から逃げ出したい衝動に駆られる。

　逃げる勇気など、八雲にはないけれど。

「待たせた。まだ間に合う？」と相手は言った。

「そうね。これが泣いても笑ってもラストの一回だわ」

　八雲は気合いを入れるために一度深呼吸してから、

「ったく、遅いのよ。どれだけ待たせるのよ。信じらんない」

　わざと威圧的な声になるように工夫する。

「ほら、卒業だけど何か言うことは？」

「別に」と相手は返す。

「どうせ、あんたのことだから、大学行っても友達いないんでしょ？　あ～あ、灰色のキャンパスライフ、すっごくつまらなさそう！」

　相手はなおも八や雲くもの目の前でじっと立ちつくしている。

「だから、アタシが付き合ってあげる」

　相手の目を見て、八雲は言った。よし、ちゃんと言えた。ここまでは順調だ。何も問題なんかない。

　でも、相手はぽかんと、よくわからないという顔をしている。これも想定の範囲内だ。負けるな。自分のほうが立場は上だ。押し切ってしまえ。

「ちょっと！　もっと喜びなさいよ。もしかして、意味わかってないの？　アタシがあなたの彼女になってあげるって言ってるの。どうして怯おびえた顔になるのよ！　あんたってどこまで鈍どん感かんなの？　本気でアタシがあんたのことをいじめてたと信じてるの？　そこまで女子高生は暇じゃないわよ！」

　顔を見ているうちに、自分の顔が赤くなっていくのがわかる。目をそらしてしまいそうだ。こんな試練は初めてだと思う。だから、八雲は相手に抱きついた。顔を見なくても、逃げたことにならないように。

　抱きついた体は、棒きれのように固まっていた。棒きれと違うのは、どくんどくんと心臓の鼓動が聞こえてくることだけだ。

「アタシがあんたの卵焼きを食べた後に、自分の卵焼きを恵んであげたことがあったわよね。塩しお辛からかったでしょ。あれ、アタシが作ったやつよ。あんたのボールペンを取っていって、代わりに女物のペンをあげたことあるでしょ。あれもアタシとお揃そろいのやつよ。それから、ええと、ええと、ええと……とにかく、わかってよ、気づいてよ、別にあんたのことをいじめたかったわけじゃないの！」

　弱々しく、相手の胸を叩たたく。威力はゼロだ。蚊も殺せない。最初からこんな力で殴ったり蹴けったりしていればよかったのにと八雲は後悔する。そうすれば、じゃれあってるようにしか見えなくて、いじめてるなんて誰だれも考えなかっただろう。

　ちょっかいをかけるだけ。動機はそれだけだった。

　いくらなんでも小学生じゃあるまいし、意中の人間をいじめるなんて真ま似ねをするつもりはなかった。

　だけど、八雲は常識的な手加減のできない女だった。気づけばクラスの視線は、八雲を少年のいじめっ子として認知していた。少年以上に鈍感な八雲が気づいたときには、すべてが遅かった。

　不毛な無害な暴力は、それから半年続いた。もし、少年が反発でもしてくれれば、二人の仲に変化も起こせたかもしれない。だけど、少年は岩のように耐える道を選んでしまった。じっと黙って、足を蹴けられて笑顔で返す、そんな非暴力・不服従。

　その顔で「好きです」と言ってくれたら、よかったのに。

　ぽかぽか叩たたかれながら、相手はずっと口をつぐんでいる。

「ほら、何か言いなさいよ。どこまで、木で偶くの坊ぼうなのよ……。それでも男なの？」

　返事は三秒の呼吸を置いて戻ってきた。



「だって、私は男じゃないし、八雲の好きな金菱澄人でもないからな」



　と言って、八や雲くもの親友の冴さえ子こは肩を軽くなでた。

　彼女は八雲の練習台。

　むしろ、恋の師匠。

「今日は上出来だった。これなら、きっと金かな菱びし君も落とせる。ほら、がんばれ」

　冴子だけが八雲の気持ちを知っていた。三か月前に言い当てられて、八雲は心底驚いた。八雲にとってよかったのは、冴子が人格者だったことだ。

　翌日から、金菱澄すみ人とへの告白の練習が行われた。

　もちろん金菱澄人役は冴子だ。

　でも、内気な八雲は決戦を先送りし続け、いつのまにやら卒業式というＸデー。

「今日も逃げたらぶん殴る」と背の高い冴子はにっこり笑う。

　この女、本当に殴るなと八雲は思う。そりゃ、わかる。だって二人は親友だもの。

「あと、絶交だ。二度とメール送らない。開いてもやらない」

　そんなのは嫌だ。告白もできなくて、親友まで失うなんて嫌に決まってる。

　明日からは自分の両側に冴子と澄人の二人がいる、そんな関係になりたい。結果がバツでも「じゃあ、友達になってよ」と言って、横にはべらせてやる。

　だから、胸を張ってこの勝負を受ける。

　おてんとう様に恥ずかしくない戦いをする。

「アタシ、やるよ」

　最後に、「がんばれ」と言い残して、冴子は去っていく。

　冴子は一度も振り返りなんてしない。八雲がやると誓ったらやるのだ。余計なおせっかいや心配も八雲の成長を妨さまたげる。

　八雲は手に人という字を書いてなめるしぐさをした。

　やれるだけのことはやった。後は本番だけだ。

　遠くから、本物の澄すみ人との姿が見えた。

　どうしても、足がすくむ。逃げられるなら逃げ出したい。このまま、いじめっ子のままで、終わったほうが気楽だ。でも、でも、でも。

　予行演習の通りに、八や雲くもは言った。

「ほら、卒業だけど何か言うことは？」

了







　終わった瞬間、歓声で耳が壊れそうになった。

　朗読っていうのはこういうものだっていうのを周参見すさみは教えてくれた。

　周参見の朗読はアタシたちの前に絵を作ってみせる。きっと、この声を聞いた人は、映画を観み終わった気分になっているだろう。迫力が質的に違う。

　認めるのはくやしいが、単なる小説として読むよりも、周参見のおかげで十倍は感動が増えた。

　各クラスの様子が中継される。

　どのクラスも男子は「甘南備かんなび周参見は神だ！」と盛り上がっている。

　一方で女子は、どうも戸惑っているみたいだ。それは新発田しばたのファンが、実力的に周参見が上だったと認めてしまったことを意味してるんだろう。

　熱狂がいっこうに冷めそうにない中、

「芝し蘭らんちゃん、やったよー」

　周参見は、舞台裏のこちらを見て、ピースする。気づいたら、アタシは飛び出して周参見に抱きついている。それからアタシよりもさらに小さなこいつに何度も「ありがとう」を浴びせかける。

「芝蘭ちゃん、僕はうれしいけど不公平だから、ちゃんと横で見ている彼女にもよろしくね」

　舞台袖そでで頭をかいているのは鵺ぬえ子こだ。舞台の真ん中まで来る勇気はないみたいだけど、鵺子の気持ちくらいはわかる。だって、親友だから。

　三さん奇き人じんは三人揃そろって初めて意味を成すの。

　中央で抱きついたままのアタシのところに、新発田がやってくる。

「何よ、引導を渡しにきたの？」

　そう言うアタシの顔は笑いにあふれている。

　だって、あいつの目にも涙がたまっていたから。

　試合に負けようとアタシは勝負に勝った。約束通り、敵を泣かせた。

　たとえ十じつ哲てつの座を奪われても、三さん奇き人じんでなくなっても、アタシは三奇人を名乗り続けてやる。

　でも、新発田しばたの言葉は、

「この勝負、オレは棄権する。すごく感動した」

　マイクを使って、新発田は言った。

「オレも俳優のはしくれだ。どっちがすごいかなんて、すぐわかる。

　ファンのみなさぁん、もっとオレはすごくなって戻ってきますから、待ってて下さい！」

　周参見すさみが、「やった、勝ったよ！」と言っているけど、実感がなかった。それくらい幸せすぎた。ぼんやり、新発田のほうを見るのが精いっぱいだ。

「オレの負け。泣かされて、勝ったなんて言えないからね」

　握手を求めてくる新発田の手をぎゅっとつかんだ。

　これにて、アタシの防衛戦は終了。



〈起承転結【残り】〉



　ガラガラガラっと引戸があいた。この無遠慮さは鵺ぬえ子こだ。

「何よ、執筆中なんだけど」

　アタシはペンを持つ手を止める。

『にいがた！』のスピンオフ小説『えちごや！』の仕事も佳境に入っていたけど、仕方ない。

「いや、用というわけでもないんだが、ふと気になったことがあってね。あてにならない推測を重ねるよりは、作者本人に聞いたほうが早いと思って参上つかまつった次第なのさ」

「あんた、その台詞せりふ、三十文字もあれば同じ意味が伝えられると思うわ」

　で、何よ？　と聞く必要はなかった。

　鵺子の手には「いじめて」をプリントアウトしたものが握られている。

「文句だったら受けつけないわよ。舞台バカのおかげとはいえ、勝ちは勝ちなんだから。その小説は役目を果たしてるの」

「ああ、内容云うん々ぬんとは沖縄と北海道ほどかけ離れている。あくまで取るに足りないことさ」

「取るに足りないなら来ないでよ。元茶道部室だからってお茶出さないわよ」

「金かな菱びし澄すみ人とという少年の名前の由来が気になってね。どうしても、聞いてみたかったんだ」

「由来なんかないわよ。フィーリング、フィーリング」

「そうか。どうも金菱澄人と甘南備かんなび周参見という音が近い気がしたが、勘違いだったのか」

　かなびし・すみと。かんなび・すさみ。

「そうよ、勘違いよ。読者は小説に過剰に作者の意図を見み出いだそうとしすぎだわ。そういうの、八割は読者の妄想ね、逆に言うと、小説は読者の妄想が加わることで初めて成立するわけだけど。誰だれにも読まれない小説なんて活字の羅ら列れつでしかないからね。だから、鵺ぬえ子こがそういう誤読をするのはむしろ推奨されるべきことよ」

「そうか、この冴さえ子こというのが私のことで、鷲わしノの巣すという苗字が天てんノの下したに対応しているんじゃないかと思ったのだが、私の間違いだったようだ。そうだな、間違いだったようだな」

　鵺子の無関心な顔が少しだけゆるんだように見えた。気のせいかな。

「だが、芝し蘭らん先生のご意見によると、読者は好きなだけ誤読していいそうだから、そうさせてもらおうかな。実は、これは私たち三さん奇き人じんの話を書いた小説になっているんですとね」

「あ～、理屈っぽいわね！　ほら、締切近いから帰れ！」

　強引に鵺子を追い出した後、アタシは肩で息をしていた。ふ～は～ふ～は～。

　余計なことをするべきじゃなかった。

　年代物の引き出しの中には、「いじめて」の初稿が入っている。



★　★　★



「今日も逃げたらぶん殴る」と背の高い鵺子はにっこり笑う。

　この女、本当に殴るなと芝蘭は思う。そりゃ、わかる。だって二人は親友だもの。

「あと、絶交だ。二度とメール送らない。開いてもやらない」

　そんなのは嫌だ。入れ替え戦に負けて、親友まで失うなんて嫌に決まってる。

　明日からも自分の両側に鵺子と周参見すさみの二人がいる、そんな関係でいたい。結果がバツでも「じゃあ、友達になってよ」と言って、横にはべらせてやる。

　だから、胸を張ってこの勝負を受ける。

　おてんとう様に恥ずかしくない戦いをする。

「アタシ、やるよ」

　最後に、「がんばれ」と言い残して、鵺子は去っていく。

　鵺子は一度も振り返りなんてしない。芝蘭がやると誓ったらやるのだ。余計なおせっかいや心配も芝蘭の成長を妨さまたげる。

　芝蘭は手に人という字を書いてなめるしぐさをした。

　やれるだけのことはやった。後は本番だけだ。

　アタシはアタシが誇れる小説を出す。試合に負けようと自分には勝つ。



★　★　★



　話を捏ねつ造ぞうできないなら、目の前の自分を小説にしてやればよかった。単純なことだった。

　もっとも、ストーリー上の八や雲くもはきっと澄すみ人とに告白するだろうけど、現実のアタシはそんなことしない。

　また、引き戸があく。

　この少し遠慮した感じは、舞台バカだ。

「芝し蘭らんちゃん、どう、元気？」

「何よ、こっちはウルトラ忙しいのよ。死ね」

「あのさあ、前に朗読した小説の金かな菱びし澄人って、僕がモチーフになってるの？」

「違うわよ！」

　アタシは目をつぶって舞台バカを蹴ける。

「すぐわかるでしょ！　あんたの正体は大女優でしょうが！　そんなふざけた設定があの小説のどこにあったの？　まさか、皮のあんたが好きです、付き合って下さいなんて言うとでも思ったの？　バカ！」

　そうよ。現実は常に小説の中より厳しいのよ。だからアタシは戦っていかないといけない。

　この世に息をしている舞台バカはいないのだ。

　アタシはこのどこにもやれない想おもいを墓までかかえて生きていかなければならないのだ。

　今度は殴ってやろうとして、舞台バカの胸までたどりついてアタシは失速する。ああ、悔しい。せっかく、新発田しばた新あらたに勝って起承転結うまくまとめたつもりだったのに、最後の蛇足でダイナシだ。破は綻たんしちゃった。

　弱々しく、相手の胸を叩たたく。威力はゼロだ。蚊も殺せない。

「バカ、バカ…………バカ」

　これでは、じゃれあってるようにしか見えないだろう。



Ｅｎｄ



    

  
    
      
第二話　渡会わたらい竜りゆう太た朗ろうは呪のろい殺す。



　この学園の中でただ一人、俺おれだけが物理ものろい火か燐りんの黒い影を知っている。



◆　◆　◆



「呪じゆ殺さつ、呪殺、呪殺、呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺、呪殺、呪殺、呪殺、呪殺呪殺　　呪殺　　呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺　　　　　　　　　　呪殺呪殺呪殺

　　　呪殺呪殺

　　　呪殺呪殺呪殺、ふぅ～、三セット終了」

　ノルマの真しん言ごん三セットを終えると、力の抜けたため息が出た。

　まだまだ課題は多いが、着実に進歩はしている。

　途中でつまりもしない。

　回数も間違えていない。「呪殺」の発語は縁起を担かついで一セット四十二回きっかりだ。これが四十三や四十一だと効果が半減、いや五分の四減くらいになってしまう。

　発音のほうも、「ｊｕｓａｔｕ」ときれいに発音できた。Ｕが多くて「銃殺」のようになれば、またパワーダウンだ。

　言葉というのはシャーマンにとっても、魔法使いにとっても、最重要項目だ。一句たりとも、一音たりとも、おろそかにしてはならない。

　人の言葉にはすべて霊が宿る――いわゆる言霊思想だ。

　それを幼い頃ころ以来、両親から父母から親しん戚せき一同から、耳にタコができるまで言われ続けてきた。高校生になっても、忘れられないほどに。

　その基本を守って、今日は成果が出せたつもりでいる。

　自信を持って、数珠じゆずをしまう。さて、今回は少しくらいの効き目があっても――――

「あれ～、渡会先輩、どうして汗だくなんですか～」

　その能天気な声は、俺の心臓を縮めるのにじゅうぶんだった。

　なにせ、自分が呪ったはずの人間の声なのだから……。

　また、失敗か。

　廊下から入ってきたのは、目下絶賛激闘中の物理火燐だった。

　制服の上から白衣を羽織っているのを除けば、ショートボブのどこにでもいる女子高生だ。

　ただし、表面はそうでも内側は違う。この女は科学部を入部三日で完全に制圧した。そして、その次は……

「今日も効かないみたいだね～。なんかお経きようみたいで、御ご利り益やくがありそ～。でも、こんな暑い部屋で、宗教って大変だね～」

　この一年女子は思いっきり、うえから目線で「大変だね～」と言ってきやがった。

　ちなみに、この神社室――教室に鳥居と拝はい殿でんと依より代しろが置いてある以外はフリースペース――には儀式用の護ご摩まの火が祭壇の中央で燃えている。これで鍋なべ焼やきうどんがあれば我慢大会だ。

　物理ものろいは暑苦しそうなのを除けば、苦痛を感じている様子もない。

「お前、何ともないのか……？」

　俺おれは驚き半分、失望半分で尋たずねた。

　発音に関しては、これ以上ないほど上う手まくいったはずなのに。

「だから、ほかの人には効いても、わたしには無理だよ。きっと、呪のろいの真逆にいる人間じゃないかな、わたしは～」

　楽しげにピースをしてくる仕草が気に入らない。

　俺はこいつのすべてが嫌いだ。

　どこか軽率な雰ふん囲い気きとか、いつも笑顔を絶やさぬところとか、何よりまじない全般を小こ馬ば鹿かにしているところとか。



    

  
    
      



    

  
    
      「まあ、先輩程度にやられたら、十じつ哲てつはやってられないよ。じ・っ・て・つはね！」

　十哲という言葉をこの女はとことん強調してきやがる！　ったく、憎まれっ子世にはばかるとは、上う手まいこと言ったものだ。

　気づいたら、無意識のうちに数珠じゆずを握りしめ、歯ぎしりまでしてしまっていた。

「うわ～、歯ぎしりだ。気持ち悪いな～、非科学的だな～、才能ないな～」

「才能は関係ないだろ！」

　と、キレたところで、俺おれははっとした。

　怒鳴った時点で俺の完敗だ。

　才能がないと自覚していることになる。

　顔が赤くなる。赤というか真しん紅くに。

「あ～、赤くなった、赤くなった。でも、それはいいことだよ。うん、自分の恥に気づける人間は成長できるからね～。科学の大発見もそんなところから始まるし～」

「くそ……いつか呪のろい尽してやるからな……」

「ご自由に～。ちゃんと呪ってくれることを期待するよ～」

　白衣に両手を突っこんだまま、ぴょんぴょん飛び跳ねる物理ものろい。そのままこけて、骨折してしまえ。

「そんなバカな！　俺の呪じゆ力りよくがこんなに弱いわけがない！　わら人形もブードゥー教の秘術も何から何まで試してるんだぞ！」

「じゃあ、きっと八方美人で詰めが甘いんじゃないのかな～。ほら、ことわざにも多芸は無芸ってあるしね～」

　にやにや笑われても何も言い返すことができない。

　効き目がない以上、こいつの言っていることは正しいのだろう。

「お前、まさか、変な力使ってるんじゃないだろうな……」

「それは、先輩の領域じゃないの？」

　その通りだった。

【神をも召喚する男】渡会わたらい竜りゆう太た朗ろうが科学者に神秘を感じてどうするのか。

「ところでさ、この勝負っていつになったらつくの？」

　ちょっと不満げな含むところのある顔で、物理はこちらを見てくる。

「まさか、『負けたほうは勝者の言うことを何でも聞く』っていうのが怖くて逃げてるなんてことはないよね？」

　冷汗の量が倍になる。逃げているわけではない。気持ちは常に戦っている。それは天地神明に誓って、正しい。

　しかし、敵から見ればどう映る？

「先輩が呪ってくれないと、〈呪いVS反呪い〉も成立しないんだからね」

　物理ものろいはショートボブの髪をかきながら、逆の手でガスバーナーのようなものを取り出す。おそらく、呪のろい対策の機械だろう。俺おれのせいで、ずっと出場機会がない。

「すまん、そろそろ呪うからな。どうも、この時期は呪いに向いてないみたいで……」

「あんまり失敗するようだと、先輩の負けってことにしたいな～」

　無理矢理、勝負を引き延ばしてもらっているので、言い返す言葉もない。

　そこに、科学部の部員から物理を呼ぶ声が。

「あ～、成分の半分が厳しさでできてる風邪薬の開発中だったよ。それじゃ、またの活躍に期待するね」

　若干名な残ごり惜しそうな顔になる物理。

「なんだかつまらなさそうだな」

「うん、悲しいよう、十じつ哲てつから落ちた渡会わたらい先輩をいじくるのは数少ない娯楽だからね」

「笑顔できっちり皮肉言うのやめろ……」

「それじゃ、明日こそしっかり呪ってね！」

　などと、捨て台詞ぜりふを残して、物理は去っていった。

　やっぱり、あの女、性格悪いな……。

　俺は軽く傷ついた。



◆　◆　◆



　俺の名前は、三年男子の渡会竜りゆう太た朗ろう。元十哲No.５【神をも召喚する男】。

　親は坂さか岳だけ神社という有名な神社の神主をしている。親しん戚せきも大半はその神社の関係者だ。

　坂岳神社は標高千五百七十二メートルの坂岳の山頂付近に建つ。この山は古くから信仰の対象だったらしいが、十世紀くらいになると本格的に社しや殿でんが整備されたようだ。

　やがて中世に入ると、参拝目的の登山者をもてなすために、六合目のあたりに茶店や宿が並ぶようになり、それは江戸時代に入ると本格的な都市となった。

　そのまま街は発展し、戦前には人口三万人の六合目市として市制を敷しかれるまでになる。大半は山のふもとの平らなところに住んでいるんだが。

　ちなみに現在の市長は俺の父親だ。六合目市は一種の祭政一致主義がいまだにとられている。

　そういう神主の息子として生まれた俺は、いわばサラブレッドだった。神道・密教・修験道・陰おん陽みよう道どうその他もろもろの呪じゆ術じゆつめいた力を小学校に入学する頃ころには、使いこなせていた。

　そして、その中でも自分が一番得意としているのが、神様を呼び出すことだ。

　ただし、一口に呼び出すと言っても、やり方はいろいろある。

　実体化して出てきてもらうこともある。

　拝み倒して、お力だけを借りることもある。

　なぜかと言えば、神といっても千差万別、十人十色の存在だからだ。

　どれだけ敬意を払っても払いすぎることのない、雲の上の存在みたいな神もいれば、人間に毛が生えた程度のものも、見た目が虫みたいなのまで、悪魔という言葉のほうが近いのも。

　だから、神を呼び出すと言っても、ケースバイケースになる。

　共通するのは、神という異世界の存在から力を借りることだけだ。

　そして、その力のおかげで、俺おれは【神をも召喚する男】と呼ばれ、十じつ哲てつNo.５の地位に君臨していた。

　一週間前まではな。

　先日、十哲防衛戦で俺は挑戦者の【魔道サイエンティスト】物理ものろい火か燐りんに敗れたのだ。

　十哲は卒業までのうのうとしていられる地位ではない。なんらかの分野で秀でた生徒が現れれば、正体不明の学園長の命で、現役十哲との入れ替え戦が行われる。

　挑戦者が誰だれと戦うかを決定するのは学園長だが、今回の物理という一年生は俺と戦いたいとしきりに主張していたらしい。その意向が通ったのだろう。科学が得意分野なら、俺を狙ねらうのはわからなくもない。

　試合内容は僅きん差さだったと思う。

　全校生徒による投票結果は、八：‥二であいつに票が入っていたが、実際にはぎりぎりの戦いだった――はずだ。

　会場は運動場。朝礼台をどけたところに特設ステージと、バックに巨大なモニターを用意する。観客兼審査員は運動場から見学する。

　試合のルールは簡単だった。

　とにかく、相手より自分がすごいと思わせること。

　後で全校生徒の投票によって、多数の票を集めたほうの勝ち。

　それならばと、俺はいつもどおり神を呼び出した。

　有権者の支持を得られる神様にした。

　俺はまぐろの神様、はまちの神様、甘エビの神様、平アジの神様、赤だしの神様などを召喚して、全校生徒のひしめく運動場に寿司を降らした。召喚にコストはかかるが、中トロの神様も出してやった。

「やっぱり渡会わたらいは最高！」「渡会こそ神！」

　そんな感激のコメントが運動場を満たした。

　これで勝った。そう確信した。

　俺は神の力を借りて、学園に恩恵を与えることができるのだ。敵が何をしようと、俺ほどの効果を発揮することはできまい。

　だが、今回の挑戦者である物理ものろい火か燐りんは、計測器を置くと、ぴこぴことパソコンで変な計算式をはじいて、ただ一言こう言ったのだ。



「神様の召喚方法、科学的に証明できた」



　これで、喧けん騒そうはさっと静まり返った。気持ち悪いくらい、一瞬で。

　なんというか、空気の色が変わったのだ。

　俺おれは何が起こったのか理解できなかった。

　というか、俺ですら、なんだ、この不気味な宗教的雰ふん囲い気きは……と恐怖を覚えた。

　この制服の上からぶかぶかの白衣をはおった女にすべての視線が集中している。

　別に挑戦者が何をしたわけでもない。この学園の数人がわかるかどうかの数式を特設プロジェクターに表示しただけ。そもそも、科学的に証明できたということが、俺の能力が無意味ということを示すわけでもない。

　だが、確実に世界は変わっていた。

　それは物理火燐という女が最初から超然としていたからに違いない。

　全校生徒が俺のことを称賛している間、その挑戦者だけが冷めていた。冷めているというか、客観的に見ていますといった風情だった。

　何をやったって、敵は出てくる。

　アンチだってたくさんいる。あいつのやり方は神を使って賄わい賂ろを振舞っているだけだ、そう語る連中だっている。事実、俺はマラソン大会の日に竜神を読んで、雨を降らしたりしていた。そのあたりの人気が俺の十じつ哲てつ昇進に役立ったのは間違いない。

　でも、そいつらはアンチなりに、俺の能力の偉大さを認めざるをえなかった。能力の偉大さを知っているからこそ、それに噛かみつこう、けなそう、こきおろそうとしたのだ。

　しかし、物理火燐にはそのルールが通用しなかった。宇宙からの訪問者だって、そこまで平然とはできなかっただろう。その不可解さに観客は黙ったのだ。

「先輩にだけは負けない」

　ぼそりと物理は俺にだけに聞こえる声で囁ささやいた。

　それは青い炎とでも言い表せそうな、淡々としてされど高温の敵てき愾がい心しんだった。

　この女、親の敵のように俺のことを見ている。

　後から見れば、その時点で勝負はついていた。

　静まった運動場を前に、物理は特設ステージ上で、マイペースに計算を続けた。

「では今から証拠を出すよ。召喚第三式にまず、場合わけ①は黒魔術Ａの式を代入、次に場合わけ②で白魔術Ｂを代入。すると、結局どっちにしても人間の基礎感応力が変数の式が出るよね。これを微分した式をＣとすると、はい、終了。だから、ここに『つぶ貝』を代入すると――」

　空から大量のつぶ貝の寿司が降ってきた。

　運動場中がパニックになったが、そんなこと意に介さず、物理ものろいは言った。

「原理的には、基礎感応力が高ければ、この方法で誰だれでも神は呼べるよ」

　結局、俺おれの力は過去の時代の神秘という扱いになった。

　投票結果は言うまでもない。

　だが、それは何もわかっていない大衆のくだらない投票行動のせいだ。

　なぜならば、偉大な神を召喚することは、どっちみち俺にしかできないからだ。

　物理は、正しく「原理的には」と付け加えた。

　つまり、公式どおりに誰でも神を呼ぶことは可能だが、そもそも基礎感応力というものが高くない一般人には、神様の召喚なんてできるわけがない。

　で、俺もあいつの科学的データはよく知らないが、基礎感応力が俺は一般人の平均の三十五倍はある。だから、俺はずっと神を召喚してこれたのだ。

　あのときは寿司の神みたいなマイナーな神だから物理も出せたものの、ロマンスの神様とか高位の者なら、物理なんて素人しろうとの願いを聞きもしないだろう。

　俺の利用価値は何もなくなってはいない。

　もちろんこんなことで納得できるわけがない。

　しかも、物理は、試合後のヒーローインタビューでこんなことまで言ったのだ。

「いや～、科学の勝利ってことじゃないかな～。神様が許されるのは小学生までだよね～。わたしはいろんなものを科学的に解明したいんだよ。憎しみも負けん気も悲しみも、計量できるし、発生メカニズムもわかってるんだ」

　なにを。

「シャーマニズムの時代は終わったんだよね～。骨こつ董とう品ひんと一緒に郷土資料館にでも並べたらいいんだよ」

　ふざけるな。

「これからは科学の時代だね」

　ここまでないがしろにされて、黙っていられるか。

　俺は神童と言われて育ってきた。召喚術に関しては俺は天才だった。そんな俺がここまで情けない敗れ方をしたままですませていいわけがない。

　それに、試合中の冷めた雰ふん囲い気きはすっかり消えてしまって、おちゃらけたムードになっていたが、この女の出すオーラを俺は忘れはしない。

　あの冷徹な科学者の目は、俺と対称の位置にある。

　折り返せば重なるようなところに、俺たちはいる。

　こんなライバルには二度と会えないかもしれない。

　その日の内に、物理ものろい火か燐りんに勝負を申しこんだ。

「おい、物理！　再戦を要求する！　今日の不覚の借りを返したい！」

　部活の実験の準備中の物理を俺おれは呼び出した。

「え～？　シャーマンの先輩がこれ以上何の用かな？」

　物理は不快だという意思表示をモロに表に出してきた。

　果たし状を出しにきた俺のほうがビビってしまう雰ふん囲い気きだ。

　この女、明らかにシャーマンを憎悪している。

「勝負はついたはずだけど？　せっかく、きりがいいなと思ったのに」

　いかん、これでは勝負すら蹴けられてしまう。

「だいたい、プライベートな戦いに勝ったからって十じつ哲てつには戻れないからね」

「承知してるさ。このまま負けっ放しじゃ、俺のプライドが許さないんだよ」

　物理の言うとおり、個人的な決闘で勝ったからといって地位が戻るわけではない。その挑戦権を得るには、また実績を積んで、挑戦権を謎なぞの学園長からいただかないといけない。

　だから、これは自己満足のための宣戦布告だった。

「それでも俺はお前と戦いたい。シャーマンの力を蔑ないがしろにされたまま、すますわけにはいかないんだ！」

「でもさ、どうやって戦うの？　神様呼んで戦うとかは嫌だよ。そっちのが絶対コネ多いしさ」

　確かに、そもそも種目もジャンルも異なる状態での決戦となると難しい。だから、十哲防衛戦も「相手より自分がすごいと思わせること」という変なルールだったのだ。

　いざ、公平なものとなると難しい。

　まさかじゃんけんで決めるわけにもいくまいし。

　しばらく悩んでいると、

「そうだ、いいのがあった～」

　間の抜けた調子に戻った物理が答えた。



「わたしのことを、呪のろってみてよ」



　それは妙な試合方法だった。もちろん、呪じゆ詛そのたぐいなら俺は得意だが……。

「お前はどうやって俺を呪うんだよ？」

「わたしは先輩の呪いを科学の力でブロックする。それで防ぎきったらわたしの勝ち。呪われちゃったら、先輩の勝ち」

　俺は思わずにやりとほくそ笑んだ。

　どういう手段をとるのかしらないが、俺おれの加か持じ祈き祷とうその他もろもろによる呪じゆ術じゆつが防げるわけがない。

「お前、自分の提案した方法に心底後悔することになるぞ」

「こういうのは、挑戦者に有利なものにしないと面白くないからね」

　ふん。徹底的にボコボコにしてやる。

「でもさ、単に勝つか負けるかじゃ面白くないしさ、賞品をつけようよ」

　さも名案だというふうに物理ものろいが言う。

「賞品？　ああ、いいぞ。何にする？」

　すると、物理は挑発的な目をして、

「それじゃあ、『敗者は勝者の言うことをなんでも一つだけ聞く』というのでどう？」

　わかりやすくて、重い罰ゲームだ。まあ、俺が勝つから関係ないがな。

「わたしはいつからでも構わないよ。今からやってみる？」

　ふん、へらへらしていられるのも今のうちだ。

　どうせなら、珍しい南洋の呪術でも使ってやるか。

「じゃあ、行くぞ。

　ぬらゆん、ぬらいん、ぬらゆあん、ぬらいぇん、ぬらゆん、ぬらいん、ぬらゆあん、ぬらいぇん、ぬらゆん、ぬらいん、ぬらゆあん、ぬらいぇん……」

　これは沖縄あたりの「悪口を言う」という意味の言葉を呪術的に並べたり変形したりしたものだ。

　だんだんと強烈な悪寒に襲われて、体を壊す――はずが……。

「その変な言葉、何？　ぬらりひょん？」

　なぜか物理には効いていなかった。

　まさか、いつのまにか、無力化されたのか？　いや、そんなそぶりはないようだし。

　とりあえず、この場はごまかすか。

「い、今のは、これから呪のろいをかけるというあいさつだ！　決戦は明日だ！　放課後、首を洗って待ってろよ！」

　そう言って、その日は逃れて、翌日に持ちこしにしたものの――

「のろのろのろのろのろのろのろのろのろのろ…………」

「これって呪いなの？」

　翌日もちっとも効いていなかった。

　何かおかしいぞ。

「違う！　この呪いというのは、数日の準備が必要なんだよ！　だから、明日こそとんでもないことが起こるからな！　明日こそな！」

　そんなことを言って離脱した。

　ちなみに、その翌日の結果だが……。

　二度あることは三度あるという諺ことわざで説明に代えさせてもらいたい。



　で、決戦開始から二週間。いっこうに俺おれは物理ものろいを呪のろえていない。

　原因は一切不明。マニアックなのからオーソドックスなのまで、片っ端から呪いを試してみたが、うんともすんとも言わない。

　威力が弱いなら不調だと説明がつくが、そもそも何の力も発生しないというのはどういうことだろう。

　俺は呪いにはかなり自信があった。

「呪う」の原義は「恨みのある人間に災わざわいが訪れるよう、神仏に祈ること」だ。

　神との接点の多い俺にとってみれば、最も都合のいい攻撃手段と言っていい。

　それなのに、このザマはなんだ。

　おかげで、偉そうな顔をしているあいつをのさばらしてしまっている。最近では、科学部の連中が俺を嘲あざけるために見に来る始末である。一部の人間からは、俺は「かなり痛い人」という認識までされているようだ。

　まさか、本当に俺には才能がないのか？

　俺はがっくりと肩を落として、家路についた。



◆　◆　◆



　ニセチカの学園前駅から西へ一駅のやまびこ谷駅の近所に俺の家はある。庭付き一戸建てだが、扱いは俺の下宿だ。ただし、住んでいるのは俺だけではないが。

　帰りもホームに下りる直前に電車が発車するわ、しかも信号事故で十五分電車が止まるわで運気は最低だった。

　そういえば、昨日も景気付けに買ってきたチョコレートケーキがいつのまにかなくなっていたし、買ったばかりの漫画にチョコレートがべっちょりついているわで悲惨だったな。貧乏神を召喚した覚えはないのだが。

　電車が遅れたせいで、帰る頃ころには暗くなってしまった。

　なんだか、自分の心理状態を示しているようだ。

　意気消沈して家に入ると、リビングからテレビの笑い声が聞こえてきた。

　テレビの前では、黒のゴシック風のワンピースを着た少女が大量に並べたクッションの上で転がっている。そのせいで、きれいに編んだ髪が乱れてしまっている。

「お、竜りゆう太た朗ろう、帰りましたか。また、辛しん気き臭くさそうな顔ですね。車内でキスするバカップルでも見つけましたか？」

「せめて、『おかえり』くらい言えよ、エキ」

「ふん。かしこき神に向かってタメ口きいてる時点で泣いて喜ぶべきです。わざわざ口答えするなです。これはルールです。黙れ、このモラトリアム人間」

　一言返しただけで、ボロカスに言われた。

　このガキは疫えき神じんという神で、名前をエキという。同居している神その一だ。

　ぱっと見、くつろいでテレビを見ている子供だが、正体はかなり危ない神だ。気合を入れれば、この国の人間の三分の一くらいは病死させられる力を持っている。

　名前の通り、疫病の神格で、いつの間にか蔓まん延えんして消滅していく疫病のように飽きっぽくだらしない性格である。

「あ～、上う手まくいかねえ……」

　俺おれはエキの余らしているクッションの上に座った。

　疲労感の上に深刻な徒労感。一度座ると、立ち上がる気がまったくしない。

「ちょっと、どくのです。テレビが影になって見えにくいです。テレビを見ている人の邪魔をしない、これはルールです」

　そんなこと言われてもしんどすぎて、動く気力がないのだ。強制執行でもされないかぎり、無理だ。

「どくのです。暗くて目に悪いです」

「…………しんどい」

「どくのです。エキは深刻な精神的苦痛を受けています。児童虐ぎやく待たいホットラインです」

「…………しんどい」

「滅　ボ　ス　ゾ」

　プライバシー保護のため、音声を変更しています的な声を出された。

　左右一本ずつの編んだ髪がじわじわと逆立ってくる。



　俺はしぶしぶソファーに移動した。滅ぼされたら大問題だ。

　そのソファーでも俺は突っ伏す。

「なんか、しんどそうですね」

　エキに指摘された。まあ、何度もしんどいと言っていたが。

「うん、しんどいよ……本当にしんどい」

「まさか、竜りゆう太た朗ろうの漫画にチョコレートケーキをべちゃっとつけてしまったのがショックなんですか？」

「そんな小さなことじゃない……って、チョコレートケーキ食ったの、お前か！」

　いや、食いそうなのはコイツしかいないが。

「お供えだとポジティブに解釈したのです」

「絶対に確信犯だろ、それ……」

「でも、所しよ詮せんコンビニの商品だからあまりおいしくないですがね」

「…………」

「あれ、どうかしましたか、竜りゆう太た朗ろう？」

　エキが心配そうに顔をのぞきこんでくる。これは隠せないなあと思う。

　見た目は子供でも何千年も生きているはずだから、そのへんの機き微びには鋭いのだ。

「いつもは、さっきのところで、『盗人猛たけ々だけしい！』とツッコむところなのに、無視とはどういうことですか。ボケにはツッコミ。これはルールです。ルール違反はダメです。どれくらいダメかというと、コンドームを装着しないくらいダメです――あれ？」

　いよいよおかしいぞという顔をエキはする。

「ここは、『お前のローティーンの容姿でそういう単語を使うな！』とツッコむところですよ。どうしたんですか、お笑い番組を当然のごとく幼い頃ころから享きよう受じゆしている近ちか頃ごろの若者が、この程度のボケにツッコめないわけがありません。もしかしてお笑い偏差値が低いのですか？　バーカバーカバーカ、前世でパルテノン神殿の人柱にされろ」

「傷ついている人間に、徹底して毒を塗ろうとするなよ！」

　あまりに執しつ拗ような攻撃に負けて叫んでしまった。

「おいおい、エキ、あまり竜太朗殿を困らせるでない」

　と、台所から声がかかる。

　そのままジュージューと加熱したフライパンを持ってやってきたのは、エプロン姿にヒゲ面の大男だった。

　毘び沙しや門もん天てんのシャモン。この家の同居人その二だ。

　仏教における武神の一つで四天王の一人とされるのが、毘沙門天だ。別名、多た聞もん天てん。

　武神だけあって、運動能力に関しては右に出る者はいない。もし、オリンピックに出場させたら、三十くらいは金メダルが取れるだろう。しかし、そんな豪ごう傑けつのくせに料理の腕もなかなかだ。この家の台所は完全にシャモンが仕切っている。

　ただし、味はいいものの、上半身裸で胸毛ボーボーの男がかわいいエプロンをするのは食欲減退を引き起こすので正直やめてほしい。

「竜太朗殿もいろいろとお悩みのようですな」

「そうそう、シャモン、そうなんだ」

「風ふ呂ろの設定温度を41度にするか、42度にするか難しい問題ですからな」

「武神のくせに細かすぎるぞ……」

「では、健康診断で寄生虫が検出されたのですかな？　それなら仕方ないですぞ。よくエキが冗談で竜太朗殿の食事に寄生虫を紛れこませておりますからな」

　思わず嘔おう吐としかけた。

「おい、疫えき神じん、何してんだよ、お前…………」

「最近、疫神業界ではやっている遊びです」

　今度、その業界を滅ぼす祈き祷とうをしようと誓った。

「ささ、まずは食事ですぞ。腹が減っては戦いくさはできませんからな！」

　フライパンを菜さい箸ばしでカンカン鳴らしながら、シャモンがゲハハと笑った。



「つまり、ちっともその科学者を倒せないというわけでございますな」

　行儀のいいシャモンは口の中のものを飲みこんでから答えた。

　ただし、上半身裸だが。服を着るというマナーも守ってほしい。

「ああ、そうだ。呪のろいに効果的な真しん言ごんを使ったはずなんだ。なのに、物理ものろいはあからさまに青春ど真ん中って調子で、腹痛の一つも起こさないんだ」

　この話には、ずっとテレビに目がいっていたエキさえ身を乗り出してきた。

　俺おれはうれしいような、いたたまれないような気持ちになる。

　この二人の神は、俺が物心ついたときからの友人だった。神といっても腐るほどいる。カタブツなのもいれば、犯罪者にしか見えないようなのもいる。その中で、妙に波長が合って同居までしているのがエキとシャモンだ。

　ちなみに正式には家族公認の俺へのお目付役のはずなのだが、エキが俺よりだれまくっているのはさっき見た通りだ。ただし、こいつの見た目では、場合によっては働かせた時点で警察の厄介になりそうだが。よくてせいぜい中学生だからな。

　学園にももちろん友達くらいはいるが、こいつらほど長い付き合いのはいない。こいつらは下へ手たをすれば俺が生まれたときから、俺のことを見ていたかもしれないのだ。腐れ縁を通り越して、発酵食品の様相だ。

　しかし、だからこそ、この二人に泣き言を言うのは嫌だった。

　自分がお手上げだと言っているようなものだから。

　まさに困ったときの神頼み。

　渡会わたらい竜りゆう太た朗ろうは【神をも召喚する男】と呼ばれていたはずだ。

　決して、【神に泣きつく男】ではなかったはずなのだ。

　しかし、我慢も限界に近づきつつある。

「竜太朗、その女のことで何か変わったことはないのですか？　実は尻しつ尾ぽが九本生えていたとか。大きな角があるとか」

「そんな妖よう怪かい変へん化げの類たぐいじゃない」

　俺は首を横に振る。縦に振れたら、それで問題解決なのだが。

　エキの質問は的はずれなものではない。まともな人間の常識が通用しないとなれば、まともな人間ではないという可能性が一番高い。

　とくに渡会わたらい家はその家柄の性格上、はぐれ妖よう怪かいに絡まれることも多い。

「簡単な身元調査もしたぞ。正真正銘の人間だ。一年にして科学部を取りしきる天才。学者に似合わない開放的な性格で、友人も多数。重い病気もケガもなし。あ～、甘党だから体重は気にしてたかな。ネガティブな情報といえば、親と最近仲が良くないって噂うわさくらいか。この年で親と仲が良すぎるほうが異常だろうけどな」

　呪のろいの対象を調べるのは、基本中の基本だ。呪いの本質が恨みをぶつけるものである以上、見ず知らずの人間には威力も落ちる。

　敵を呪うにはまず敵を知るべし。

「へえ。十じつ哲てつというと変人ばかりなイメージがありますが、えらくまともですね。てっきり、女の子のはいていたスカートを食べようとしたりするような人ばかりかと思っていました」

「そこまで重度の変態はいねえよ！」

　だが、物理ものろいが十哲にしては普通すぎるというのは事実だ。

「あとは、そうだな、俺おれみたいなシャーマンは不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵ってくらいに憎んでるな。非科学的なのは気にくわないんだろ」

「ふうむ、議論はここで停滞ですなあ」

　シャモンがアゴをしゃくりながら、うなる。

　俺の証言以外、何も資料がないのだから仕方ない。

　じゃあ、やっぱり、俺が物理にかなわないのは――力不足のせいか。

「なあ、二人とも、神に誓って正直に答えてくれ」

　二人の顔を見回して、俺は言った。

「俺は才能がないのかな？」

　その単語は口にした途と端たん縛られる、まさに呪いだった。

　才能がない。おちこぼれ。落第者。

　ひとつひとつが言われた人間の未来を閉ざす封印の文句。

　でも、尋たずねないわけにはいかなかった。

「お前らから見て、俺はまともなシャーマンか？　それとも、ただの青二才か？」

　沈黙。

　この一年で一番嫌な沈黙。

「ちょっと、貸すのです」

　エキは手を伸ばすと、俺のほうれんそうのおひたしの入っている皿を取った。

「こうしてやります。だぁ～」

　と、よだれを俺のおひたしに垂らそうとする！

　何考えてるんだ、こいつ！

「お前、ふざけるなよ！　離せ！　よだれ入るだろ！」

「ヤです！　竜りゆう太た朗ろうみたいな深刻なバカはエキのよだれでも食らいやがればいいんです！　世界一愚か者な男としてギネス認定されたらいいんです！」

「とにかく、やめろ！」

　強引に皿をひったくって事無きをえた。

「おい、こんなこと頼んだ覚えないぞ。それで、質問の答えは――」

「滅　　ボ　　ス　　ゾ」

　ぞっとする低い声で、エキは言う。

「竜太朗は負けるのが早すぎなんです。日本にはこういう諺ことわざもあるじゃないですか。『諦あきらめたらそこで試合終了だよ』と」

「そんな諺はな――」

「そんな簡単に結論が出たら苦労しないですよ！　高校球児は三年間白球を追いかけても、九十九％の人間は甲子園に出れないんです。ったく！　この腐れ童貞が！」

「お前、そういう発言をするなと――」

「次に、竜太朗の現状把握能力の弱さにがっかりです。田舎の温泉街の秘宝館に入ったくらいのがっかり感です。ところで温泉街の秘宝館は、性的なものを堂々とプッシュしすぎですよ。露ろ宝ほう館かんに改名すべきです――話がそれました」

「俺おれもそう思う」

「とにかくっ！　竜太朗は十じつ哲てつだったことを過小評価しすぎです。この世で神と普通に対話できる人間がどれだけいますか？　祈き祷とうの実績なんて世界で五本の指に入るって自慢してたことすらあるじゃないですか」

　五本の指は大おお袈げ裟さでも、渡会わたらい家の血統は伊だ達てではない。

　なら、俺も……。

　そっと自分の手を見る。そう、俺は渡会家の中でも才能に恵まれていた。

「俺はおちこぼれなんかじゃない……」

　エキが「そういうことです」とにんまりと笑う。

「さてさて竜太朗殿、せっかくですからシャモンのほうからも感じたことをお話しいたしましょうか」

　今度はひげ面の大男の番だ。

「包み隠さず、話すといたそう。どうも十哲になられてから、渡会殿は研けん鑽さんを怠おこたっておられるようだった。もっともっと更なる高みを目指せるはずなのに、今の自分の力で呼び出せる神やら霊やらでお茶を濁にごしておりましたな」

　俺は恥ずかしくて、下を向く。どんぴしゃでシャモンの指摘が正しかったからだ。

　俺は天てん狗ぐになっていた。

　俺おれから十じつ哲てつの座を奪える人間など出てくるわけないとタカをくくっていた。

　その結果が今のザマだ。

「神というのは一般的に人間がおごるのを好まぬのです。そのような態度をとれば、自然と低級なものしか呼び出せぬのは道理でありますな。あの勝負、自滅だったのでは？」

　穴があったら入りたいという言葉がこれほど身にしみるのは初めてだ。

　俺は素人しろうとか？　神というものを俺ほど知っている人間はいなかったはずだ。そんな自分が神にそっぽを向かれる態度をとって、何をしていたんだ？

「だからこそ、あの敗北には意義があったのだと思いますな」

　豪ごう傑けつの神はゲハハと笑った。

「どういうことだ？？？」

「あの十哲防衛戦に敗れて以来、竜りゆう太た朗ろう殿は、たゆまぬ努力をいとわぬ人格を取り戻しなさったではありませんか。今日の疲れ具合も、学園で呪のろいの修練を続けた結果でございましょう？」

　目からウロコ。あの敗戦は俺にとっての、いい薬だったってことか。

　確かに、こんなに根を詰めて動いたことなど、何年ぶりだろうか。

　中学のときは俺は天才と言われながらも、訓練を投げ出したりはしなかった。そもそも陰おん陽みよう道どうにしろ密教にしろ修験道にしろ、天才であるだけで究きわめられるほど浅いものではない。安あ倍べの晴せい明めいも空くう海かいも役えんの行ぎよう者じやも必ずしも最さい奥おうにたどりついていたかすらわからないのだから。

　本当に修行だけの毎日だった。流行のものも恋の話もシャットダウンして、俺は自分を磨いた。

　それなのに、学園に入って十哲になってから、何かが緩ゆるんでしまった。

　俺は公的に認められることをゴールと勘違いしていた。

　バカにもほどがある。己を磨くという行為は、己との戦いと同義だ。

　そこに終点などない。

「よいですかな。竜太朗殿は再び成長の道に戻られました。そうであるならば、何を厭いとう必要がございましょう。いつかその少女に打ち勝つことだってできましょうぞ！」

「ありがとう、シャモン……」

　自分の胸が熱くなっている。気持ちを鼓こ舞ぶされたおかげだ。

「ですが、もう少し体力もほしいですな。トレーニング、シャモンもお手伝いいたしましょうか？」

「本当か！」

　コーチとしてはこれ以上の適任者はいない。

「呪いには反動が発生します。ここまで呪いが効かない以上、竜太朗殿も体力がいりますからな」

「そうだな、今の調子だと呪のろえても、自分の呪いでやられかねない」

　人を呪わば、穴二つ。誰だれかを呪うということは、自分にも呪いが返ってくる。

　逆に言うと、何人も死者を出すような呪いは人間には起こせない。

　だから古今東西の恐ろしい呪いは、悪霊によるものと相場が決まっているのだ。

「まず、一週間と期間を決めて、やってみましょうか。それくらい計画的にスケジュールを組めば、竜りゆう太た朗ろう殿の実力なら、十分勘を取り戻せましょう」

　確かに、それでダメならどうしようもない気もする。

「仕方ありませんね。エキもその特訓に付き合ってあげます」

　もう一人の神も対物理ものろい戦の特訓を買って出てくれた。

「エキもありがとう！　……と言いたいところだが」

　エキは自分の皿のピーマンと人参を俺おれの皿にせっせと移し替えていた。

「お前、何してるんだよ……」

「ピーマンと人参のバリアフリーです」

「エキ、お主、野菜も食わんといかんぞ」とシャモンがたしなめる。

「ヤです。あ、そうだ、竜太朗、早速修行です。代わりに野菜を食べるのです」

「お前が食え！」



◆　◆　◆



　それから、血のにじむような一週間が始まった。

　放課後は神社室（空き部屋を坂さか岳だけ神社分社として申請して許可を得ている）での呪いの特訓。すぐ近くに物理のいる科学室があるので、モチベーションもあがるからだ。よく冷やかしにも来られるが。

「ほらほら、早く呪ってよ～」

　白衣のポケットに手を突っこんだ姿勢で、毎日物理はやってくる。

　自分の力は相当戻ってきている。

　それは間違いないのに、物理には何も影響がない。

「くそ、お前、化け物か」

「ううん、ただの人間だよ。呪いなんてとてもできないし～」

「また、あてつけ言いやがって……」

　そんなことお構いなしに物理は部屋の中をじろじろと見る。

　部屋には儀式用の道具が並んでいる。プライバシーも何もあったもんじゃない。

「そっか、今日は北ほく斗と尊そん星しよう王おう法ほうか。これもダメだったんだね～」

「違う。これはあくまで明日以降の準備だ」

　そろそろ自分でもこんな言い訳を言うのがバカらしくなってきた。

「呪のろえないもんだね～、それじゃ、またね」

　もう、塩をまいてやろうかという気持ちもうせた。

　見てろ、近いうちに見返してやるからな。

　だが、妙に引っかかるものがあった。

　あれ、あいつ、どうして北ほく斗と尊そん星しよう王おう法ほうなんて名前を知ってたんだ？



　夜は神二人による肉体強化練習。

　まず、シャモンと共に一日十キロを走る。

　シャモンいわく、体力がつかないと強い呪いなどかけられないという。同感だ。加か持じ祈き祷とうなど三日三晩密室に閉じこもって行うものだって珍しくない。病弱では成就の前に倒れてしまう。

　その日も近くの川の土手をランニングして戻ってきた。

　家に帰ると、エキが注射器を持って待っている。

「はーい、今日もぶすりといきますよ」

　別に怪しい薬でも、ドーピング剤でもない。これはワクチンだ。いろんな病原菌を体に入れて免めん疫えき力りよくを高めるのだ。

　針がぷすりと腕に刺さる。

「でもさ、こんな注射に意味あるのか？」

「もう、どれだけ夜遊びしても恥ずかしい病気にはかからないです」

「そんな効果はいらん」

　そんな神二人の協力（エキは割と妨害かもしれないが）もあり、俺おれの基礎体力は相当なものになった。よほどのことがないかぎり、病気になることもないらしい。エキいわく、学園一健康な人間になったとのことだ。

　しかし、

「呪じゆ殺さつ、呪殺、呪殺、呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺、呪殺、呪殺、呪殺、呪殺呪殺　　呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺！」

「効かないですね～」

　あっさりと物理ものろいは言う。

「なんでだよ！　なんでぴんぴんしてるんだよ！」

　あれからも、毎日物理は神社室にやって来た。俺はそこであらゆる呪じゆ法ほうを試した。なのに、反応はまったくない。呪いが起こらない以上、勝負にすらならない。物理だって発生していないものを無力化することなんてできないだろう。

「やっぱり、わたしには、無理なのかな……？」

　物理ものろいは自分のことのように落ちこんだ顔をしている。

　いつのまにやら、物理は俺おれを冷やかすこともしなくなった。

　理由は明白だ。俺の悩みが深刻すぎて、ギャグにならないからだ。

「ちゃんとウザいクラスメイトで実験したりしたんだ。俺の実力は本物だ」

「そのクラスメイトはどうなったの？」

「十五回、呪じゆ殺さつと唱となえただけで三日三晩高熱に悩まされた」

　だから、俺が無能なんてことはありえないのだが。

「どうして、お前には効かないんだ……？」

　俺はその場にうなだれてしまう。

　もう、わからない。どうしていいかわからない。

　困難にぶち当たって、努力をするのはたやすい。

　辛つらいのはそれがまったくの無駄だと思い知らされることだ。

　もう金曜日だ。この一週間、エキとシャモンに手伝ってもらったのに、何も変わっちゃいないなんて。

　自分の無能っぷりがすがすがしいくらいで、泣けてくる。

　ぽんぽんと肩を叩たたかれた。

「もう、いいよ。困らせてごめんね」

　寂しげな笑みの物理。やめてくれ。そんな慰なぐさめるための表情はうれしくもなんともない。惨みじめさが際きわだつだけだ。

　だけど、その後に続く言葉は少し意味が違った。

「わたしは呪のろわれない体質だから――モノロイの失敗作だから」

　何か訳のわからない、だけどぞっとするような一言。

「ちょっと、外に行かない？　いろいろと話すことがあるから」



　俺は物理に学園のカフェテラスに引っ張り出された。

　あいつの顔は十じつ哲てつ入れ替え戦のときに見せたような、冷徹な目になっている。

　俺の直感が、こいつはカタギの人間ではないと告げていた。

「コーヒーを二つくれ。あと、一つは砂糖多めで」

　あいつの分もまとめて注文する。砂糖が多めのほうだ。

「わたしの趣味知ってるんだ……」

「敵の情報を調べるのは基本だろ。物理火か燐りんは甘党。すまん、勝手にかぎまわってた……」

　俺は素直に頭を下げた。

「あのな、別にストーカーってわけじゃなくて、敵を呪のろうには――」

「どうしても敵のことを詳しく理解しないといけない。相手への関心の高さはそのまま呪いの強度につながるから。中には、侵入者を片っ端から呪うような地じ縛ばく霊れいのようなものもあるが、生身の人間がそれだけの呪いを使うことはかなり難しい。こんな説明でどう？」

　物理ものろいはしてやったりという表情で俺おれを見る。

　こちらもそれに見合うくらい、たまげてしまった。

「な、なんで、お前がそんなことを……？」

「順を追って話すよ。それじゃ、わたしのことを調べている過程で、物理家の親子の仲が良くないっていう話も聞いた？」

「ああ……それもクラスメイトから……」

　物理はあまり親とうまくいっていないらしい、そう同じクラスのヤツや科学部の生徒は言っていた。俺はずっと、半信半疑だった。

　いけ好かない人間ではあるが、物理の理系分野での才能は目を見張るものがある。三さん奇き人じんの天てんノの下したと並んで、最もノーベル賞に近い生徒とすら言われているほどだ。親にとったら名誉であればこそ、嫌う対象にはならないはずだが。

「不仲というか、ぎくしゃくしてるんだよね、ワケありで。それじゃ、親の職業について何か知ってることは？」

「え？　普通のサラリーマンだろ……」

「やっぱり、情報の隠いん蔽ぺいは完かん璧ぺきか」

　そうつぶやくと、物理は紙ナプキンを一枚取り、ペンで何やら書き出した。

「あのね、わたしの苗字、本当はこう書くの」

　手がどけられた後のナプキンにはこんな字が書かれていた。



　――物呪ものろい。



　どうして、そんなことに気づかなかったのか。

　ものろい。中に「呪い」を組みこんだ、異様な姓。

　言霊の常識からすれば尋常でないものを受け継いでいるに決まっているじゃないか。

「わたしの一族は物呪氏。古代から続くシャーマンの家系。わたしの親も裏でそんな仕事をしてる。渡会わたらい家みたいにおおっぴらなものではなくて、後ろ暗いことね」

　俺は口がきけなかった。

　まさか、この科学の信奉者が自分と同じ穴のムジナだったとは。

　いいや、こいつの穴はもっともっと深い。

「それじゃあ、お前も呪いが使えるのか？」

　物理ものろいは能面のような顔で、頸くびを横に振り、

「言ったでしょ。わたしは物呪ものろいの失敗作なの。その素質がないから、科学の道に進んだようなものだよ」

　それから、物理は「わたしは先輩みたいな渡会わたらい家の期待の星じゃないの」と付け加えた。

「もしかして、それと呪のろわれない体っていうのは関係あるのか？」

「物呪の一族はどうやって呪いを行使すると思う？　まず、自分を身内の誰だれかに呪わせるの。そして、自分にかけられた呪いを原動力にして敵を呪うの」

　あまりに常じよう軌きを逸いつした話だ。

　もし、いつもの薄っぺらな調子でしゃべられたらとても信用できなかっただろう。

「人を呪わば穴二つ――強力な呪いは術者を巻きこんでしまう。だから、生きている人間の呪いはたかが知れていて、死者の呪いにはかなわない、渡会家なら常識だよね？」

「ああ、それくらいは……。強すぎる呪いは反動が体を襲う。天神様――菅すが原わらの道みち真ざねの呪いみたいに、雷を落として人間を何人も殺すなんてことは人間にはムリだ」

「そう。だけど、自分が最初から呪われてたら話は変わる。その呪いがクッションの役目をしてくれる。わたしの一族は、あるところからの命令で、そうして権力者を裏から呪い殺してきたんだ。有名なところだと、源みなもとの頼より朝ともや足利あしかが義よし満みつの死なんかに絡んでるよ」

　口の中が渇かわく。



    

  
    
      



    

  
    
      　どちらも権勢の絶頂で突然亡くなった人間だ。暗殺説も確かに囁ささやかれてはいるが……。

　何があっても、この女に逆さからってはダメだ。理性がそう告げる。

　物理ものろい火か燐りん、この女、生きつ粋すいの殺し屋の一族。

「だけど……」

　そこで、ふっと物理の顔に影が走った。

「人間というのは遺伝していくうちに免めん疫えきがつくの。それは呪のろいも例外じゃない。自分から呪われることを続けるうちに、呪われにくい人間が生まれてしまった……」

　よほど辛つらいことでも思い出したのか、物理は視線をテーブルに落とした。

　物呪ものろいの失敗作、その意味がやっとわかった。

　呪われないがゆえに呪えない女の子。

　なんてふざけた運命なんだ。

　きっと、物理は一族から何度も失敗作、失敗作と言われ続けてきたんだろう。それも努力云うん々ぬんとかじゃなく、体質を理由にして。

　自じ嘲ちよう気味に「失敗作」とつぶやいたあいつの顔を思い出すと、胸が熱くなった。

　ぬくぬくと渡会わたらい家で育ってきた自分が恥ずかしい。

　俺おれは贖しよく罪ざいのためにするように、気休めの言葉を探す。

「だけどさ、お前は科学を極きわめてるし、呪いなんてどうでもいいだろ？」

「うん。呪いなんて絶対に人を幸せにできないもので生きていくなんて嫌だ。シャーマンとか祈き祷とうとか、そんなうさんくさいものは全部憎んでた。だから、渡会先輩に勝負を申しこんだんだ」

「俺が悪の権ごん化げみたいに言われてるが……まあ、お前の生活環境なら仕方ないな。じゃあ、それでいいだろ、お前は科学者としてやっていけば――」



「殺し屋の一族が失敗作を生かしておくと思う？」



　背筋がぞっとするほど寒くなった。

「わたし、次の火曜日が十六の誕生日なんだ。それがタイムリミット。そのとき、素質のない人間は消されちゃう。だって、裏事情も知ってて、呪いも効かない人間なんて、生かしておいたら危険がいっぱいだからね～」

　無茶苦茶な論理をもてあそんで、物理は笑っていた。

　ちょっと待て。

　どうして、自分が殺されるって話をして、笑顔になれるんだ。

　お前、おかしいよ。

「ホットのコーヒーになります」

　と、そこにウェイターがコーヒーを二つ運んできた。

　砂糖が二つあるのが、物理ものろいのほうに。

　少しだけ、空気がゆるむ。

「呪のろいをルールにしたのはそれが理由。先輩なら、もしかしたら呪ってくれるかもしれないって思ったけど、体質には勝てないよね。利用しようとして、ごめんなさいでした」

　まるで雑談みたいにぺこりと頭を下げる物理。

　それはいつも科学部でバカを言ってるときの表情で、つまり完かん璧ぺきな仮面だった。

　おかしいだろ。強すぎるだろ。殺されるってわかってて、どうして一片の悔い無しって顔なんだよ。変に悟るなよ。もっと、生き汚くしろよ。

「ママもパパも逃げろって言ってるんだけどね。でも、そんなことしたら、二人まで殺されちゃうし、逃げれるわけないしね」

　だから、諦あきらめますっていうのか。

「死ぬ前に御お伽とぎ坂ざか学園もエンジョイできたし、十じつ哲てつにもなれたし、充実した一学期だったよ～。うん、幸せ、幸せ」

「――次の月曜だ」

「何？」

「まだ、決着はついてないだろ！　土日をはさんだ月曜で、俺おれがお前を呪ってやる。覚悟しとけよ！」

　思わず立ち上がっていた。啖たん呵かでも切らないとやってられなかった。

　何も知らない周囲の席から、くすくすと笑い声が聞こえてきた。

　お前ら、覚えとけよ。まとめて呪ってやるからな。

　俺は渡会わたらい竜りゆう太た朗ろう、シャーマンのエリートなんだからな。

　一瞬、あっけにとられていた物理は、

「うん！」

　と満面の笑みで答えた。

　惚ほれてしまいそうなくらいに。
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　家のドアをあけると、どこか焦こげ臭いにおいが漂ただよってきた。

　においの発生元は台所だった。エプロン姿のシャモンはいいとして、珍しくエキまでエプロンをつけている。黒くなったフライパンを持っているから、おおかたエキが焦がしたのだろう。

「あっ、竜太朗、帰ってきましたね」

「お、竜りゆう太た朗ろう殿、ご帰宅ですな。いや、せっかくだからエキも料理すると言い出しまして、厨ちゆう房ぼうを任せてみたのですが、お約束通り焦こがしてしまいましてな」

「いいじゃないですか、竜太朗がトレーニングを一週間やり抜いたご褒ほう美びなんですから。野菜のひとつやふたつ、焼け落ちようとマクロ的視点で見れば誤差です、誤差。なんなら、この焦げたの、『世界に何億人かいるだろう飢えてご飯も食べられない人』に差し上げま――」

　俺おれは二人の前で土下座した。

「頼む！　こんなんじゃ全然ダメなんだ！　月曜まで時間がないんだ！」

　もう、プライドなんてどうでもいい。人の一人も救えないプライドなんてゴミ箱行きだ。

「月曜までに呪のろえないと、物理ものろいが殺されるんだ！」

　自分の頭に大きな影がかかった。

「詳しく伺うかがいましょうかな」

　シャモンが険けわしい声で言った。

　俺は聞いた話を逐ちく一いち説明した。神なら、何か解決策がわかるかもしれない。どんな小さなことでも、何だって話した。おかげで説明はぐだぐだだったが、熱意が伝わったのか、二人は真剣に聞いてくれた。

「話はわかったのです。ですが、先に結論を言ってしまいますと、エキたち神は直接その女を助けることはできません。これはルールです。なぜだかわかりますね？」

「『神が気分で生命の生き死にに関かかわったら、世界は無茶苦茶になるから』か」

　なんでも頼んだ通りになるなら、結局世界は神の作為のままに動き、あらゆる生命の自由意志はなくなってしまう。神は小さなことには干渉できない。

「おりこうです。だから、その女がどれだけ不幸だろうと、救いの手は差し伸べられないです。これはルールです。せいぜい、天国に行く口利きくらいです」

　突き放したようにエキは言う。

「ルールはわかってる。でも――」

　フライパンで頭を叩たたかれた。

「ってえな！」

「話は最後まで聞くのです。それがマナーです。確かに直接女を助けるのはまずいですが竜太朗をこれまで通り、調教……特訓することはできます」

　なんか、胡う乱ろんな言葉が聞こえたが気のせいか。

「シャモンも手を貸しましょうぞ。その物呪ものろい一族の呪じゆ縛ばくを打ち破りましょう！」

　やっぱり、こいつらは最高だ。真しん摯しな頼みには全部答えてくれる。

「二人とも、ほんとにありがとう！」

「それじゃあ、ご飯にしますよ。食事の後は、竜太朗の特訓……調教です」

「特訓のほうであってるんだよ！」



　特訓の厳しさは、想像を絶するものがあった。

　途中、数回意識を失った。当然だ。意識を失うまで続けるというメニューなのだから。

　まず、足が動かなくなるまでランニング。

　腕があがらなくなるまでベンチプレス。

　目があかなくなるまで、密教の経典を読む。

　エキの言っていた調教という言葉が当を得ていると思うほどだ。体中の感覚が麻ま痺ひしている。痛覚をまともに働かせていたら、おかしくなっているだろう。崖がけから飛び降りろと言われても今なら従ってしまいそうな気がする。

　経典の文句を読んでいるときに寝落ちしそうになると、シャモンに文字通り叩たたき起こされる。

「寝てはいけません。寝るときは気絶するときですぞ」

「はぁ、はぁ……なあ、俺おれ、殺されないよな……」

「辛つらいと思いますが、ここは耐えて下され。期間があまりに短い以上、荒療治しかありません」

　シャモンの言いたいことはわかる。しあさっての月曜には呪のろいの効かない人間を呪わないといけないのだ。いや、もう日が変わったから、あさってか。

　正面では、少し離れたところから、エキが心配そうに見つめている。

「今は我慢です。それが勝利のための近道です。人間は限界を超えたところで成長するのです。だから意図的に極限状態を作らないといけないのです」

「あぁ……そのつもりだ……」

　経典に目を戻すが、焦点が定まらない。顔を極端なほど近づけて文字を読む。

「呪われにくい体質はあっても、呪えない体質は存在しません。それがルールです。金属も超高温なら溶かせます。それを実践するのです」

　エキとシャモンの声を聞いていられるから、かろうじて意識を保っていられる。一人でなら、とっくに挫ざ折せつしていただろう。体があっさり苦痛に屈して、気絶した挙げ句、朝を迎えたはずだ。それでは間に合わない。

　また、突っ伏しそうになると、シャモンに叩かれた。

「どうか、この苦痛を屁へとも思わぬようになって下され！　そうでないと、呪いが成就したとしても、竜りゆう太た朗ろう殿の体がもちませんからな！」

　その通りだ。呪いはかけた側の人間も拘束する。まともなレベルの呪いが一切効かない物理ものろいを呪ったとしたら、その代償はどれほどのものか。

「けどさ、こんな呪いをかけたら、物理は無事なのか？」

　呪のろいが発動したら、物理ものろいもただではすまないはずだ。

　物理本人の言っている免めん疫えきというのは威力を殺そぐものというより、呪いの閾いき値ちをあげるものだった。

　それは普通の川より高く設定された堤防のようなもので、一度でも決壊したら被害は同等、あるいはそれ以上になる。

「そこは、わかりかねますな。しかし、まずは呪わないことには物理殿の命も救いようがありますまい」

　シャモンが端的に正論を述べてくれるので、思考時間が短くて済む。

「そうだな……今の力なら……五人は呪い殺せそうだな……」

　頭がふっと白くなる。

「竜りゆう太た朗ろう、それは間違いです。正しくは五十人は殺せる呪いです」

　ひどく遠くからエキの声がした気がして、俺おれの意識はついに完全に途切れた。



　夢というのは無慈悲なもので、しっかりと特訓の続きを見せてきやがる。起きていても寝ても地獄というのは最悪だな。あ、これは言葉のアヤだ。

　俺はいろんな神やら幽霊やら妖よう怪かいやらと知り合いだが、あいつらが言うには地獄も天国もそこまでこの世と違いはないらしい。もし、この世が生きていけないほどきついなら、死んだ後も同じことだろうと、どこかの幽霊が言っていた。だろうな、苦痛や快楽しかない場所なんて、観念的で気味が悪い。

　ニライカナイに天国を求めるくらいなら、この地獄を天国に変えてやろうとするほうが、よほど有益だ。

　経典の最後の一ページを読む。目がろくに動かないので、一番下から上の段に目を上う手まく動かせない。何度も同じ行を読んで、ようやく最後の一文字にたどりついた。

「終わったぞ！　この野郎！」

　最後の力を振り絞って、本を投げ捨てた。

「よくついてきましたな、竜太朗殿」

　シャモンの声で俺は覚かく醒せいする。

「特訓は終了しました。学校が始まるまで、数時間は休息がとれます。ごゆるりとお休みなされませ」

　あれ、さっきまでのは夢ではなかったのか？

「見事に脳内麻薬分泌してたです。ヤバい子です。だけど、その努力は認めてあげるです」

　どうやら、夢と現実の違いもわからなくなってきてたらしいな。ははははは……。

　今度こそ、俺は本当に眠りに落ちた。
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　土日をはさんで月曜日の放課後、俺おれは神妙な顔つきで敵を神社室で待つ。

　全身が痛いを通り越してすうすうとする。

　体中の細胞がひらかれているとでも言おうか。

　エキいわく、「さっきの一週間続けたら、たぶん人間でないものになれます」とのことだが、その前に死者になっているだろう。無事に登校できた時点で奇跡だ。

「こんにちはー。今日も来たよ～」

　いつも通り、物理ものろいがやってくる。

　いつも通り。

　何の愁うれいもにじませずに。

　はっきり言おう。物理火か燐りんは強すぎる。

　自分の人生がどこで終わるか知っていながら、ここまで恐怖を見せずに過ごせる精神力を俺は持たない。

　だが、そんな強さは生きる役には立たない。

　死を恐れない生物はそのうち滅ぶ。

「それじゃ、最後の一本勝負だね。これで効かなかったら、わたしの勝ち」

「で、呪のろったら、俺の勝ちな」

「うん、あとさ、罰ゲーム覚えてる？」

　そういえば、何か設定した気がしたな。

「ちょっと～、忘れたとは言わせないよ。勝者は敗者に一つ命令できる、ＯＫ？」

「ああ、とんでもない命令をしてやるぜ」

　ゆっくりと印を結ぶ。

　疲労の割に心はいたって清せい澄ちよう。呪じゆ詛そ日和。

　呪われてくれ。

「呪じゆ殺さつ、呪殺、呪殺、呪殺呪殺」

　今のところ、ミスはない。だが、まだ一割ちょっとだ。

「呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺」

　リズムをつかんだら、一気に加速。

「呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺、呪殺、呪殺…………」

　まずい、テンポが落ちてきた。ここで負けるな！

「……呪殺、呪殺呪殺　呪殺　呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺呪殺」

　よし、残り八回。

「呪殺呪殺呪殺……呪殺呪殺……呪殺呪殺呪殺！」

　唱となえきった。

　ただ、こんなハイレベルな呪のろいの経験がないから、何が起こるかもわからない。

「あ、終わった？」

　きょとんとした顔で、物理ものろいは聞いてくる。

　つまり、呪いは失敗した。

　俺おれの負けだ。

　何でもいいから大声で叫びそうになった。

　俺は物理を救うことができなかった。

　だが――

「あれ…………あええ……」

　どこか物理の様子がおかしい。

　目がとろんとなって……。

　酔っぱらいのような千鳥足で、ふらふらと俺の元までくると、

「せんぱ～いっ」

　物理はそのまま抱きついてきた。

「な、な、な……？」

　おい、何が起こってるんだ？

「わたし、せんぱいのことだいすき、せんぱいにだったらなにされてもいいよ」

「おい、落ち着け。目を覚ませ」と言ったそばから、足を払われた。

　床に腰から倒れる。それはいいのだが、形としては、モロに押し倒された（明らかに倒しにきやがった）格好だ。

　どうやら、呪いは成功したらしい。しかし、こんな惚ほれ薬みたいな効果があるとは思わなかった。どこかでエキがギャグで変なエッセンスでも特訓に加えたんじゃないか？

　このままではまずい。そりゃ、俺も高校生、そういうことに一番興味がある年とし頃ごろではある。

　けれど、同じ校舎の同じ階でも、部活をしているところすらある状況で、本能の赴おもむくままに行動したらどんな目に遭あうことか。

　まして、これは物理の本心ではない。幻覚を見せてる間にえっちなことをしようとしているのと変わらない。もし、後で通報されたら、俺は退学。市長をやってる親父からは確実に勘当され、路頭に迷うことは必至だ。

　いくら物理がどれだけ魅力的だろうと、人生を棒にするほどの危険は犯せな――

　起きあがろうとする顔の前に、あいつの顔があらわれた。

「ほら、せんぱぁい、キスしよ。せーしんてきな結びつきを深めよ、キスしようよ、ちうちう」

　とことん、物理ものろいは顔を近づけてくる。完全に呪のろわれているらしい。

「やめろ！　そんなにあっさりキスしようとするな！　もっと好きな男のために大切にとっとけ！」

　だが、正気でない物理はやめようとしない。

　どんどんと唇と唇の距離を縮めてくる。

　おい、ほんとに知らないぞ――――

「ふふふ、引っかかった～」

　けらけらけらと物理は笑って。軽やかに立ち上がった。

　どこにも酔った気配はない。

「あれ、物理……？」

「ふりだよ、ふり。わたしは呪われてないの。せっかくだから、頑張ってくれた先輩にご褒ほう美びあげようと思ったけど、紳士な先輩の品格にかかわるからやめとくね」

　俺おれの心の中には複雑な気持ちが渦巻いていた。それじゃ、呪いはやっぱり失敗じゃ……。

「これで、わたしの勝ちだね～。罰ゲーム、受けてもらうからね～」

　にこにこと明日殺されるなんて微み塵じんも感じさせずに、

　物理は起き上がるなら棒のように突っ立った俺の手を握り、

「これから一日、デートして下さい」

　と言った。

　今の俺の頭の中を調べたら、きっと心理学者が面白い解説をしてくれるだろう。

「嫌とは言わせないよ。約束なんだから。今からだったら、きっと遊ぶ時間くらいはあるしさ。まずは映画館にでも行こうか。それから、うみねこ市のベイサイドエリアでディナーだね」

「そんなことでいいのか？」

「何？　不満は認めないよ～。先輩が負けたんだからね。明日死んじゃうあわれな少女のために、しっかりエスコートしてね」



「ごめん」



　俺はきっと初めて物理のために頭を下げた。

「先輩？」

「本当に無能な先輩でごめん！　呪い、失敗しちまった！　絶対に失敗したらダメなのに！」

「顔をあげて」

　あごに手をかけられた。

　引き上げられた先に、物理ものろいの顔がある。

「先輩が真剣に戦ってくれたことはわかるよ。先輩、傷だらけだもん。熊くまとでも戦ったみたいだよ。顔もアザになってるしさ、どうせ命懸けの特訓とかしたんでしょ」

　恥ずかしくてうなずくこともできない。

「世の中には人間は努力じゃなくて結果だって言う人もいるけど、わたしは先輩の一生懸命な姿を見て、月つき並なみだけどかっこいいと思っちゃったんだ。だから、堂々としていて。卑ひ屈くつになんてならないで」

　見つめ合った物理の顔に、そのまま惚ほれてしまいそうだった。

　人としての汚い部分を全部取り除いたような表情。

　まだ、美の女神とは会ったことがないが、きっとこういう顔に違いないんだろう。

「それじゃあ、今から、え…………」

　物理の言葉が不意に途切れた。

　そのまま、息ができないみたいに、口をぱくぱくと開く。

「おい、物理、どうした！」

　その途と端たん、物理の体から、半透明なものが姿をあらわした。



　それはぐったりした半透明な物理を背負った、半透明な俺おれだった。



　そして、その自分を見た瞬間、空腹に近い感覚が全身に走った。

　目がくらみ、膝ひざをつく。

「ふう、よくこんな人間を呪のろえたナ。たいしたもんだゼ」

　半透明な自分が楽しそうに話す。

　今度こそ、間違いない。

　呪いが発動したのだ。

「お、お前、何者だ……」と尋たずねるのがやっとだった。

「オヤオヤ、お前がわからないなんておかしいネ。俺はお前の魂の一部だゼ。これから、呪った女の魂を地獄へ連れていく。女の抵抗力が強すぎて出るのに時間がかかっちまったがナ」

「ふざけるな、物理を放せ！」

　ふらつく体でもう一度立ち上がる。

　呪いに成功しても、このまま物理が死んだら元の木もく阿あ弥みだ。

「放す？　意味のわからないことを言うナ。お前がこの女を呪ったから、俺は出てきたんだゼ。自分の言動には責任を持てヨ」

　半透明の俺が言う言葉はもっともだ。

　だが、だからって納得できるかは別だ。

「お前にとったら矛盾してるかもしれないが、俺おれの中では何の矛盾もない……」

　数珠じゆずを握りしめ、敵をにらみ返す。

「俺は物理ものろいを助けたいから、そいつを呪のろった。それだけだっ！」

　俺は物理を生かすために、あいつを呪った。決して殺すためじゃない。

　だから、俺はこの自分もつぶさないといけない。

「まったく、うるさい本体だナ」

　半透明の俺は半透明な物理を、あいつ自身の中に戻した。すっと、それは物理自身と一体化する。

　それから、「俺」は数珠を持って、こちらをにらむ。

「では、おかしな本体を倒してから、女を連れていくかナ」

「俺は死んでもお前の邪魔をしてやる」

「ふん、俺が出ていってるせいで、ぼろぼろだろうガ」

　痛いところを突かれた。呪いは自分に返ってくる。今の俺は自分の一部が抜けたせいで、ひどく弱っている。そもそも、自分の魂の一部を殺したりしたら、俺は平気なのか？　そのままお陀だ仏ぶつなんてことはないよな――考えている暇はないか。

「三日間の特訓のほうがよっぽど地獄だ」

「本気でおかしくなったか、本体。ちょっと眠ってろ、すぐに終わらせてやるゼ」

　お互い、臨戦態勢に入る。

　口の中でもぞもぞと真しん言ごんをつぶやく。密教も修験道も陰おん陽みよう道どうもなんでもかんでもミックスしたオリジナルの呪じゆ文もんだ。とにかく、腕に力がたまるように念じる。

「ドーマンセーマン、諸法無我、是ぜ大だい神じん呪じゆ、是ぜ大だい明みよう呪じゆ……」

「おい、そんなふざけた呪文で勝つ気かヨ！」

　敵が突っこんでくる。一気に俺を気絶させるつもりだろう。さすがに呪文が適当すぎたか。まじないの言葉やら般はん若にや心しん経ぎようの一節やらのパッチワークじゃ、どうしようもない。

　だから、俺はもっとパワーのある言葉を付け加える。

「是大神呪、是大明呪……物理火か燐りん、物理火燐、物理火燐！」

　物理火燐。これが俺が使える最強の言葉。

　力がブーストされるのを感じる。このまま、ぶつければあるいは！

　俺は数珠を敵に押しつけにかかる。

「ちっ、余計なことしやがってヨ！」

　呪いの「俺」も同じように、数珠を俺の胸元にぶつけようとする。

　ノーガードのカウンターで、勝ったのは…………。



　半透明の俺おれのほうだった。



　自分の体が床に沈んでいく。情けないことに俺の力不足。まだ、呪のろいの「俺」のほうは、ふらつきながらも意識もはっきりしているようだ。

「はっはっは！　情けねえナ！　女の名前を呼んでやられるとか、こんな恥ずかしい負けっぷりはねえゼ！」

　その嘲ちよう笑しようの通りだ。ここまできて、物理ものろいを取られるなんて、みじめにもほどがある。

　なあ、神様、こんな絶望的な終幕はないだろう？

　こんな非道徳的な結末は困るだろう？

　誰だれか、助けてくれ……。俺には、もう本当に祈るしかできないんだ。

　値踏みするように、呪いの「俺」は一歩ずつ、柱みたいに立ちつくす物理のそばに寄っていく。

　誰でもいい。

　あの足を止めてくれ……。

「サア、おとなしく引導を渡してもらお――アレ？」

　その足が止まる。

「な、どうなってんだヨ！」

　呪いのほうも非常事態らしく、あわてている。演出ではなさそうだ。

　まるで床から縫いつけられたように、動かない。

「――呪ったんだよ」

　ぼそりとつぶやいたのは、意識を取り戻した物理。

　だけど、さっきまでの物理ではない。

　その背後にどす黒い靄もやのようなものが渦巻いているのだ。

　まさか、これが俺に呪われた影響？

　物呪ものろいの一族の力が覚かく醒せいしたのか？

「お、お前……能力者なのか……」

「たった今からね。わたしも物呪のはしくれだから、力が備そなわればこれくらいできる」

　その捕食者の目に、呪いの「俺」すら身をすくませる。

　今の物理は明らかに暗殺者、物呪一族の顔をしている。

「わたしの魂がほしいんでしょ？　さあ、取りにきなよ、さあ、さあ、さあ、さあ、さあ！」

　俺は自分の呪いと物理を見て思った。

　格が違う。

　人間でないものをいきなり縛りつけるなんて、無茶苦茶すぎる。

「どうしたの、来ないの？　…………うっ！」

　だが、そこで物理ものろいは口を押さえてうずくまってしまう。

　まずい、あいつはあいつで呪のろわれた直後だ。平気でいられるはずがない。

「物理！」

　叫んでみたところで、どうにもならないのはわかっている。

　それでも叫ばずにはいられなかった。

「物理、物理、物理、物理、物理っ！」

「ふん、お望み通り、魂を奪ってやるゼ、手間かけさせやがってヨ！」

　束縛の呪いも解けたのだろう。「俺おれ」は再び、物理に近づいていく。

　くそ、今度こそ終わりか…………。

　カチャ、とガスバーナーのようなものが、呪いの「俺」に向けられた。

　うずくまっていたはずの物理の手によって。

「え？」と半透明のほうの「俺」の顔が固まる。

「呪い対策の武器はあるって言ったじゃん。ああ、呪いちゃんには言ってなかったか」

　ボタンが押された。

「わたしは科学者だから、科学者としてあなたを倒す」

　うずくまっていたのは演技？　そう理解する暇もなく、「俺」はその機械から放たれた何かのせいで燃え上がる。

「うわっ！　焼けそうダ！」

「だろうね。これはあなたみたいなモノを殺すための機械だから。ほら、早く逃げないと取り返しがつかないよ？」

「た、助けてくレ！」

　呪いは本体の俺の中に飛びこんで――消えてしまった。

　俺たちが勝ったのだ。

「先輩、ありがとう！」

　倒れている俺に、物理は快活に手を差し伸べる。

　俺はほとんど強引に引っ張りあげられ、そのままきつく抱きしめられた。

「おい、苦しいって！」

「いいじゃん。先輩は命の恩人なんだから！」

　もう、物理に暗殺者の表情はない。

　ただし、後ろに黒い影はずっと漂ただよっているが。

　おそらく、これは学園で俺にしか見えない物理の本性なのだ。

　この女は科学者であると同時に、呪いのエキスパートでもある。

　俺しか知らない秘密というのも悪くないな。

「でも、呪われちゃったから、この勝負、先輩の勝ちだね～」

「そういえば、そんなことも決めてたな。でも、そんな話、どうだっていいだろ」

「ダメ、ダメ。真剣勝負だったんだから。さあ、何を命令するの？」

　俺おれは生なま唾つばを飲んだ。この状況なら、きっとどんなことだって、物理ものろいは聞いてくれるだろう――おい、よこしまなことを考えるな！

「そうだな、ええと……」

　そもそも、抱きしめられたままで頭を使えというのが無理な相談で、とてもそんなこと浮かばないのだが……。

「それじゃあ、俺からの命令は――」



◆　◆　◆



「え～、それって先輩が払うところでしょ」

　と、横から言われ、俺はしぶしぶ千円札三枚で二人分のチケットを買った。チケット売り場でもめてると、後ろの客のひんしゅくを買うからな。

「どうして、俺がお前の分まで払わないといけないんだよ……」

　納得できず、俺は抗議する。

「だって、こういうのって、男の人が払うものだし、しかも先輩は年長者だし」

　物理は当然だと言いたげだ。

「でもさ、これって、俺が勝った結果だろ」

「でも、お金を折せつ半ぱんするなんて聞いてないしね～。わたしが言われた命令は『映画でも行こうか』だけだし」

　調子いいな、まったく……。

　俺が勝者の特権として、あいつにした命令は『映画でも行こうか』だ。金を要求するのは人間として小さすぎるし、体を求めるのは人間として下劣すぎるし、つまるところ、なんでも命令していいと言っても、できることなど限られているのだ。

　まさか、彼女になってくれ、とは言えないしな。

　いきなり、物理が腕と腕を組んできた。

　こういうのも他人から見ればカップルに見えるのだろうか？

「先輩、ポップコーン、買おっか」

「お前が買え！」

　これ以上、たかられてたまるか。

　すると、服をぐいぐい引っ張られた。実力行使かよと嫌な顔を向けると、

「エキにもポップコーンを買うのです。調教代と考えれば安いです」

　同居人の少女が立っていた。

　アゴが外れないのが奇跡というくらいにアゴがあいた。

「おい、お前がどうしてここにいる！」

「シャモンと映画に来てたら、偶然遭遇しただけです。ほら、これも何かの縁だと思って、おごるのです。また、寄生虫入れますよ」

「わかったよ、おごる――」

　今度は逆から服を引っ張られた。

「ねえ、この子、誰だれ？」

　久しぶりにあの冷たい物理ものろいの表情、なんて言っている場合ではなかった。

　よくわからんが切れかけの顔だ。

　しかも、いつもより黒い靄もやがくっきりとしている……。

「あ、こいつはエキって言って――」

「竜りゆう太た朗ろうと同どう棲せいしています」

「ぶっ！　お前、事実でも誤解を招かないような言い方ってものが！」

　今度は肉ごと、物理に引っ張られた。

「先輩、後でゆっくり話を聞こうか。なんだか、『調教代』っていう変な言葉も聞こえたことだし」

「お前も変なとこ、拾うなよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　と、自分の手が勝手に持ち上がり――自分の顔をバチンと叩たたいた。

「ひとまず、制裁ね」

　今のは呪のろいだ。

　あの一件以降、物理ものろいは自在に呪いを使える唯一の科学者になってしまった。応用範囲は俺おれより狭いが、一対一では勝てる気がしない。最悪、俺は科学者に呪い勝負をして敗北するかもしれないのだ。

「じゃあ、行くよ」

　俺の足は自然と、館内のほうに動き出す。これも、呪いの力だ。

　自分の足が自分でないような気分を味わいながら、俺はこう思うのだ。

　これなら、金を要求して幻げん滅めつされていたほうがよかっただろうか、と……。

「ほら、ちゃんとエスコートしてよ」

　エキの視線から離れてから、やっと物理は人の悪い笑みを浮かべて、

「呪っちゃったんだから、責任とってよね」



Ｅｎｄ



    

  
    
      
第三話　久く我が原はらいすみはしばかない。



　私、足利あしかがアキラは走っていた。

　バス停から降りるとすぐに長い坂を駆け上がる。

『走れ、メロス』のメロスよりも頑張ってると思う。

　確かにメロスによく似た状況だ。遅刻すると処刑されてしまう。

　私の直属の上司、管かん領れいの久我原いすみに。

　私のピンチをわかってもらうには、まず久我原いすみという人物を知ってもらわないといけない。

　久我原いすみ、三年生女子。三管領の一人で口くち癖ぐせは「しばく」。

　生徒からは【全知全暴】だとか【凶器人間】だとか言われている。

　死ぬほど怖い。

　管領というのは御お伽とぎ坂ざか学園公認の警察組織、『当局』の班長の名称だ。トップが局長、この下に三人の管領がいて、それぞれ十名ほどの一般職員を指揮・管轄する。

　この管領は三人いることから、そのまんまだが俗に三管領と呼ばれる。この人たちは指揮能力だけでなく、軍事力としても破格で、いざというときに前線で戦う。たとえば管領の氷ひ所どころ冷れい華かさんは立派な剣豪だし、東雨あずまめ沙さ汰た人ひと先輩は風水の使い手だ。

　いわば、『当局』の軍事力をつかさどる存在といっていい。

　では、久く我が原はらさんの場合は？

　これにはひとつのエピソードを話せば十分だろう。

　去年の夏、「やまびこ・うみねこ大戦争」というものが起こりかけた。

　文字通り、私たちの住むやまびこ市と隣のうみねこ市のあたりで発生した事件。

　近くに校区のある、猪鹿狼寺いからじ高校・うみねこ南高校・完全自由学院・大だい王おう工業などの高校の不良生徒たちが一同に集結。しかも迷惑なことに、御お伽とぎ坂ざか学園の近所に。

　目的は最近調子に乗っている御伽坂学園を締しめるため。

　うちの学校は有名人というか変人が多いので、名前が世界中に知れ渡っている。

　そのせいで、こういう悪いヤツらにも目をつけられやすいのだ。

　さて、近くの公園に集まった総勢二百人の不良のところに久我原さんが向かった。

「ちょっくら、しばきに行ってくるわ」の一言を残して。

　無傷で勝利した。

　二時間後、不良たちは一人残らず頭を丸めて土下座したという。戦いの詳しい様子は不明である。聞いたらやばそうなので誰だれも聞いてない。

　この一件以降、久我原班の人間は絶対服従を心に誓ったのだった。

　久我原さんを怒らせると血の雨が降る。絶対にしばかれる。

　まあ、かといって久我原さんもたぶん人間なので、腹が立ったという理由だけで殴ることはない。あんまりない。遅刻とか致命的なミスをしない限り、問題ない。



　そして本日、七月のとある平日の月曜日。

「　あいうえ　朝から街まち角かど恋話

　　かきくけ　柿かき色いろポストから

　　さしすせ　颯さつ爽そう飛び出した

　　たちつて　魂こめた文章の

　　なにぬね　七色ラブレター　よし、できた！」

　大学で詩人学科志望の私は、いつも通りのノルマのあいうえお作文をこなして着替えてお団子ヘアーも整えて、ご飯を食べにリビングに降りていった。

　そこにゴジ○の着メロが鳴った。



【差出人】久我原いすみ

【件名】朝のパトロールの件

【本文】いつも通り裏庭集合な。まさかとは思うが、忘れてました遅刻しましたなんてことはないよな？　しばくぞ。



　箇条書で書くと、こういうことです。

・私は今週は『当局』の早朝パトロール当番だった。

・私はすっかり忘れて、いつも通りの時間に起きてしまった。

・パトロールは二人一組でやるのだが、自分のパートナーは久く我が原はらさんだった。

・「忘れてました、ははは、遅刻しちゃいましたね～」なんて言ったら殺される。

●結論●　致命的なミスです。

　以上、私が『走れアキラ』になっている理由だ。

　早朝パトロールの集合時間は七時四十五分。全力でバス停まで走っていつもより四本は早いバスに乗れた。

　学園前のバス停についたのが、四十二分。坂を必死で駆け上がれば、もしかすると奇跡が起こるかもしれない時間だ。汗だくになりながら校門前でたどりつく。

　後は待ち合わせ場所の北校舎前まで行けば――

「お、アキラ、今日は早いな」

　章あき夫おが声をかけてきた。

　山やま崎さき章夫。十じつ哲てつNo.８。ただし通称は【日本一平凡なヒーロー】というあまりありがたくないもの。何か勘違いしちゃった変身ヒーローだ。

　章夫は伊だ達てメガネをかけることで、正義のヒーロー山崎毅たけしに変身できるのだ。

　ただし、能力は平均人に毛の生えた程度。

　三階から落ちたら危険だし、銃弾で撃たれたらおそらく死ぬ。

　そして、悲しいことに私はこの勘違いなヒーローと幼おさな馴な染じみの腐れ縁ときている。

「今日も俺おれのおかげで世界は平和だ。よって学園も平和だっ！」

「はいはい。それはよかったね。でも、今日はそれどころじゃない！」

　校門に突っ立って、変質者が入ってこないか見ているだけで、世界の平和が構築できるわけないだろ。でも、文句を言ってる時間はない！

「やはり、平和を守るのは男のロマンだよな。俺は目的のページがすぐわかる総そう索さく引いんのような存在でありたい。パソコンを冷やすファンのような存在でありたい。峠とうげをはさんだ村と村をつなぐトンネルのような存在でありたい」

「全部、たとえが地味すぎるだろ！」

　うわ、つい、つっこんでしまった。時は金なりなのに……。

「アキラ、ヒーローの仕事というのは大半は地味なものだぞ。むしろ、労働時間の七割は町内の清掃活動とパトロールと言っていい」

「それをヒーローと呼ぶ章夫の態度のでかさに感服するわ！　ああ！　だから時間ないんだよ！　一刻一秒を争うんだって！」

　ダメだ、ダメだ、呑のん気きに受け答えしている場合ではないのだ。

「別に間違ってないだろ。お前ら、『当局』だって似たようなもんじゃねえか。朝からパトロール、パトロールでよ――」

「似たようなもんで悪かったな。しばくぞ」

　なんだか、聞き覚えのある声がした。

　でも、正直、それが誰だれか考えたくない。

　章あき夫おが後ろを振り返る。私も仕方なく、そちらを見る。

　そこにいたのは、ルビー色の鮮やかな長髪の女子生徒だった。

　ルネサンスの絵画から抜け出してきたような整いすぎた顔。そこに、清潔感のある半はん袖そでのカッターに、アクセントの学校指定のとは違う長い赤のネクタイ。足下は黒いニーソックス、黒いブーツで華麗にきめている。

　もし、学園美少女コンテストでもすれば、ノミネートされるのは間違いない。

　しかも、この人はあまりの成績の良さに例外的に飛び級を許されるほどの才女。

　私が男に生まれたらこんな女の子と一度でいいから付き合いたいと思うだろうし、きっと親しく話ができただけでその日一日幸せに暮らせるだろう。

　それくらい、太陽のようにその女子は輝いて見える。

　唯一の問題点は、その女子生徒の名前が、久く我が原はらいすみ、であるということだ。

　ちなみに飛び級するほど賢い久我原さんだが、去年の「やまびこ・うみねこ大戦争」で派手に戦いすぎたせいで停学処分になり、そのせいで留年した。結果的に三年生を二年やって三年で卒業予定という珍しいケースである。

「せ、せ、せ、先輩、久我原先輩じゃないですか……」

　あの空気の読めない章夫まで怯おびえてしまっていた。

「こっちはちゃんと実績あげて、結果もきちんと報告してんだよ。お前のご町内あいさつ運動と同じレベルのと一緒にすんな。しばくぞ」

　久我原さんは眉まゆにシワを寄せて、百％ご立りつ腹ぷくという表情をしていた。睨にらみつけるだけで、神社の狛こま犬いぬを粉砕してしまいそうな忿ふん怒ぬの相である。

　まずい、今の久我原さんを刺激してはいけない。

「あの、俺おれは、その、『当局』を侮ぶ辱じよくする意図があったわけじゃなくて――ぐえっ！」

　謝罪しかけていた章夫は、すでに脇わきの間に手を入れられて、腕を締しめられていた。

　口より先に手を出すのが、この暴君のモットーだ。

「都合悪くなってから謝るなよな。まさか後ろから来るとは思わなかったか？」

「あ、はい……先輩はパトロール中ですか？」と締められながら章夫。

「ああ。しかも、集合時間に来ない部下がいてな。ま～さか、ぎりぎりになって坂を走ってきたりなんてしないよなと思って、校門まで見に来たんだ」

　あ、と思ったときには、もう遅かった。

「う～ん、名前が思いだせねえ。確か、苗字は『あ』で始まって『が』で終わる名前だったな～。そうそう。下の名前は『あ』で始まって『ら』で終わったな。なあ、足利あしかがアキラ？」

　全身から冷や汗が分泌されだした。七月に坂を走ったせいではない。

「ころ――しばく」

　殺すと言いかけたな、今。

　ちなみに「殺す」と人に言うと、法的にまずいらしい。明確に他人の命を奪うと宣言しているからだとか。でも、「しばく」なら具体的に何をやるかわからないので、セーフなのだ。前、久く我が原はらさんが言ってた。

　とにかくしばかれる。敵は関節技をかける気満々だ。

「あの、遅刻には、全米が涙するくらいの深くてドラマティックな事情があって――」

「泣くのはお前だ」

　絶対、デーモンとかサタンとかの化身だ、この人は。
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「ごめんなさい、ごめんなさい、メールをもらうまですっかり忘れておりました。私、足利アキラは『当局』の風上にも置けないクズです。ゴミです。カスです。この埋め合わせはいかなる形でもやらせていただきますので」

　一分後、私は全身全霊をかけて頭を下げていた。

「ま、人間、たまには忘れることもあるだろ。ミスのない人間はいないからな」

　あれ、やさしい。仏のような慈悲の言葉だ。珍しい。しっかり関節技をかけられて、泣きそうになったが。

「久我原さん、ありがとうございま――」

「ジュースおごってくれたらチャラにしてやる」

「…………物品を要求しますか、後輩に？」

　どんな先輩だと思われるかもしれないが、こういう先輩なのだ。

「あの、ノドは待ってる間、渇かわいたかもしれませんが、数分のことですし――」

　久我原さんは何かあると、すぐにたかってくる。

　かわいい小学生が「ジュースほしい」と言っているのとは訳が違う。この暴君が要求してくる場合、カツアゲと大差ない。

　しかも要求がマニアックだし。前も「マックスコーヒーの無糖な」とか言われた。そんなのあるか。

「あのな、足利あしかが、よく聞け」

【全知全暴】の管かん領れいは私の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「ワタシもこんなことで足利の月に二千円の小こ遣づかいを浪費させるのは忍びない。断だん腸ちようの思いと言っていい。できるなら代わりに払ってやりたいくらいだ。しかし、それだと遅刻したお前への罰にならない。管領という立場でお前を罰しないといけないから、仕方なくパシリをやらせているんだ。わかってくれるよな」

「わかるわけあるか」

　あと、小遣いももう少しはある。

「わかった、言い方を変えよう――早く買ってこい、ボケ」

「本当に人間として問題ある人だな……。すぐにモノを要求する態度はどうかと思いますよ。私たちは久く我が原はらさんの部下として一人一人真面目まじめに頑張っているんです。それなのに部下にそんな発言して、恥ずかしくな――」

「山やま崎さき章あき夫おのどこが好きなんだ？」

　空気が固まった。というか私が固まった。

「な、な、な、何を言ってるんですか。嫌だな～、はははははははははははは」

「隠してもムダだぞ。そういうの、ワタシ、すぐわかるから。なんか、今日はいい天気で、開放的な気分だな。山崎に全部話してしまいたい衝動にさっきから駆られてるんだ」

「三本おごりましょう」

　作戦変更、至急変更。全力で買収にかかる。多少の財布の犠牲はやむをえない！

「五本」

「四本」

「十五本」

「足元見すぎだっ！」

　結局、一週間ジュースをおごり続けることになった……。

　ああ、この暴力的な性格、変えられないものか。

　性格さえ変われば、完かん璧ぺき超人なのに。かっこいいし、美しいし、賢いのに！

　ちなみに、パトロールは久我原さんの顔を見た途と端たんみんな真面目になるので、効果絶大だった。
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　でも、このままの久我原さんでもいいという心の広い人間も多い。

　早朝パトロールが終わって教室に戻ると、ミル子こに声をかけられた。

　ミル子はこの学園に珍しい普通人代表の人間である。

　背の高さ、普通。スタイル、普通。顔、普通。

　寝ね癖ぐせみたいな毛が頭から跳ねているのを除けば、髪型もほどほどの長さのストレート。

　特徴といえば、毎朝昼食用に牛乳パックを買ってくることくらいだ。

　ミル子こというあだ名もそこからきている。今日もコンビニのビニール袋には、『デンマークもーもー牛乳』という五百ミリパックが入っている。

「ねえ、アキラ。今日、久く我が原はら先輩と一緒に巡回してたよね？」

　来た。また、この手合いか。

「ねえ、久我原先輩って、二人でいると、意外なやさしい一面があったりしない？」

　久我原さんは傍ぼう若じやく無ぶ人じん（むしろ謀ぼう逆ぎやく武ぶ人じんか？）な割にファンが多い。

　今年の頭も、数名一ひと目め惚ぼれした一年生がラブレターとおぼしきものを渡して、心に深い傷を負おった。久我原さんの本性を知って、幻げん滅めつしたのだ。

　そりゃ、「デートしてやるぞ、三万で」はないだろう……。

　何か怪しい職業っぽいし。

　だが、その本性を知っているはずの二年や三年の一部でも、久我原さんの評価は妙に高い。しかも女子もいる。ミル子はその一例だ。

「ほんと、私の代わりにあの人のやさしい面を教えてもらいたいよ。暴君って単語はあの人を見て作られたんじゃないのってくらいだよ。今日もジュースおごらされたし」

「え～。それはきっと照れ隠しね。本当は後輩思いの素晴らしい先輩なのよ！　だけど素直になれないんだわ！」

「40年前の少女漫画かよ。とにかくありえないって」

「不器用だけど、陰では学園を守るために日夜戦う管かん領れい、かっこいいわ～」

「そんないいもんじゃないよ。部下から見たら、ただの怖い人――」

　久我原さん専用のゴ○ラの着メロが話を中断した。



【件名】誰だれが怖い人だ。

【本文】メタメタにデスさせるぞ。



　どこから聞いてた!?

　久我原さんはどこにでもいる。これが久我原班の共通した見解だ。絶対、近くにいないはずなのに、余計なことを言うとメールが飛んでくる。ひどい場合になると、ネガティブなことを考えているだけで、メールが飛んでくる。

　さっと削除した。

「誰かからメール？」とミル子。

「ううん、なんでもない。とにかく、みんなあの【凶器人間】に騙だまされすぎ」

　そのとき、教室のピアノが不協和音を奏かなでた。

「それは間違ってる！♪」

　この教室には特例としてピアノが置いてあるのだ。

　もちろん、クラスに音楽界のサラブレッド、花か笛ふえちゃんがいるせいだ。

　十じつ哲てつNo.６、【絶対音官】吉よし岡おか花笛。

　日本が生んだ偉大な作曲家、吉岡曙帆しよぱんの一人娘で、自身も素晴らしい作曲家、演奏家、指揮者。ピアノを弾いていたのも、無論花笛ちゃんだ。

「きっとアーちゃんは久く我が原はら先輩のいいところを見過ごしてるんだ！♪」

　え……まさか、花笛ちゃんも隠れ久我原ファンなの？

「久我原先輩はいわば高原に咲く孤高の花のような存在だよ。きついことを言ってるみたいでも、ちゃんと部下のアーちゃんのことを見守ってるんだ。きっと、今だって♪」

　花笛ちゃんは久我原さんの素晴らしさ（推定）を語りながら、春の訪れを感じさせるような美しい楽曲を演奏した。春の女神が草花に「起きなさい、目覚めの時間よ」と声をかけているところが頭に浮かぶ。

　これで久我原さんを賛美していなければ、もっと素晴らしいのに。

「花笛ちゃん、友人として一言だけ忠告しとくよ。まさかと思うけど、絶対にあの人にファンですなんて言わないように。神に賭かけてもいいけど、『じゃあ、あんパン買ってこい』とか『旅行行こうぜ、お前の金で』とか、悪あく逆ぎやく非ひ道どうなことを言い出すから！　資本家に搾さく取しゆされるプロレタリアートみたいな目に遭あうから！」

　また、○ジラの着メロが鳴った。無視する。

　花笛ちゃんは右手で演奏しながら「Ｋ」と書いてあるバッジを左手で差し出した。

「なに、そのバッジ？」

「これは『久我原いすみファン倶く楽ら部ぶ』のバッジだよ♪」

　この学園はどうなってしまうんだ。

「花笛ちゃん、あなたのやってることは、異世界の触れてはならない神をそうっと陰で信仰するようなものだよ。相手は新人類だよ、ミュータントだよ、クトゥルフだよ？」

　花笛ちゃんは、とても残念そうな顔をした。

「きっと、身近に久我原先輩がいるから、その良さに気づかないんだね……♪」

　なんだ、その都合のいい解釈は。

「入会すると、隔かく月げつで会報が届くんだよ。今月号は、久我原家を突撃取材！　先輩の幼稚園の入園式の写真まで掲載！　ファン必携のアイテムだよ！♪」

　いつのまに学園はこんなに毒されているんだ……。

　しかも、かなり本格的に活動してるし……。

　すると、クラスメイトたちが次々と「Ｋ」というバッジを出しはじめたのだ。

「おれ、実は隠れ会員だったんだ」

「あのきつい目つきがクセになるよな」

「一度、面と向かって『しばくぞ』って言われたい」

「想像だけどさ、久く我が原はら先輩ってふたりきりの時だけ従順だったり……とか……そういうことありそうじゃね？」

「やばい、頭の中が桃色になる……」

「ちょっと、男子。久我原先輩を汚さないでよ」

「そうよ。先輩は気け高だかき乙女。白しら百ゆ合り騎士団長って感じの人よ」

　ｅｔｃ、ｅｔｃ……。なんだ、この久我原人気は。あと、白百合騎士団って何だ？

　頭を押さえながら、花か笛ふえちゃんに聞いてみた。

「ねえ、久我原さんのどこがいいの？」

「ボクは一人っ子だから、ああいう元気なお姉さんがほしいんだよ♪」

「あれを元気で片付けられる花笛ちゃんは大物だよ」

　私が茫ぼう然ぜんとしている間にも美しい音色は響く。

　できればもっとマシな精神状態のときに聞きたかった。

「ところで、この曲、何ていうの？」

「『久我原ロンド』だよ♪」



    

  
    
      



    

  
    
      「こんな優雅な曲じゃない、断じて！　単調でマイナー調で薄暗い曲、あるいは悪魔崇すう拝はいみたいな非道徳的な曲じゃなきゃ――」

　しぶとくゴジ○の着メロが鳴った。

【本文】ＳＢＫ

　ＳＢＫ？　ああ、「ＳＨＩ・ＢＡ・ＫＵ」ってことか。

　あ～、もう！　ミル子こや花か笛ふえちゃんの妄想であの人の性格変えてよ！
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　放課後、森もり本もと局長から電話があった。ちょっと、頼みたいことがあるという。

　ぼろぼろの旧校舎三階にある局長室へ。コンコンと扉をノックする。

「《問い》世界三大美女の一人のクレオパトラですが、当時のエジプトにはクレオパトラを名のる女王はたくさんいました。さて、有名なクレオパトラは何世でしょう？

①５世②６世③７世」

「③のクレオパトラ７世！」

「正解です」の声と共に扉があいた。構造不明だが自動ドアなのだ。

「また、あっさりと正解されてしまいました。ぽりぽり」

　このお菓子を食べているのが、『当局』局長にして十じつ哲てつNo.４、【総支配人】森本森もり。

　背が低いので、椅い子すに座ると大きな机でほとんど隠れてしまう。

　しかし見た目がいかにお子様であろうと、将来の夢がお菓子を一日中食べ続けることであろうと、局長は最上級生の三年生で、泣く子も黙る『当局』局長である。

　特筆すべきはその情報集積能力だ。

　この人はあらゆる学園の情報を一手に握っている。

　試しに一年五組出席番号七番の生徒の名前とスリーサイズは？　と聞いたらすぐに答えが返ってくるだろう。

　だから、絶対に敵に回してはいけない。とくに子供扱いは厳禁である。

　なにせ、こんな怪談があるくらいなのだ。

　放課後のトイレの個室に入っていると、森本森の「赤と青と黄色、どれが好きですか？」という声が聞こえてくる。

　赤と答えると、「やっぱり、私はまだ赤ちゃんだって言うんですね！」と殺される。

　青と答えると、「青二才の子供だって言うんですね！」と殺される。

　黄色と答えると、「くちばしが黄色いヒヨコだって言うんですね！」と殺される。

「紫むらさきです」と選択肢にない色を選んでも、「『源氏物語』の紫の上みたいな幼女キャラ扱いをするんですか！」と殺される。

　どれを選んでも殺される。黙っていても、「チビだから、答えられないんですね！」とか納得いかない理由で殺される。出てきたら殺される。だから、放課後にトイレに行ってはならない。

　まさかと思うが……まさかね……。

「さて、今日のお仕事ですが、本当に簡単です。ぽりぽり」

　と言って、局長は紙の束をどさっと机に置いた。

「これを保健室にいる田た島じま先生まで運んで下さい。ぽりぽり」

　局長が運んで下さいよなんて言ってはいけない。局長は常にこの部屋に居い残のこって学園全体を管理・監視しているのだ。授業すら特例で、パソコンからの中継で受けるのを認められているくらいだ。

「何ですか、これ？」

　持ってみると、五キロはある。

「田島先生に、生徒の健康管理のためのデータがほしいと言われまして。全校生徒の【裏】個人情報です、ぱりぽり」

「【裏】って何ですか。というか、これ犯罪なんじゃ……」

　けど、仁じん愛あいの人の田島先生が悪用するなんてこともないか。　ちなみにさっきからぽりぽり食べてるのは、『じゃがっこ』という新しい食感のスナック菓子だ。

「ところで、どうして私ばっかり仕事回されるんですか？」

　もしかして、私の実力が評価されている？

「ああ、それなら、足利あしかがさんのお力が確かなものだからですよ」

「え、本当ですか。光栄です！」

「足利さんは中学時代、クイズ研究会ですから、ぱりぽり」

　古いギャグ漫画みたいに、ずっこけそうになった。

「この部屋、クイズが解けないと入れませんからね……」



　田島先生の保健室までおよそ三分の道のり。

　保健室をあけると、着物の上から白衣をはおっている研究者がいる。

　この人が、十じつ哲てつNo.９、【医・徳・体・礼】田島三さん省せい。

　先生と言ってもまだ二十五歳。あと、メガネ、独身、巨乳。

　医師資格を持つ、法的に治療も可能な保健室の先生。

　――と同時に、人としての「道」を極めようとする儒学の先生でもある。

「道」追究の精神は武道にもおよび、剣道・柔道・合気道などおよそ「道」のつく武術なら、使いこなせないものはない。

　よこしまな者から見れば、とても恐ろしい相手である――はずなのだが、それに似合わない男子生徒の熱視線を受けることが多い。

　理由は簡単だ。先生の激しさと淑しとやかさを合わせ持つ性格と、（どっちかというと、こちらがメインだろうけど）その肉感的なお体のおかげだ。

　先生は出るところが出て、へっこむところはへっこんでいる、いいバランスをなさっている。文武のバランスくらいにいいバランスなのだ。

　一年の甘南備かんなび君いわく「保健室の先生が二十五歳ってだけでエロいのに、あんなにいい体してるとか犯罪だよね。三回」とのこと。最後の三回がとても気になる。

　そんなどうでもいいことを考えていると、保健室の前に来ていた。

「おお、足利あしかがさんか。書類はその長なが椅い子すにでも置いておいてくれ」

　儒学者の着物に似合わない三角フラスコと器具を、先生は机に並べている。

　今日も着物の上から白衣をはおっているスタイルだ。

「何をされてるんですか、これ？」

「ああ、お茶も出さず、無礼千万な対応で申し訳ない。ただいま、内気な人向けの特効薬を開発中でな。もし完成すれば、対人関係を、田舎が四し通つう八はつ達たつの大都市になったみたいに変化させられる」

　発想はまさに仁じん愛あいあふれるものなのだが、少し効能が不気味だ。

「まさか、人格を改変しちゃう薬なんかじゃないですよね……」

　先生は人のためと思うと、無茶を平気でやってしまうのだ。

　今でも、一件ありえないことをやっているのを私は知っている。普段は冴さえない学園の一年男子である甘南備君の正体はかぶりもの、先生の開発した人間そっくりのスーツ。本体は小学生の大女優、甘南備周参見すさみである。

　つまり、何も知らない人間から見れば、冴えない男子が大女優の名前を名のっているように見える。

『彼ら』事件で、偶然気づかなければ、私もわかっていなかっただろう。

「心配無用。人となりをいじるつもりはない。ただし、人間の本質を善に導く労なら、惜しむつもりはないがね」

　先生は両手でメガネを調節しながら言った。

「どんな方法であれ、人格的に成長させられるなら、是非私の上司の心を成長させてほしいですね。久く我が原はらさんの人格がもう少しマシだったら……」

　マジで久我原さん、人格変わらないかな。

　性格以外は欠けてるところなんてないのに。

「彼女は彼女でなかなか気き宇う壮そう大だいな好人物に見えるのだがな」

「後輩にジュースたかる気宇壮大なんて聞いたことないです。口も悪いし」

「口こう蜜みつ腹ふく剣けんの狐きつねみたいな人間よりはいいだろう」

　どうしてみんな久く我が原はらさんをそんなに好意的に評価するんだ？

　ふと目がフラスコに行く。湯気のようなものも出ている。

「ところで、そのフラスコの中身で、どうやって内気を治すんですか？」

　自分で飲んでも、他人は変えられないだろうに。

「このフラスコには『対人誘導活発化細菌』というのが入っている、それが他者認識に好印象を与えるよう作用するのだ。つまり、服用することで周囲から注目されるようになり、自然と表に出ざるを得なくなる」

「すみません、よくわかりません」

　たいじんゆうどうかっせいかさいきん？

「つまりだな、単刀直入に話すと――あ」

　フラスコの中の液体がぼこぼこと大きな音を立てて、盛り上がる。

　反応が強くなっている。

　そして、沸騰はフラスコを飛び出すほどに大きくなり――私の頭めがけて飛んできた！

「熱いっ！」

　反射的に出たのはそんなわかりやすい感想だ。

　火傷やけどするほどではなかったから、よかったけれど。

　が、田た島じま先生の青ざめた顔を見て、別種の感想が湧わいてきた。

「申し訳ない……こんなところで実験をしていた小生の軽けい挙きよ妄もう動どうを恥じたい」

　まさか、これ、死んだりしないよな……。

「体に害はない。だが、少しややこしいことになる」

「ややこしいことって、何ですか……」

　おそるおそる尋たずねてみる。

「一言で言うと、まわりの愛あい想そがよくなる」

「は？」

「対人誘導活発化細菌は、ほかの人間に向かって宿やど主ぬしに興味を持つような化学物質を発生させるのだ。どうして、そんなことを細菌が行うか、詳しいことはいまだ五ご里り霧む中ちゆうだが、おそらく宿主の他者との接触機会を増やすことで、ほかの宿主を探しているのだろうな」

「それじゃあ、どんどん感染しちゃうじゃないですか……」

「いや、その心配はない。本来、この細菌は人間に寄生する種類ではないので、人間の体ではその力を十分に発揮できない。明日の早朝に発症し、明日の一時間目が終わる頃ころには菌が死滅する。つまり、朝だけ周囲の待遇がよくなるというわけだ」

「へえ、たいへん素晴らしいじゃないですか」

　むしろ、その力を積極的に試してみたい。

「うむ、しかし、今回は実験中でな、濃度が濃すぎる。これほどの濃さでの影響は、曖あい昧まい模も糊ことしてよくわからないのだ」

　しかし、人の愛あい想そがよくなるのか。

　もしかすると、一時的であれ、久く我が原はらさんの性格まで変えられるかもしれない。

「誠に申し訳ないが、念のため明日は欠席していただけないか？　用よう心じん堅けん固ごにこしたことはない。担任の先生への連絡はこちらからしておくし」

「是　非　お　願　い　し　ま　す」

　よく考えてみれば、久我原さんとのパトロール休めるじゃないか。

　余計なこと試すより、そっちがいいに決まってる。遠くの一億より、目先の一万円だ。

　だが、そうは問屋がおろさなかった。



●　●　●



　翌朝、起きて両親のいるテーブルに出て行くと、私の好きなたらこマヨネーズを塗ったトーストができていた。

「アキラって、これが好物でしょ。作っておいたわよ」と母。

　わざわざ用意してくれているとは、ありがたい。たらこマヨネーズは私の好きなＢ級グルメ第五位くらいにランクインするポピュラーな料理だ。ただ、悲しいかな、高カロリーなので、食べるのがためらわれる。たいてい、誘惑に負けて食べるけど。

「ちなみにノンオイルの低カロリーマヨネーズを買ってきたから、安心して食え」と父。

「今、私は二人の間に生まれてきてよかったと瞬間最大風速で感じてるよ！」

　どういう風の吹き回しだ。無断で私の預金通帳からお金を拝借したとか、そういう事情があるのか？　あとで確認しておこう。うちの親は本当にする。

「お、そうだ、今日、外回りでうみねこ市のほうに寄るんだが、話題になってる黒豆カステラ買ってこようか？」

「ほしいシャンプーあったら、買い物のときに買ってくるわよ」

「見たがってた映画、ＤＶＤになったらしいから買ってきてやろう」

「行きたがってたコンサートのチケット、取れるか試してみるわね」

　なんだ、どうしてこんなに父・母ともども優しいんだ？　まさか、実は自分は不治の病で残り三か月の命なんてことはないよな……。

　――そうか、これが対人なんたら菌による影響か。

　効き目抜群じゃないか。

　とりあえず、ここは先生に言われたとおり素直に休もうか。

「げほげほ……あのさあ、今日は体調が――」

「どうした！　風邪か！　医者行くか？」

「どうしたの？　風邪？　救急車呼ぶ？」

　さすが夫婦。息が合っていた。

「いえいえいえ！　部屋で寝てれば治るから！」



　きっちりたらこマヨネーズトーストを完食してから、部屋に戻った。

　ふう、これだけよくしてもらって、しかも堂々と久く我が原はらさんとのパトロールも休めるんだから、完かん璧ぺき――

　携帯が鳴った。電話のほうだ。着メロからして、久我原さんだった。

　あ、欠席のことを久我原さんに連絡していなかった……。

　やばい、殺される……。なんとしてでも体調が悪いことをアピールしないと。

「はい、足利あしかがです。すみません、今日は体調不良で休みます」

『具体的にどこが悪い？』

　すぐさま言われて、一瞬「え～と……」と詰まってしまった。なにせ、別にどこかが悪いわけではないので。

『遅刻の言い訳が仮け病びようか。明日からちゃんと来いよ。じゃあ、今日のパトロールのキャンセル料としてアイス一週間分な』

「いえ、これには底なし沼よりも深い事情が――」

『おっと、ワタシも山やま崎さき章あき夫おに足利アキラの気持ちを伝えたい病だ』

　親に急きゆう遽きよ、体調回復したので学校行ってくると伝えて家を飛び出した。

　あれ、でも、この菌の効果って章夫にも……？



　バスでも席を譲ってもらった。菌の効果は十分だ。

　私はどきどきしながら校門までの坂を歩く。

　これで章夫が菌の影響を受けてくれれば……。

　なんてことを思っている間に、章夫のいる校門の前。

「よう、アキラ。今日も太陽が俺おれを応援するために昇ってるぞ！」

「お、おはよう、章夫。ねえ、何か変わったことってない？」

「変わったことなんてないぞ。なんせ、俺が平和を守ってるからな！」

　まったく、効いてない。いつものアホのままだ。

　やはり個人差があるのか。がっくりしながら、教室に入った。



　二年三組の教室では、今日も花か笛ふえちゃんがヘッドフォンをつけながら指揮者の練習をしていた。いつも通りの光景だ。少し変わってることといえば、ミル子こが高級牛乳『松まつ阪ざか牛ぎゆうからしぼった牛乳』を買っていることくらいか。

「おはよう。今日も相変わらずの一日の始まりだね～。ミル子こは、ちょっと高い牛乳買ってるみたいだけど」

「あ……アキラ、この牛乳あげるわ……。間違えて、二つ買っちゃったから」

　ミル子は顔をそらしながら、『松まつ阪ざか牛ぎゆうからしぼった牛乳』を差し出してきた。

　とりあえず、ミル子の額ひたいに手を当ててみた。

　熱はない。

「どうしたの？　そんなミル子って名前を根底から否定するようなことして？」

　しかし、ミル子はなおも顔を赤らめて、牛乳を突き出してくる。

　そんなバカな、『松阪牛からしぼった牛乳』はコンビニで買える一番高い牛乳じゃないか。五百ミリで三百五十円するんだぞ。だいたい、間違えて二つ買うわけない。

　おそるべし……菌の力……。

「いいのよ……。二つ買っちゃったんだから。一つあげるって言ってるの！」

　もらうとややこしいことになりそうだなと思っていると、横から、

「アーちゃん♪」

　と、花か笛ふえさんに声をかけられた。

「何、花笛ちゃん？」

　まだ違和感が消えない。花笛ちゃんも、どこかもじもじしている。

「昨日は久く我が原はら先輩のことでひどいこと言ってごめんね……言いすぎたよ♪」

　あ～。そんなことか。何も気にしてないから問題ないのに。

「ボクが本当に好きなのは……アーちゃんだけだから。あ、言っちゃった♪♪♪」

　え、今、告白された？

　脈絡なく告白された？

　なんかアクセル踏みすぎじゃない？

　待遇とか愛あい想そってレベルじゃなくない？

「ちょっと、吉よし岡おかさん、あなたにアキラなんてしょぼい人間は似合わないよ。やめといたほうがいいよ」

　そこにミル子がまた入ってくる。しょぼい人間で悪かったな。

「アキラには、私くらいがちょうどいいんだって――あっ！」

　おい、待て。

「アキラ、今度、幻の最高級牛乳、『ネッシー牛乳』を売ってる店、紹介するわ。一緒に飲みにいこう！」

「アーちゃんはボクのものだよぉぉぉぉぉ♪」

　花笛ちゃんがオペラ的な口く調ちようで宣言した。

「ねえ、そんな所有を主張されても――」

「足利あしかが、好きだ！」と突然言ってきたのは、男子の生い駒こま君。

「足利さん、遊園地のチケットが偶然二枚あるんだけど、どう？」とこれは秋あき田た君。

「それなら、こっちは水族館のチケットが二枚ある！」

「ニセチカ一日乗り放題切符が二枚ある！」

「三枚で餃子ぎようざ一皿無料の『餃子の金将』カードが二枚ある！」

　ちなみにニセチカとは地上ばかり走ってる偽物地下鉄の略。やまびこ市民の地域の足。

　まずい、菌の「効果」が強すぎる。

　気づくといつのまにか周囲をクラスメイトたちに取り囲まれている。

　一刻も早く逃げなければ。

「あ～トイレいきたくなっちゃった～。ごめんね～どいて～もれちゃう～」

　ものすごい棒読みで言いながら輪を抜けて、私は廊下に脱出した。



　本当にトイレに行くわけがない。目指すは保健室。途中、一時間目のチャイムが鳴ったが知ったことではない。緊急なのだ。

　不在なんてオチはなく、ちゃんと先生はいらっしゃった。

「田た島じま先生！　いろんな人が好意だかなんだかわからないものを向けてくるんです！」

　先生は私の顔を見て、「え！　どうして登校してるの？」って顔をした。

「むう、登校してしまったのか……と言っても、後の祭りか」

「やっぱり、昨日の菌のせいなんですね？　でも、昨日の説明のレベルじゃないです。モテモテになってます」

「そうか。研究者の中には、モテモテ菌と言う者もいるくらいだからな……」

「モロにそのものですよ！」

　効果は一時間目が終わる頃ころまで続くんだよな。今は教室には戻れない……。

「まあ、ひとまずベッドで寝ておればいいだろう」

　なるほど。人から離れてしまえば害はない。

　素直にベッドに横になった。

　だが、安眠はすぐに妨害された。

　誰だれかがベッドに入ってきたのだ。

　いつのまに？

　しかし、さほど恐怖心はない。

　なぜなら、この部屋には仁じん愛あいの教育者である田島先生がいらっしゃるのだ。

　そんな破は廉れん恥ち行為、すぐにただしてくれる。

「先生、変な人がベッドにっ！」

「小生だ」

　先生本人だった。

「少し、気になることがあってな、診察のため、服を脱いでくれないか」

「は、はあ、変な菌ですからね。でも、どうして布団に入って？」

「あ、なんならボタンは小生が外そうか？」

「えっ？」

「ほかに患者もおらんようだし、その…………小生と語り合わんか？　いや、じっとしておいてもらえれば、後は年長者の小生がえすこーとする…………その、これでも一通りの手て練れん手て管くだは修得しているつもりで……」

　明らかにモテモテ菌だ。

　ベッドの横の台には、きれいに折りたたまれた白衣が置かれている。その上に着物の帯も――――え、帯まで解ほどかれてるの？

「むう……布団の中だと上う手まく脱げぬな。胸がつかえる……」

　し、しゃれになってない。なんだ、さっきより効果が強くなってるぞ。

「あ、あのですね……いくら女同士でもそうやって服を脱いで下着を見せるような行為は儒教的にも慎つつしむべきかと……」

「ああ、それなら心配ないぞ」

　ああ、菌にかかっても恥じらいは持ってくれているのか――

「下着はいてない」

　もっとダメですよ！

　今年度最高の反射神経で、ベッドから飛び上がって逃げた！

　とにかく廊下を走る。

　どこの教室にも入るわけにはいかない。

　このまま校門から外へ出よう。帰宅すれば、母親からの過保護ライフだけですむはずだ。だが、校門は――



　ク　ラ　ス　メ　イ　ト　た　ち　に　封　鎖　さ　れ　て　い　た　。



「いい？　アーちゃんが来たら教えるんだよ！♪」

　拡声器を口に当てて、花か笛ふえちゃんが十数名の生徒を指揮していた。

　うろつく余裕もないので、近くの植えこみに隠れる……。

　ツツジの中に身を入れる。枝が痛い。あと、みの虫が顔にぶつかった。辛つらい。

　完全に孤立している。人に近づくだけでアウトでは助けも求められない。

「教室には戻っていないらしい。おそらく、校舎内じゃないな」

「よく探せ。今、サバゲ部から軍用犬レンタルの交渉をしてる」

「いいか。傷をつけずに持ってこい。傷一つにつき、指一本だ」

　私はどんな犯罪者だ！

「いいな！　何かわかり次第、ミル子こ大総統に報告するように」

「「はっ！　我らがミル子大総統！　我らがミル子大総統！」」

　ミル子、何やってるの!?

　そこに、「ざっざっざっ」とぴたりと揃そろった足踏みが聞こえてきた。

　見ると校舎のほうから生徒が続々と行進してやってくる。

　甲子園の入場かというくらいに、足を九十度まで高くあげて。

　列が止まると、先頭の男子が一歩前に出て、

「一年生部隊、ただいま到着いたしましたっ！」

　え、もう一年生全員に感染してるの……？

　そこに軍服を着た女子が飛び出てきた。

　ミル子大総統だった。

「ご苦労！　それじゃあ、ニセチカの学園前駅で検問をお願いするね！」

　ミル子大総統がねぎらいの言葉をかける。

「はいっ！　やまびこ市から一歩たりとも出させはしません！」

　交通機関にまで手を出してきたよ……。

「ありがとう！　あと、朗報。在日米軍五千人が派遣されるらしいよ。鬼に金棒だね」

　困った、地域紛争レベルになっている……。

「これで足利あしかがアキラも袋の鼠ねずみですな。我々一年生もサーチ＆デストロイの精神で頑張ります」

　破壊したらダメだろ！

　くそ、つっこみどころ満載なのに、声を出してつっこめないのが苦しい。

「では、植えこみのチェックを開始します！　皆、端から順番に、入念にやれ！」

　げ。植えこみまで捜査の手が！

　逃げ場はあるのか？　じっとしていれば、じり貧になるし……。

「そんなまどろっこしいことじゃダメ。バーナーで焼き払うの」

　大総統がえげつないことを言い出した。

　このままでは本当に殺されてしまう……。

　何かを燃やす音と焦こげついたにおいが漂ただよう。本当に焼きだしたぞ……。

　そこに、「ぱからっ、ぱからっ！」とリズムのいい音が入ってきた。

　なんだ、これ？　蹄ひづめの音？

　見ると甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎馬隊がガスバーナー部隊と向かい合っていた。

　今度は戦国時代？　「二年七組」という幟のぼりがあるから、七組らしいが。

　ああ、また加勢か。敵は増える一方で――

「あなたたち、何者？」

　ミル子こがけげんな声をあげた。あれ、仲間じゃないのか？

　黒毛の馬に乗った鎧よろい姿の武将がゆっくりと一歩前に出て、

「もう、はりまの国もせっつの国もせえあつした」

　と舌ったらずな声で言った。そういえば、なんか背が低いな、あの人。

「そちらの城主、高たか砂さご賀か子こはむだなてえこうはやめて出てくるように。そうすれば、民衆にらんぼーはしない。年貢も減らす」

　ちなみに高砂賀子というのは、ミル子の本名です。

「ふん！　偉そうに言うけど、あんたは誰だれなのよ！」

　高砂大総統がむっとして言う。

「わたしはせっつの国うみねこ友ゆう愛あい幼稚園城主――」

　先頭の武将は重そうに兜かぶとを外して、

「――東ひがし三さん条じようへるふぁいあ、もうすぐ六歳！」

　髪をくまさんの髪留めでまとめているこの子は、名門東三条家の次女、へるふぁいあちゃんだった。

　東三条家は、長らくこの学園周辺の土地を支配していた一族だ。

　これは、また話がややこしくなってきたな……。

　どうせ、二年七組の姉のヴィクトリカさんのほうが一枚噛かんでいるだろう。

「アキラのことは東三条家には関係ないでしょ。悪いけど、帰ってよ」

「かんけえはある。あなたたちは将軍家に歯向かおうとしている。そんなことさせない」

　は？　将軍家？　もしかして、私の苗字が足利あしかがだから勘違いしているのか？

「とにかく、こっちは引く気はないわ。米軍も来るんだし」

「それじゃあ、じつりょくこうし。うんしょ、うんしょ……」

　鎧姿のへるふぁいあちゃんは馬からゆっくり降りると、

「へるふぁいあぱんち！」

　と、ミル子の胸のあたりを、ちょこんと叩たたいた。

　なんだか、ほほえましい。

「ははははは！　へるふぁいあちゃん、そんな力じゃ、高校生は倒せないわよ！」

　大人おとなげなく、ミル子が笑う。本当に大人げない。

「ほらほら、自分のお姉ちゃんの味方をしにきたのかもしれないけど、帰りなさい」

　ミル子は勝ち誇った顔で、へるふぁいあちゃんの頭をなでなでする。

　だが――

「ほら、なでなで――ぶっ、あ……ｇｖｊｐさｇｖｊそあっ！！！」

　突然、ミル子この表情が悪鬼の形ぎよう相そうになり、はるか先まで吹っ飛んでいった！

「おまえは、もう飛んでいる」

　へるふぁいあちゃんが胸を張って答える。

　さすが、東ひがし三さん条じよう家。幼稚園児でもむちゃくちゃ強い。

　これで形勢が変わった。

「へるふぁいあぱんち！　へるふぁいあきっく！　へるふぁいあうらけん！」

　へるふぁいあちゃんは次々に大総統側を攻撃して蹴け散ちらしていく。

「エマージェンシー、エマージェンシー、コーション、ワーニング！　みんな逃げるよ、逃げるよ～♪」

　ナンバー２だったらしい、花か笛ふえちゃんがきれいな歌声で警報を発する。

　もう、ミル子陣営は壊かい滅めつだな。

　と、何か大きなものが茂みに向かって飛んできた。

　私はそのまま茂みの外に投げ出される。いたた……いったい、何だ？

　それは戦闘で吹き飛ばされたミル子だった。

「もう、痛いよ！　膝ひざすりむきかけたよ！」

「ごめん、ごめん――あ、アキラじゃん！」

　気づくと、周囲の目がこちらを見ていた。

　そりゃ、茂みから投げ出されれば、こうなるよね。

「将軍の一族を見つけたっ！　みんな、追いかけて！」

　後ろからへるふぁいあちゃんの声がする。

　メロスなんかより何倍もの力で走った。

　だが、敵は馬だ。勝てるわけもなく、追いつかれるというところで――

　校舎の隅から手を引っ張られた。

「何してんだよ、しばくぞ」という声と共に。

　私の上司、久く我が原はらいすみ。

「ああ、遅おせえ！　抱えたほうが速いな！」

　久我原さんは乱暴に私の腰に手をやると、そのまま私を腕に抱えた。

　俗に言う、お姫様だっこの格好だ。この場合、相手が王子では生物学的にありえないが。

　そのまま久我原さんは疾走する。制服とは違う、長い赤のネクタイをひるがえしながら。

「は、恥ずかしいですよ！」

「恥かくのと死ぬのとどっちがいい？　あと、お前、体重は何キロだ？」

「こんなときに公然セクハラですか？」

「しばくぞ。死にたくなかったら教えろ！」

　私は素直に○○キロと申告した。

「それなら、問題ねえな。このまま行く！」

　校庭内を走る最中、なんだか地面がへこむような感覚があった。

「これでＯＫだな」

　速度を落としながら、久く我が原はらさんが後ろを振り返る。

　え、まだまだ騎馬隊がやって来ますよ！

　次の瞬間、騎馬隊が地面に沈んだ。

　後続もどんどん悲鳴をあげて、消えて行く。

「まさか、落とし穴……？」

　馬の群れじゃ耐えられない程度の強度にしといた。

「敵ながら、あっぱれぇぇぇ～！」とへるふぁいあちゃんの悲鳴が響いた。



　そのまま、裏庭までやってきた。年中、人ひと気けのないところだ。

「ふう、ここまで来ればしばらくは時間が稼げるだろ」

　久我原さんはずっと走ってきたくせに涼しい顔をしている。一方、私のほうは汗だくだ。七月で夏真まっ盛さかりなのに、汗をかかないほうが難しい。

「ありがとうございます……助かりました」

「部下を見殺しにしたら、森もり本もとがうるさいからな。で、あの連中は何してたんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうそう、人に近づくとえらいことになって――あれ」

　血の気があっという間に引いた。

　まさか、久く我が原はらさんが私をここに連れてきたのって……。

　この人がモテモテ菌にでもかかったら、終わりだ。

「どうした？　落ちてるもんでも食ったか？」

「く、く、く、久我原さん。意識はちゃんとありますか？　菌に冒おかされていたりしませんか……？」

　その一言でみるみるうちに久我原さんの顔が真っ赤になる。

「お前なあ……助けてもらっておいて、人の頭の心配をするとはいい度胸じゃねえか。悪いけど、お前より二十くらい偏差値高いんだよ、こっちは……」

　あ、久我原さんは正気なのか。よかった。いや、全然よくない。見事に地雷を踏んでしまった……。

「あの、ですね……。これには訳が……」

「うん、もちろん釈明を聞くぞ――先にしばくけど」

　ですよね～。

　腕をロックされながら事情を説明した。

「ふ～ん、つまりモテモテ菌とやらで貞てい操そうの危機ってわけか」

「貞操は大げさだろって言いたいところですが、本当にそうでした」

　むしろ、命の危機なのかもしれないが……。

「ふうん、それ、チャンスなんじゃないの？」

「どのへんがいったいチャンスなんです？」

「好きなヤツと楽しくニャンニャンできるだろ」

「なんて、非倫理的な提案をするんですか、あなたは！」

　すぐに否定する。ただ、余計なことを言われたせいで、頭に章あき夫おの顔が浮かんでしまう。ダメだ、私の弱い心！

「既成事実作っちゃえば、そう簡単に断れねえだろ、山やま崎さきも」

　また久我原イズムが流入してきて、頭がたいへんなことになる。あくまで私は清純派で正攻法で……いや、そもそも章夫には効果なかったんだよな。この管かん領れいと同じく。

　選択肢がなくなったら、悪魔の囁ささやきもなくなった。

「章夫には効かなかったんですよ！　久我原さんみたいに無反応でした」

「なんだ、つまんねえな。じゃ。制限時間は一時間目が終わるくらいか。どうせ、授業になんねえだろうし、手伝ってやるよ」

　我が上司は協力を約束してくれた。

「ありがとうございます！　恩に着ます！　将来、久我原さんが誰だれかに恨まれて刺されたら、神社を建立して神として祀まつります！」

「お前、料金請求するぞ……」

　それくらい払うってなもんだ。

【全知全暴】と恐れられる久く我が原はらさんが味方になってくれたのなら、誰だれも手出しなんてできない。この勝負、勝ったようなものだ。

　しかし、私の思惑は一瞬で崩壊した。

「あれ、お二人揃そろって、グレイシー柔術の練習ですか？　それともセネガル相撲？」

　裏庭に顔を出してきたのは、十じつ哲てつNo.７、【一騎当億の令嬢】東ひがし三さん条じようヴィクトリカさん。

　由ゆい緒しよ正しい格闘貴族の生まれで、高貴なる格闘トーナメント（通称けーわん）の優勝者でもある、我が校最強の呼び声高い女性である。

　つまり、今一番会ってはいけない人だ。

「ごめんなさい、足利あしかがさん。へるふぁいあでは、足利さんを無事にお連れするという大役は果たせませんでした」

　東三条さんは丁重に頭を下げてくる。本当にお殿様か何かと勘違いしているらしい。

「今すぐ、その久我原という賊ぞくを除きますから、お待ち下さい」

　すぐに武術の構えをとる東三条さん。

「落ちぶれた足利家の再興、私がお手伝いいたします」

　勝手に、落ちぶれたことにしないでほしい。

「そして、私が妻となり、たくさん元気な跡あと継つぎをお生みしましょう」

　生めるわけあるか。

「待ってくれ、東三条。ワタシの部下を使うなら、許可を得てからにしてほしいな」

　私の前に久我原さんが一歩出る。

「足利さんを差し出していただければ、十億出しましょう」

「好きなだけ使ってやってくれ」

「買収されるの早いわ！」

「冗談だよ、冗談。そうだな、あと一時間待ってもらえれば、丸く収まるんだけど」

「あなたのような危険な方に、足利さんを一時間も任せられません」

　交渉決裂だ。

「悪いけど、ワタシはけっこう強いぜ」

　久我原さんはネクタイの首元をゆるめる。

　東三条さんと戦うしかないと決めたのだろう。

「でも、私ほど強くはないでしょう？　蛮ばん勇ゆうを悔やんで下さいね！」

　言うなり、東三条さんが消えた！　それほどまでに素早い動きだったのだ。

　気づいたときには、もう久我原さんの首をとらえようとしている。

　万事休す。

　やはり、東ひがし三さん条じようさんを倒すなんてとても……。

　だが、結果は違った。

　その直前で東三条さんの足が止まった。

　胸のあたりに久く我が原はらさんの『剣』が突きつけられていたからだ。

　でも、あんな剣、どこから……。

「なるほど、【凶器人間】の名は伊だ達てではないようですね」

「企業秘密なんで、あんまり教えたくないんだけどな」

　二人はお互いに笑いあう。殺気をぶつからせながら。

「この剣、ネクタイから出しましたね」

「ネクタイだって言った覚えないぜ。これは鞘さやだ。趣味で長いネクタイにしてるわけじゃねえんだよ」

　あのネクタイの中に剣が……？　そんな凶器、忍ばせて学園生活を送ってたのか、あの人。

　二人は再び、距離を置いて向かい合う。明らかに学校の中の空気ではない。

　今度は久我原さんがしかけた。さっと胸元に差していたシャーペンを出す。

　すると、そこから針のようなものが次々と発射される！　あのシャーペンも改造銃!?

　しかし、東三条さんはおもむろに手を出すと、その針をすべて指ではさんで止めてしまう。

「もう少し速くしてもらえないと、刺さりませんよ」

　何事もなかったかのように、東三条さんは続ける。

「こういう戦法はフェアじゃないですね。どうせ毒が塗ってあるんでしょう？」

「ご明察。ツヅラフジ科の植物毒だ」

「ああ、アフリカの部族が弓矢に塗って使ったと言われる毒ですね。骨格筋を麻ま痺ひさせて呼吸困難にして窒息死させるんでしたか」

「本来はそうだな。これは死なない程度の濃度だぜ」

　あなたたち、どういう小学校・中学校時代を送ってきたんだ。

　もしかして、さりげなく世界の危機とか本当に救ったりしてないだろうな……。

「そんな飛び道具は私の五十五式の防御方法の前には無力です。行きますよ！」

　再び、東三条さんが突撃する。

　すぐさま、キックが久我原さんの胸のあたりを狙ねらおうとする！

　久我原さんは足を上げてカウンターの姿勢に入る。

　しかし、威力だけなら圧倒的に東三条さんのほうが上――などと思っていたら、今度は久我原さんの靴から刃のようなものが飛び出てきて……。

　すぐさま東ひがし三さん条じようさんは、後ろに回避した。

　一歩遅れていれば足の腿ももを縦に切り裂かれていただろう。

「どこにでも仕込んであるんですね、まったく……。もしや裏うら伊い賀が流りゆうの忍者の末まつ裔えいですか？　裏伊賀流は『忍しのび』とは残忍に生きることであると解釈した外げ道どうの連中です。あまりにも行いが卑ひ劣れつすぎるために、本家の伊賀からも追放されてしまったアウトサイダーの中のアウトサイダーです。江戸幕府の命を受けた忍者たちによって滅び尽されたはずですが……」

　おなじみの東三条さんの行きすぎた解説も、いつもより走っている感じだ。いくらなんでも、そんな忍者なんてものじゃ――

「惜しいな。正しくは、裏伊賀流のさらに裏の底伊賀流だ。いや、底伊賀流だったものか。裏伊賀も底伊賀も呪じゆ術じゆつを使う連中の力を取り入れようとして逆に滅ぼされた」

「そうですね、むしろしゃくなげ流なぎなた術の動きを取り入れているように見えます」

「違う、インドの古代武器のバジラの型だ」

「久く我が原はらさん、あなた、何者なんですか！」

「黙ってろ、しばき殺すぞ」

　ありえない目つきで睨にらまれた。この世のものじゃなかった。絶対、寿命が縮んだ。

　もう、徹底して傍観するしかない。

　なんというか、イタズラ半分に魔方陣描いたら高位レベルの悪魔が出現！　日本が終わっちゃう！　って気分だ。

　その後も、ありえない（正しくはありえてほしくない）戦いは長きにわたって続いた。

　久我原さんはまだまだ武器を隠し持っていた。スカートの中にはナイフが数本。下着の中にも何か入れていたようであるし。こちらで確認できなかったものを合わせると、どれだけあるかわからない。

　なかには、毒蛇とか体のどこに用意していたか意味不明のものや、空を飛んでるトンビが頭上からフォークを落として来るとか、変則的なものまであった。

　おそらく実力的には、東三条さんのほうが上なのだが、すぐに新しい隠れ武器が登場するため、攻めきれないという印象だ。

　これでトドメか？　と思っても、久我原さんはその都度「誰だれが尽きたって言ったよ？」と笑って、新たなウエポンを出してくるため、決着がいっこうにつかない。

「はぁはぁ……本当にどれだけ用意してるんですか！　こんなおかしな勝負は初めてです！」

　さすがに何十も武器に対応していると、東三条さんも疲れてきたらしい。

「これが、ワタシ流のやり口、『手の内を小出しにする』戦法だ。少年誌の漫画とか、秘密兵器を持っている間は、決着がつかないだろ。あの方法論を使っているわけだ」

　なんて、面倒くさい戦法だ。

「ちなみにワタシの武器はポ○モンの数より多い。だけど……今日は平日だからそろそろストックがやばいな……」

「ならば、いいかげん終わらせてもらいますね」

　東ひがし三さん条じようさんが今までと違う構え方になる。

　手をだらんとリラックスさせたような格好だ。

「そうか、やっと本気になったみたいだな」

　久く我が原はらさんの目の色も変わる。

「まさか学園で、この力を使うことになるとは思いませんでした。東三条家が五十三代受け継いできた術式、『関かん白ぱく仙せん幻げん』を」

「なら、ワタシもルールの線からずれさせてもらおうかな」

　あれだけ、変な戦い方をしておいて、まだ懲こりてないのか……。

「せいぜい大口を叩たたいて下さい。小手先の技では勝てないのですよ！」

　東三条さんが全力で突撃してくる。

　久我原さんもそれに応じて、突っこんで行く。

　まさかのカウンター狙ねらい？　一撃必殺？　自殺行為だ！

　烈風が起こる。

　東三条さんの足が久我原さんを襲う。

　久我原さんは同時に前方にジャンプ。東三条さんの肩の上を回転する。

　最初の攻撃は回避。だが、それでは後の動きにムダがありすぎる！　追撃されておしまいだ！

　久我原さんが回転越しにできたことといえば、東三条さんの首筋に手を触れることくらいで……。

　しかし、東三条さんの攻撃の手はやんだ。

　殺気もどこかにいってしまった。

　むしろ、そのままうずくまってしまっている。

「あふぅ……あひぃ……」

　弱々しい声をあげる東三条さんの横で、久我原さんがため息をついた。

「調査どおりで助かったぜ」

「あの、これは何が？」

「東三条の弱点は、うなじなんだよ」

　は？

「うなじを触れると、しばらく動けなくなるんだ。いろいろと感じるらしい。ほら」

　べたべた、東三条さんのうなじを触る我が上司。

「うっ……やめて下さ……あっ……んっ……」

　長い髪を振り回して、うめく東ひがし三さん条じようさん。無意味にエロいぞ。

「しかし、どうしてこんな情報を？」

「森もり本もとから聞いた」

　やっぱり、恐ろしいな、局長……。

　しかし、これで敵はほぼいなくなった。

　あとは残り時間を耐え抜けば――

「見つけたわよ、アキラ！」

　そこに顔を出してきたのは、包帯を体に巻きまくっているミル子こ大総統。

　その後ろに、奥が見渡せないほどの人の山、山、山。文であらわすと、

　人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人って感じだ。

「緊急召集した、やまびこ市民の皆様一万五千人がアキラを奪還するわ！」

「足利あしかが、お前は先に逃げろ。ここはワタシが食い止める」

　久く我が原はらさんは真面目まじめな顔でネクタイから剣を取り出す。

「さすがにこれは時間稼ぎしかできなさそうだからな」

　表情が険けわしい。久我原さんの顔からすっかり余裕が消えた。

「え、でも久我原さんだけ置いていくなんて……」

　そんなの見殺しと一緒だ。

「バカ野郎、時計をちゃんと見ろ。あと十分くらい耐えれば、こいつらは元に戻る。それまで逃げたら勝ちだろうが」

　いつのまにかずいぶんと時間が経たっていた。残り十数分。

「どうせ、どこにも逃げ場はないわ！　東西南北の校舎は四つともふさいだからね！」

　ミル子は完全に勝ちを確信している。そして、こっちには勝てる算段がない。

「旧校舎はあいてるんだな」と久我原さんが小声でつぶやいた。

　局長室以外、何にも使われていないオンボロ棟。

　前を久我原さんが三十秒でもとどめてくれるなら、旧校舎に逃げこむことはできる。

「ほら、早く行け。お代はジュース五本だ」

　極限状況で久我原さんが微笑ほほえむ。

　これ以上、迷惑はかけられない。

　久我原いすみは過保護だ。絶対に私を守ろうとするだろう。

「行ってきます！」

　だから、私は振り返りもせずに、駆け出した。



　旧校舎は本当に見張りの一人もいなかった。

　もし、局長がモテモテ菌にかかっていなければ、局長室に逃げこめば完かん璧ぺきなのだけど。

　お菓子のことしか考えてない局長なら菌も無力化できそうなのだが。

　とにかく部屋の前まで行ってみようか。

　ホイホイに誘われるゴキブリのように、薄暗い廊下をきしませながら二階に進む。

　局長室の前にはこんなプレートがかかっていた。



『私は足利あしかがさんよりお菓子のほうが好きです。久く我が原はらさんから話は聞きましたむしゃむしゃ。森もり本もと森もり』



　どうやら、安全らしいと感じ、引き戸をノックした。

　クイズなしに引き戸があいた。

「お疲れ様です。今回はクイズは省略しましょう。かりかり」

　局長はいつも通りの調子で『じゃがっこ』を食べていた。

「局長、ありがとうございます。助かりました」

「詳しいことは知りませんが、一時間目が終わるまであと十分もありません。このまま、ここにいて下さい。かりかり」

　なんとか最後がチェックメイトということは防げた。

「でも、のんべんだらりと待つのも芸がありませんから、クイズをしましょうか。かりかり」

「クイズ？」

「はい、私が二択の問題を出します。正解したら、足利さんのお望みをひとつかなえてあげます。間違えたら、私の望みをひとつ聞いてもらいます」

「まあ、二択なら難しい問題でも半分の確率で当たりますしね。いいですよ」

「では、問題です。

　久我原さんは無事に一万五千人に勝った、○か×か？」

　局長の顔には悪魔のような笑みが張りついていた。

　なんて問題を出すんだ、この人は。

「さあ、好きなほうを選んで下さい、久我原さんの部下の足利さん」

　局長の本意はわからなかったが、答えは最初から決まっていた。

「○です。久我原さんは勝ちます。どんな数が相手でも」

「そうですか、正解はこれです」

　ゆっくりと局長は私に近づくと――

　がちゃりと手錠をかけた。

「えっ、これは！」

　言う間もなく、両手を拘束され、足にまで拘束具をかけられる！

「正解は×です。世界一の剣豪でも一万人には勝てません。決して」

　ああ、局長も菌に冒おかされていたんだ……。

「なぜか朝から足利あしかがさんのことが好きなんです。今、食べている、この『じゃがっこ』の次くらいに好きです」

「ジャガイモ以下ですか！」

　人間扱いされてないぞ、もはや。

「失礼ですね。お菓子ほどおいしくて食べたくなるものなんて、世の中にそうはありませんよ。たとえば、奴隷制度・お菓子・核兵器からどれかを選ぶとすれば、お菓子をみんな選ぶはずです」

　局長にとっては大おお真面目まじめらしい。お菓子と核兵器を並列に並べる人、初めて見た。

「ですが、今日は足利さんのことも食べたい気分なんですよね、かりかり」

　妖よう艶えんな笑みを局長は浮かべる。

「お子様には似合わない発言ですよ！　やめて下さい！」

「これでも足利さんより年上なんですよ。さて、私からの要求ですが、『じゃがっこゲーム』をしてもらいます」

　神妙な面おも持もちで局長は一本のじゃがっこを引き抜いた。



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃがっこゲーム？」

「はい。二人がじゃがっこの両端から、かりかりかじっていきます。だんだん口が触れ合いそうになります。そこで怖くなってじゃがっこを折ってしまったほうの負けです。一種のチキンレースですね。

　もっとも、この場合、拘束された足利あしかがさんのほうから食べるのは難しいですから、私の口が近づいてくるのに、どこまで足利さんが耐えられるかという勝負になりますが」

　また、たちの悪いゲームを考えてきたな。

「そんなの、私はわざと負けますよ」

「もし、負けたらもっとひどい罰ゲームをしてもらいます」

　負け逃げは許さないってことか……。

「その代わり、もし私が負けたら、罰を受けましょう。その後に足利さんも解放してあげます。あくまで、これはゲームですからね。ふぁい、あふぃかがさん、どうほ」

　抗あらがいきれずに、私も口にじゃがっこのスティックを入れる。

　十五センチほど先に局長の顔がある。

　当たり前だが、記録更新の近さだ。

「いふぃます！」

　局長は目をつぶって、じゃがっこを食べ進めてくる。顔がだんだんと接近する。十五センチ、十四センチ、十三センチ……。

　私も目を閉じる。

　どうする？　ここはひと思いに折ってしまうか？　だが、そうなれば罰が待っている。でも、このまま放ほうっておいても、局長がキスを断念してくれる保証はない。

　その間にも距離は縮まっていく。十センチを切ったかもしれない。

　もういい。こうなったら覚悟を決めてやる！

　私は目を開く。

　そして、自分からもじゃがっこを食べていく。

　唇と唇がくっついたら、それはそれでいい。全部、菌が悪いのだ。知るか！

　だいたい、久く我が原はらさんが私を命がけで守ろうとしてくれたのだ。

　唾だ液えきが多少どうなったところで、たいしたことじゃない！

　あっという間に唇同士の距離はゼロになりそうだ。

　でも、私が迫ってくることに局長はひるむ。

　あと、四センチ。まつ毛とまつ毛がくっつきそうだ。

　三センチ。局長は怖くなって目をあけてしまう。

　それが局長の敗因だ。

　ぽきり。

　間近にある私の顔を見て、局長はじゃがっこを噛かみ切ってしまった。

「私の勝ち、ですね……」

　命を捨てたつもりで戦ったのが功を奏した。

　やっと自分の力で活路を見み出いだせた。久く我が原はらさんに頼らずに。

　さあ、呪のろいが解けたら、すぐに久我原さんのところに行かないと。

「負けてしまいました」

　がっくりと局長は肩を落とす。

「では、約束通り、解放して下さ――」

「その前に私が罰ゲームを受けないといけません」

　局長は机の後ろにある冷蔵庫まで行くと、何かを取り出した。

　出てきたのは、百円のカップアイス。

「罰として、このカップアイスを足利あしかがさんに…………ぁげます」

「え？　ちょっと聞き取れなかったんですが」

　今、局長の口から信じられない言葉が聞こえたような。

「足利さんに…………で…………あげます」

　私にくれる？　もしかして、そう言った？

　あのお菓子に目のない局長が、まるまる一個カップアイスを差し出すなんて！

　地球最後の日が来たと言われても信じてしまいそうだ。

「もちろん……足利さんがいらないというならやめておきますが……」

　局長は顔を赤らめている。それほどまでにお菓子を人にあげるのは苦痛なのか。

　あの局長からお菓子をもらう。それも、飴あめの袋から一個とかではなく、一個まるごともらう。たぶん、『当局』始まって以来のことだ。

「是非いただきましょう」

「わかりました。本当に恥ずかしいですが、やむをえませんね」

「恥ずかしい？　あれ、そんなことおっしゃってましたか？」

「はい。足利さんにカップアイスを…………で…………食べさせてあげますと」

　なるほど。お口にあ～ん、をやってくれるということか。それは確かに羞しゆう恥ち心しんを刺激する。罰ゲームとしても正しい。

　まあ、これくらいなら冗談の領域で、許されるだろう。

「じゃあ、どんと来て下さい！」

　どうせ、後は拘束を解ほどいてもらって、この局長室で菌がダメになるまで待機していればいいだけだ。多少は遊んでも――

「それでは、まず私が口に入れますね、むしゃむしゃ」

　ふたをあけるなり、局長は木のスプーンでアイスを自分の口に入れた。

　あれ？　何かおかしいぞ？

　私に食べさせてくれるんじゃなかったのか？

　そういえば、「食べさせてあげます」の前に何か言葉が続いていたような……。

「あの、もう一度ゆっくりとさっきの言葉を復唱してもらえますか？」

「何度も言わせないで下さい……。足利あしかがさんに……カップアイスを……口移しで……食べさせてあげます」

　口移しで。くちうつしで。クチウツシデ。

　カップアイスを口移しで。

　もしかして、もしかしなくても、私は何か致命的なことを了解してしまったのではないだろうか？

　もう一度、局長はアイスを口に入れた。

「罰ゲームですから、足利さんの言うとおりにしますね。冷たいアイスをどうぞ」

　ゆっくりと局長がこちらに寄ってくる。

「あの、局長、さっきのは間違いで……。クーリングオフ？」

「こんなところ見られたら、生きていけません。でも、罰は罰です。局長に二言はありません。『当局』トップが何度も言葉をたがえれば、誰だれも私のもとについてこれなくなってしまいます。私は局長としての誇りを持ってどんな罰を受けます！」

「そんな職務専念義務なんていりませんよ！」

　口を半開きにした局長が、こちらに……。

　ホラーだ。ホラーすぎる。

「局長、お願いですからやめて下さい！　お慈悲！　お情け！」

　でも、局長は聞いてなどいない。

　ああ、だんだんと局長の体温が伝わってくるような距離に……。

　両親、祖父母、ご先祖様一同、足利アキラは大切なものを失ってしまいそうです。



「そのへんにしとけよ」



　局長の手にあるカップアイスに、爪つま楊よう枝じがぶすぶすと刺さった。

　その目が私の後ろの誰かに向けられる。

　といっても、こんなところまでやってきて、局長にタメ口をきける人間なんてこの人くらいしかいない。

【全知全暴】の管かん領れい、久く我が原はらいすみ。

　なぜか紙袋を持って登場。また、怪しい武器が入っているんだろう。

「森もり本もと、その罰ゲームは無効だ。だって、ワタシは一万を相手に負けずにここまで来たんだからな。勝負は最初からお前の負けだ」

　久く我が原はらさんは大おお股またで部屋の真ん中まで入ってくる。

　阿あ修しゆ羅ら像ぞうみたいな、怒りと美しさが混ざった表情で。

「久我原さん、ご無事だったんですね！」

「面倒だけど、部下の貞てい操そうを守るのも上司の仕事なんだよ。後でジュースおごれよ」

　いつもの悪い目つきで【全知全暴】の上司は答える。

「はい、２リットルペットボトルを買ってきますよ！」

　私は花か笛ふえちゃんが言っていた言葉を思い出す。

　久我原さんはきついことを言ってるみたいでも、ちゃんと部下のことを見守っている。

　部下のピンチにはこの人は必ず現れる。

「盗聴されていたようですね。しゃりしゃり」

「お前のほうこそ、どれだけ監視カメラ、学園に置いてんだよ」

「本当にあなたほど恐ろしい職員はいませんよ」

「こっちも、いつ局長に粛しゆく清せいされるかとガクブルだぜ」

　局長と管かん領れいは顔を見合わせて笑う。

「じゃあ、悪いけど、数分だけ足止めさせてもらうぜ」

「管領に何ができますか？」

　お互いにやる気だ。局長にどんな力があるのか不明だが、あの顔は秘策があるということなのだろう。

「森もり本もと、お前は菌のせいで、これで動けなくなる」

　久我原さんは持参していた紙袋に手を突っこんだ。

　今度はいったい、どんな秘密道具が？



「足利あしかがの水着だっ！」



　へ？　私の水着？

「お前のクラスに侵入して頂ちよう戴だいしてきた。さあ、森本、食らえ！」

　久我原さんは局長に水着を投げる。局長はそれをキャッチして――抱きしめる。

「ああ……これが足利さんの水着……」

「やめて下さい！　局長、ヘンタイにもほどがあります！　もう、恋愛とか菌とかそういうの超越してます！」

「はあ……はあ……はあ……はあ……はあ……はあ……これ、着ていいですか？」

「いいわけないですっ！」

「はあ……はあ……はあ……では、この上にアイスクリームを乗せてしゃぶるのは？」

「上級者すぎて、ついていけませんよ！」

　久く我が原はらさんがぽんぽんと肩を叩たたいてきた。

「大丈夫だ。水着は新しいのを買えばいい」

「そういう問題じゃないです！」

　そのとき、一時間目終了を告げるチャイムが鳴った。

「……………………あれ、私はどうして水着を抱きしめているんでしょうか？？？」

　かろうじてタイムアップ。

　私（の水着）は助かった。



●　●　●



　その後、私と久我原さんは安全確認のため、田た島じま先生の保健室に行った。

「足利あしかがさん、さっきはすまない。前後不覚のあまり、はしたない真ま似ねをした」

　田島先生は完全にうなだれている。裸になりかけたくらいだからな……。

「もう、時間的に菌も死滅しておるから、問題はないはずだ。まったく、迷惑をかけた。おそらく、大半の人に追いかけられたと思うが、大丈夫だったか？」

「ええ。追われまくりでしたけど」

　私は後ろの上司を一目見てから

「乱暴な用心棒に救われましたから」

「お前、助けてもらったら素直に感謝しろっての。しばくぞ」

　また、腕をキメられた。いたた……これくらいの冗談、大目に見てよ。

「ふむ。そうか、そうか。身近に効果の範囲外の人がいて、よかったな。それだけ人望が厚い、温おん厚こう篤とく実じつということだ。快かい哉さい、快哉」

　先生は楽しそうに微笑ほほえんだ。

「え、人望なんて関係あるんですか？」

「そうか、説明しておらなかったな。通称モテモテ菌は、最初からその人に特別な感情を抱いている相手には効かないのだ」

「は！　何ですか、その設定は……！」

　私はぞっとしながら、後ろを振り返る。

「な、何見てるんだよ、しばくぞ……」

　さすがに久我原さんもこれにはきまり悪いらしい。

　だが、こっちはむしろ気色悪い。

「特別な感情って、どうやって殺そうか始終考えているとかじゃないですよね……？」

「お前、今すぐ殺すぞ」

　そんな私たちのやりとりを、田た島じま先生は教師の目からほがらかに見守っていた。

「ほら、久く我が原はらさんは、こうやって後輩のことを気き遣づかっておるのだ。足利あしかがさんが言っていたみたいに、性情が悪だなんてことはないのだ」

　信じられないが、信じるしかないんだろう。私はずっと久我原さんに助けられて、今日を乗り切った。信じたくないが、久我原さんは部下思いのやさしい先輩なのだ。信じたくないが。

「なあ、ところで足利」

　ぽんと後ろから肩に手を置かれた。

「はい、何でしょう？」

「お前、保健室でワタシのことをどんなふうに話してたんだ？」

「あ、しまった」

　だんだんと肩に力が入ってくる！　痛い、痛い！　もげる！

　まさか、保健室の中でケガしそうになるとは……。本当に言葉には気をつけよう。

　あれ、そういえば、もう一人、誰だれかモテモテ菌が効かなかった人がいた気がする。

　花か笛ふえちゃんにも効いたし、ミル子こは大総統やってたし、局長も感染したし、親も親バカになったし、ええと誰だっけ？

　あ、やっと思い出した。

　章あき夫おだ。山やま崎さき章夫。

　あれ、じゃあ、まさか章夫って、私のことを…………。

　まあ、久我原さんみたいに恋愛感情以外ってオチなんだろうけど。

　それでも、もしかしたら。

　もしかしたら。

「顔にやけすぎてキモいぞ」

　部下想おもいの暴君があきれた顔で言った。
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第四話　足利あしかがアキラは嫉しつ妬とする。



　きっかけは東ひがし三さん条じようさんの、

「せっかくの夏なんですし、水泳勝負でもしませんか？」

　の一言だったという。

　私はよく知らないのだが、十じつ哲てつたちは学期末に一度、「哲人会議」という会合をひらく決まりになっている。

　ただし、会合と言っても議題なんてものはなくて、現在では同僚同士、お茶でも飲みましょうという懇親会的なものらしい。つまり、十哲によるお茶会である。

　その席で、「せっかく集まったんだし、何かゲームでもやりたいわよね」みたいなことを芝し蘭らんさんが言い出した。あの人なら、いかにも言いそうだ。

　そこで、東三条さんが上記のように発言したのだ。学園の茶道部が立てたお茶をずずずとすすりながら。

　この言葉にまず血の気が多い連中が反応した。

　トップバッターは芝蘭さんだ。

「面白そうね！　まあ、私のいるチームが勝つのが、ひみあか、火を見るよりも明らかだけど！」

　次いで、章あき夫おが、

「よっしゃ！　ヒーローの泳ぎっぷりを見せてやるぜ！」

　と、さほど水泳が得意というほどでもないのに偉そうに叫んだ。

　さらに甘南備かんなび君が、

「ヴィクトリカちゃん、最高！　もちろんみんな水着だよね！　女子率が高い十哲に乾杯！　酒しゆ池ち肉にく林りん！」

　と、大変よこしまな理由でプッシュした。

　提案者の東三条さんを入れて、これで四票。

「ふむ、体を活発に動かすのは健康にもいい。高校生の遊びとしても健全だ」

　田た島じま先生も賛成に投じた。自分の水着姿が男子生徒に不健全な妄想を抱かせることには、きっと気づいていないだろうが。

　新十哲の火か燐りんちゃんは「はははー、なんだか楽しそうだね～」と軽いノリでＯＫした。

　これで六票。過半数を取った。

　だが、反対意見もあった。

「私は嫌ですね。『当局』の仕事がありますし……ばりばり」

　森もり本もと局長はお茶受けのお菓子を食べながら、ほっぺたをふくらませた。

　これはお菓子を口に詰めこみすぎてるせいではなくて、あくまで不満のせいだ。

「はっ。どうせ、お前は運動が苦手なだけだろ！」

　章あき夫おがぐさりと余計なことを言った。本音をズバリ。

　局長は運動神経がよろしくない。

　そりゃ、一日中局長室で座っていたら誰だれだって体がにぶる。しかも局長は体が小さい。

「そ、そんなことありません……ばりばり」

　局長は一応否定した。あまり、こういう子供っぽいことはしない人なのだが、章夫の前だけは別なのだ。

　章夫と局長。この二人は犬猿の仲、ライバル、好敵手。

　なにせ局長からしてみれば、勝手に学園の平和を守るとか主張してる章夫は『当局』の妨害行為に映るし、章夫からすれば、裏で何をやってるかよくわからない『当局』は正義の味方に見えないらしい。

　というわけで（実績は局長のほうが百五十倍くらいあるが）この二人はよく張り合う。

　で、こうやって局長を攻撃できるチャンスがあると、章夫が突いてくるのだ。

「ウソつけ。お前、椅い子すに座りすぎて体が硬くなってるんだろ」

「そんなことありません。実は私は軟体動物のように体がやわらかいんです、ばりぼり」

「それともお菓子の食べすぎで――あれ、俺おれのお茶受けがない」

「ああ、それならいらないと思って、いただきました。ばりぼり」

「お前、警察機関のくせに泥棒すんなよ！」

「お菓子好きの私に食べられたほうが、このお茶受けも幸せです！」

「どこまでもムカつくヤツだな、お前は……」

「あら、珍しく話が合いますね。私もムカついてます」

「じゃあ、出場しろよ、お前も。それで決着をつけようじゃねえか」

「の……望むところです」

「よし！　チーム戦ならお前も得意の戦略で戦えるだろ、文句ねえな！」

　東ひがし三さん条じようさんが「いいですね、やりましょう！」と手を叩たたいた。

「賞品は東三条家から出しましょう。行きつけの料亭のお食事券十回分でどうですか？」



　――ということがあったらしい。

「まったく！　あの山やま崎さきという人は失礼ですねえ、ぷんすかむしゃむしゃ！」

　局長は怒りながら、今も『平へい家けパイ』を食べている。

　場所はもちろん局長室。さっき、呼び出された。

「まあ、章夫も子供ですからねえ……」

　私は局長の「盗撮」していた「哲人会議」を見つつ、ため息をついた。

　結局、七人の賛成ということになり、十じつ哲てつ水泳対決は決定した。

　ちなみに、偏へん屈くつ者ものの鹿子かのこ木ぎさんだけが反対。花か笛ふえちゃんは美しい子守歌を寝言としてつぶやきながら寝ていたので棄権扱い。水みず谷たに学園長は、表面上いないことになっているので出席不可能。

「ま、頑張って泳いで下さいね～」

　私は他人事のように言った。事実、他人事だし。私は十哲じゃないし。

「あら、どうして足利あしかがさんをお呼びしたと思っているんですか？」

　局長は何かうろんなことを言って、テープの再生ボタンを押した。



章あき夫お「勝負は五人ずつに別れてのリレー方式だな」

森もり本もと「でも、十哲No.０の水谷さんは永久欠番ですよ。奇数でどうやって戦うんですか」

章夫「そこは一人くらい代理入れればいいだろ」

東ひがし三さん条じよう「誰だれか、適当な方はいらっしゃいませんかね？」

章夫「う～ん、ここでスポーツが得意すぎるヤツを入れたら、フェアーじゃないしな……あ、そうだ、アキラはいいんじゃないか？」

森本「あら、けっこう、いいこと言うじゃないですか、ばりぼり」



「――ということです」

「『ということです』じゃないですよ！　なんで私が！」

「でも、満場一致でしたよ。ほら、十哲全員と面識のある生徒って珍しいですし」

　なるほど。そういえば、私はなんだかんだで十哲の知り合いが多い。

　だからって、十哲の中に混じって泳げというのは勘弁してもらいたいのだが……。

「山やま崎さき君、私のチームは負けませんからね！　首を洗って待っていて下さい！」

　局長みたいにやる気にはなれない私だった。



　そして、水泳対決当日。

　目もくらむほどの真っ赤な七月の太陽が燃え盛さかるなか、プールに十人が集まった。

　その周囲を大勢の観客が取り巻いている。

　みんな暇なんだなと思ったが、漏れてくる声を聞いて目的がすぐにわかった。

「やっぱり、先生の水着姿、やばいよな」

「胸出すぎだって。着やせするタイプって本当だったんだな」

「鹿子木先輩も相当なもんだろ」

「いや、バランスが取れてるって点なら、東三条も！」

　やっぱり、不健全な目的で生徒が集まってきてるな……。

　これなら入場料でも徴収したほうがよかったんじゃないか。

　ルールは一人五十メートルを泳いでいくリレー形式。二十五メートルプールの端まで行って、戻ってきたら次の走者にタッチ。合計二百五十メートルを先に泳いだ組の勝ちだ。

　泳いできた人にぶつかると危ないので、第一走者以外は飛びこみは禁止。プールの中で待機して、必ず前の走者の手に触れてから泳ぎ出さないといけない。

　それで肝心のチームだが、これから発表される。

　作成は会議で寝ていた花か笛ふえちゃんだ。

　これは寝ていた人間に押しつけたわけでは断じてなく、利害の関係ない人間にチームを作らせて、公平を徹底するためだ。

　花笛ちゃんが大きな紙を持って、やってきた。

「じゃあ、今から発表するよ～♪」

　章あき夫おも局長も固唾かたずを飲んで見守っている。

　そりゃ、そうだ。自分のチームに誰だれが入るかで勝負の行方は大きく変わる。いくら局長が遅くても、同じチームに東ひがし三さん条じようさんがいれば、それくらい十分カバーできるだろう。

　果たして、章夫チーム、森もり本もとチーム、どちらが選手に恵まれるか。

「じゃじゃ～ん！　これがチームだよ！♪」

●奇数チーム

第一走者　No.１　天てんノの下した芝し蘭らん

第二走者　No.３　甘南備かんなび周参見すさみ

第三走者　No.９　田た島じま三さん省せい

第四走者　No.５　物理ものろい火か燐りん

アンカー　No.７　東三条ヴィクトリカ

●偶数チーム

第一走者　No.２　鹿子かのこ木ぎ鵺ぬえ子こ

第二走者　No.６　吉よし岡おか花笛

第三走者　代理　足利あしかがアキラ

第四走者　No.４　森本森もり

アンカー　No.８　山やま崎さき章夫

「へ～、私は偶数チームかあ……って、おかしい！」

　章夫と局長が同じチームになってるぞ！

　どうして、こんな事態が発生したのか。

「え？　チームを決めるってことしか聞いてないけど？♪」

　そうか。寝ていた花笛ちゃんには水泳対決の目的すら知らなかったのだ。

　これには東三条さんも頭をかかえていた。

「いまさら、組みなおすのも興ざめですし、このままやるしかないですね……観客も多いですし……」

　あの二人はどんな顔しているのかと思っていたら、早速口ゲンカになっていた。

「なんで、お前と同じチームなんだよ……」

「その言葉、そっくりそのままお返しします、ぺろぺろ」

「森もり本もと、お前がどれだけ遅れてもアンカーの俺おれが抜いてやるから安心して泳げ」

　海パン一丁の章あき夫おは憮ぶ然ぜんとして腕組みしている。どう見ても好意的な態度ではない。

「ふん！　あなたに頼るまでもないほどの戦いをしてあげます。ぺろぺろ」

　局長は天敵の章夫を前にして明らかにごきげん斜めだ。まゆをへの字にして、アイスキャンデーを舐なめている。

　本日の局長は珍しく、野外でしかも水着である。まあ、服を着たまま泳ぐわけにもいかないから当たり前だが。なお、水着は学園指定のいわゆるスクール水着。

　それにしても、局長ほどスク水の似合う体型の女子高生も少ないのではないか。凹おう凸とつがなく、しかも背が低い。あまり言うと怒られるから黙っているけど。

「あなたこそ、アンカーなんて大役がつとまるんですか？　それとも有能な人から先に泳いでいくというルールなんですかね、ぺろぺろぺろぺろ」

「四番手の自分をおとしめてまで俺を攻撃するな。あと、ぺろぺろうるさいんだよ！」

「私は有能だから二つのことくらい同時にできるんです！　ぺろぺろぺろぺろ！」

「お前は子供か！」

　延々と応酬は続く。なんで、ここまで不仲なんだろう。

「アーちゃん、一緒に頑張ろうね～♪」

　ある意味、戦犯の花か笛ふえちゃんに声をかけられた。

　名前の通り、花柄模様の水着だ。

「そうだね。頑張ろうね。いきなりチームメイトがケンカしてるけど……」

「あ～、ほんとにあの二人、仲がいいね～♪」

「え、何言ってるの？」

　あの、章夫・森本ペアが仲がいいと？

「だって、ケンカするほどなんとやらっていうよね。あの二人、息がぴったり合ってるよ。きっとアカペラで上う手まくハモれると思うよ～♪」

　ヘッドフォンに手を当てて、自信満々に花笛ちゃんは言った。

　まさか、あの二人がいい関係……？

　視線を前に戻すと、冷戦中だった局長と章夫がほっぺたをつねりあっていた。

「早くヒーローなんて引退して、平凡な男の子に戻って下さいよ」

「お前こそ、早くその権力の座を手放して、普通の小学生に戻れ」

「また、背のことで侮ぶ辱じよくしましたね。将来、あなたの法令違反を見つけて、絶対逮捕してやります」

「おっと、今の問題発言だな。録音機材がないのが残念だ」

　心からいがみあっていたら、ほっぺたなんてつねれるだろうか？

　実は局長は章あき夫おのことを――いや、そんなことない！

　首を振って、妄想を打ち消した。

　勝負に集中しよう。

　しかし、五人のうち、ケンカ中が二人、私と花か笛ふえちゃんはそんなに運動が得意なほうじゃない。鹿子かのこ木ぎさんにいたっては、プールサイドで干ひ物ものみたいに寝そべっている。

　一方、敵チームは武道の達人で運動神経も抜群の田た島じま先生に、ご存じ最強の格闘家の東ひがし三さん条じようさんまでいる。

　こんなので勝てるのか？

「いや、意外といい勝負になるかもしれんぞ」

　どこからか、声が聞こえてきた。どこだ？

　目を周囲に動かして、三秒後に答えがわかった。

　頭上に、ブラウスにスカートの女幽霊が浮かんでいた。

　生前からカウントすると今年で学園長歴九十九年目の水みず谷たに学園長だ。

「何しに来たんですか？」

　周りから見ると、空に話しかけているように見えかねないので、小声で話す。

「吾われの代理がちゃんとやりおるかのチェックじゃ。しっかりやるんじゃぞ」

「まあ、やる以上は真面目まじめにやりますけど、勝てるかな……」

「いやいや、案外競せるかもしれんし、勝負は最後まで何があるかわからんからの」

「あれ、今日は珍しく教育者らしい一般論ですね」

「吾をなんだと思っておるのじゃ。内ない申しん下げるぞ。あと別に教育者らしいことを言ったつもりはない。吾の実感じゃ。これはいい勝負になる。決め手になるとすれば、チームワークじゃな。仲間割れをしたほうが負けるじゃろう。おお、いいこと言った」

　上から目線で、学園長はうむうむとうなずいている。実際、浮いているから上から見下ろす目線なのだが。

「仲間割れも何も、たかが水泳のリレーでケンカなんて起こらないでしょ」

「むふふ、青いのう。さすが未成年じゃ。未来の白はく地ち図ずじゃ」

「なんか、イラっとくるんですけど」

「まあ、自分で気づくことじゃな。それもまた勉強じゃ。さて、試合の前の校歌斉唱も、ちゃんと歌うんじゃぞ。吾の作詞作曲じゃからな」

　言いたいことを言って、学園長は消えた。チームワークねえ、むしろ個人の能力の差でリレーって勝負が決まりそうだけど。

　放送が入るときの、「がちゃっ」という音がした。校歌だな。

　何か行事があると、私立御お伽とぎ坂ざか学園では、校歌を歌うきまりになっている。

　はっきりいって、変な歌です。



　♪　♪　♪



御伽坂学園校歌

作詞作曲　学園長



ポイント二倍　ポイント二倍　毎週火曜はポイント二倍うれしい　たのしい　ポイント二倍　財布もにっこり　ポイント二倍友情もポイント二倍　努力だってポイント二倍　力を合わせてポイント五倍いつの間にやら豊かな心　我らが　我らが　御伽坂学園



　♪　♪　♪



　変な曲でしょ？

　百年前の曲のはずなのに、いまだに新鮮さを失っていない。悪い意味で。

　最初からこの校歌を知っていたら、入学をためらったかもしれない。

「何度聞いても斬新な校歌だよね～。この校歌を聞いて、ここなら好きな音楽ができるかもって思って入学を決めたんだ～♪」

　花か笛ふえちゃん……。動機は人それぞれだな……。

　校歌に続いて、『第一走者の人は位置について下さい』のアナウンスが入る。

　いよいよ、十じつ哲てつ水泳大会の開幕だ。

　それぞれの第一走者が飛びこみ位置に立つ。

・偶数チーム　眠そうな顔の鹿子かのこ木ぎ鵺ぬえ子こ。

・奇数チーム　やたらとやる気満々の天てんノの下した芝し蘭らん。

「鵺子！　私の華麗な泳ぎに目を見開くがいいわ！」

　びしっ！　と対戦相手に指を差すツインテールの小説家。

　観客の前で猫をかぶる場面なのに、テンション高めだ。

「アタシ、一生懸命、頑張ります！　みんな応援よろしく！　あと、『にいがた！』の最新巻もどうぞ、よろしく！」

　どさくさにまぎれて宣伝してるな……。

　一方、鹿子かのこ木ぎさんは大きなあくびをしている。泳いでいる間に寝てしまいそうだが、大丈夫なんだろうか。

「鹿子木先輩、泳げるのかな。いくら俺おれでも一人分離れたら追いつけんぞ」

　その自信の根拠は置いておくとしても、章あき夫おも鹿子木さんが心配なようだ。

「ふっ。学園を守るヒーローが何も知らないんですね」

　局長が冷めた笑いで口をはさむ。

「お前には聞いてねえよ」

「見ていて下さい。スタートはこちらの大量リードですよ」

　バンっ。

　開始を告げるピストルが鳴らされる。

　両者は同時に飛びこむ。

　盛大な水しぶきが周囲にばらまかれる。

　なおも水しぶきはまき散らされる。

　まき散らされる。

　あれ、おかしいぞ？

　芝し蘭らんさんがスタート直後のところで伸びていた。

「お腹なかが痛い……飛びこんだらお腹が痛い……」

　すっかり忘れていた。芝蘭さんは常じよう軌きを逸いつした虚弱体質なのだ。

　私も、過去にでこぴん一発で吹き飛ばされた芝蘭さんを目撃している。

　飛びこみの衝撃なんて受けようものなら……。

「うう……このまま寝てたら、ブーイングだわ……。アタシの活躍はこれからよ！　およすべ、終わりよければすべてよし！」

　かなりのロスの後、ようやく芝蘭さんはスタートした。

　しかし、終わりよければどころか、最初の時点で終わっている様子だが。

　一方、鹿子木さんはと言うと……。

　クロールで早々と折り返し地点に到着していた。

　普通に速い。フォームも軽やかで、まるでイルカのようだ。

「鹿子木さん、もしかして運動得意ですか!?」

　いっつも美術室で猫と戯たわむれている姿しか知らなかったので意外だ。

「へえ、鵺ぬえ子こちゃん、あんなに泳げたんだ。よし、激写、激写！」

　敵の第二走者の甘南備かんなび君は勝負そっちのけで泳いでいる鹿子木さんを撮影していた。ここまで徹底していると、いっそすがすがしい。

　さあ、早くもこちらは第二走者の花か笛ふえちゃんがスタンバイする。

「みんな！　頑張るからね！♪」

　鹿子かのこ木ぎさんのタッチを受けて、花か笛ふえちゃんがスタート。リズミカルに足をバタバタさせるバタ足泳ぎ。あまり速くはないが、確実に距離を稼いでいく。

「これで要望には答えたつもりだが、どうかな？　やはり猫さんと戯たわむれるほうが面白いが」

　濡ぬれた髪をタオルで拭ふきながら、鵺ぬえ子こさんはこちらを向く。そのプロポーションから見ても、プロの競泳選手のようだ。

「お見事ですよ！　あれだけ泳いでもらえれば十分です。これは勝てるかもしれませんよ！」

　正直、想定外の泳ぎを披露した鵺子さんに各所から視線が集まる。もっとも一番の濃い視線は、

「鵺子ちゃん、素晴らしいよ！　もっと、こっち向いて！　濡れた髪っていうレアなショットを激写！」

　撮影に余念のない、敵チームの甘南備かんなび君だが。

「甘南備君、そろそろ準備しないと。二番手でしょ」

「あ、そうだった。つい、美しい女子に気をとられていたよ」

　だいぶ遅れて敵チームも、芝し蘭らんさんから甘南備君にタッチの時間だ。

　芝蘭さんも途中からはペースをあげてきたが、最初の停滞が痛いロス。

「ほら、芝蘭ちゃん、タッチ！」

「ええ、タッチね――ただし、その脳髄に」

「へ？」

　芝蘭さんの握り拳こぶしが第二走者を襲った。

「死ねっ！」

　甘南備君の鼻血がプールに散った。

「な、何？　この鉄てつ拳けん制裁……」

　私もそう思った。何かありえない展開が敵チームで発生していた。

「あんた、次の走者のくせに、どうして敵のナイスバディを撮影してるわけ？　頭おかしいんじゃないの？　鼻血の代わりに良識入れてみたら？」

　なんだか芝蘭さんの逆げき鱗りんに触れたらしい。

　もっとも、今回は芝蘭さんの言っていることのほうがまともだ。

　だけど、今のタイミングでやることじゃないのでは……。

「そんなにナイスバディがいいの？　じゃあ、ミロのヴィーナスと結婚でもしなさい！　ご祝儀袋に十万円入れて絶交してあげる！　しかも、あの偏屈を絵に描いた鵺子よ？　スタイルさえよければ性格すらどうでもいいってわけね！　消えろ、消えろ、デリート！　女の敵！」

「芝蘭ちゃん……早くしないと、相手との差が……」

「何、言い訳してんのよ！」

　プールがどんどん赤くなっていく。これ、ドクターストップかかるんじゃないか？　田た島じま先生が出動する気満々だ。

「天てんノの下したさん、天ノ下さん」

　たまりかねて東ひがし三さん条じようさんが声をかけた。

「何？　このヘンタイを早く矯きよう正せいしないと世界中の女の子が危険な目に――」

「本場沖縄の四天王空手を実践するのはけっこうなのですが――観客の方々が見られていますよ」

　天ノ下さんの手が止まった。

「あっ！　早く行きなさい！　何としても勝つのよ！　みんな、今のは冗談だから！　あの血も全部ケチャップだから！」

　ナイスフォロー、東三条さん。あと、芝し蘭らんさんはたぶんフォローできてない。

　そんなわけで、鼻血を垂らしながら、甘南備かんなび君は五十メートルの旅に出ていった。

　ひどい仲間割れで敵チームは大幅に遅れをとった。

　――そうか、学園長の言っていたのはこれか。

　本当にチームワークが勝負の明暗を分ける。

　よくわからないが、偶数チーム俄が然ぜん有利だ。

　一方、花か笛ふえちゃんのほうだが、バタ足泳ぎで徐々に前進している。甘南備君も遅くはないが、相当な遅れはすぐには取り戻せないだろう。それに体力的にも味方の攻撃で疲弊しているはずだし。

　よし、三番手の私はプールに入ってスタンバイ。

　近づいてくる花笛ちゃんとタッチ！

「後は任せたよ、アーちゃん！♪」

「任せてっ！」

　後ろからも局長と章あき夫おの声援を受けて、いざ出発。

　あまり速くないクロールだが、水温がほどよく温かくて気持ちいい。

　このまま無難に局長に回せればいいのだけど。

　だが、二十五メートルの折り返しを過ぎてしばらく経たった頃ころ……。

　自分の横をものすごいスピードのものがかすめていった。

　何だ、今の……？

「おい、アキラ、急げ！　田島先生がものすごい勢いで追い上げてる！」

　遠くから章夫の声。げ、もうそんなところまでやってきたのか、速すぎる……。

　そういえば、さっきからプールが異様に波立っている。まさか、先生の影響なのか？

　後ろから何かが迫っているのを感じる。

　なんとか抜かれることはなく、四番手の局長のところまでは来れた。

「局長、お願いしますね！」

「はい、全力を尽くしますよ！」

　だが、局長の泳ぎは――犬かきだった。

「局長、まさか泳げないんですか!?」

　運動が得意そうには見えないが、まさか、これほどとは。

　これでは、逃げ切れるのかも怪しいところだ。

　それからさほど間を置かず、ものすごい波しぶきを立てて、田た島じま先生が戻ってきた。高速バタフライ。まるで疾走する牛のようだ。やはり、無茶苦茶な運動神経だな、先生。

「先生、さすがです！　さあ、物理的に最も負担の少ない泳ぎ方をするよ！」

　火か燐りんちゃんは、言葉の通り、流れに乗っていくようにスムーズに進んでいく。

　局長との距離がだんだんと近づいていく！

　なんとか、二十五メートルにたどり着いたが、すでにアップアップの状態だ。

「森もり本もと先輩、頑張って～。ファイトだよ～♪」

　花か笛ふえちゃんが手をメガホン代わりにして、局長を応援する。チームとして当然のことだ。

　だけど、私は局長を応援できなかった。

　このまま、局長の犬かきがチームの敗因になれば、章あき夫おは局長を許さないだろう。

　そしたら、実は章夫と局長が仲がいいなんて妄想に気をとられないですむ。

　局長、できればこのまま負けてくれ。

　残り十メートルほどのところで、局長は後続の火燐ちゃんにとらえられた。

　局長はもう息も絶え絶えという顔をしている。

　その横を火燐ちゃんが抜き去っていく。

　泣きそうな顔に局長はなる。

「さて、そろそろアンカーの私の出番ですね」

　隣のコースでは東ひがし三さん条じようさんがいよいよ泳ぐ準備に入る。リードもないまま、東三条さんにまわってしまったら、勝ち目はない。

　このまま、東三条さんが勝ってくれれば…………。

　いつのまにか、私は局長を完全に呪のろっていた。

　ああ、これが仲間割れか。

　仲間を応援するどころか、その負けを願うなんて。最低だ。

　それでも、私はふんぎりがつかない。

　なんて、私は小物なんだ……。

　仮に章夫と局長が今ケンカしていても、二人は秩序維持ということで目的が一致している。ちょっとした変化で見事なカップルになるかもしれない。

　そんなことになったら――

「おい、『当局』局長はこんなところで諦あきらめるのか？」

　ひときわ大きな章あき夫おの声が私の思考を打ち消した。

「どうして申し訳なさそうな顔してんだよ。俺おれが勝って、お前のミスなんて帳消しにしてやる！」

　章夫が必死に叫んでいる。目の前の局長に向かって。

「後は俺がなんとかしてやる。なんせ、俺は学園のヒーローだからな！　お前だって守る範囲内だぜ！」

　何を無責任なことを。

　でも、今はそれが正解なのだ。

　章夫の無責任な言葉に、少しだけ局長は救われた顔になる。

　そして、残りの数メートルを泳ぎ切る力をもらう。

　隣では、東ひがし三さん条じようさんがスタートする。

　だけど、章夫はそんなこと目もくれない。ただ、局長のことだけを見ている。

「ほら、あと五メートルだ。ほら、ほら！」

　ああ、バカなことが人を救うこともあるのだ。

「局長！　あと少しです！　手を伸ばしても届くくらいです！」

　いつの間にか私も応援に加わっている。

「局長、局長、局長！」

　さっきの罪が少しでも消えてくれるように何度も叫ぶ。

「約束通り、勝って下さいよ……」

　局長がふらつきながら、章夫の手を叩たたく。

「任せろ。高級料亭に招待してやるよ。だけど、その前に――」

　章夫は伊だ達てメガネをかける。

　そして、山やま崎さき毅たけしに変身する。

　章夫は伊達メガネをかけることで、ちょっとだけ強い、微妙なヒーロー「山崎毅」になれるのだ。

●まず、髪型が少し変化。サンブリーズシャンプーのいいにおいもする。

●運動能力が二割増しくらいになる。

●たぶん、泳ぎも少しは速くなる！

「って、毅、あんた、メガネで泳ぐの!?」

「そこは外れないようにやるさ！　じゃあ、行ってくるぜ！」

　十メートル近い差をあけられながら、私たちのアンカーは颯さつ爽そうと飛び出していった。

「皆さん、ご迷惑おかけしました……」

　局長はふらつきながら、プールサイドにあがってきた。

「誰だれだって得意不得意はありますよ。そう、気になさらないで下さい」

　局長の体にバスタオルをかけてやる。彼女は彼女で全力で泳いだ。それを非難するなんて人間じゃない。

　つまり、私は章あき夫おに非人間的なことをさせようとしていたわけだ……。

「そう言ってくれるとありがたいのですが、少し残念なのはあのヒーローに助けられたことですね……」

　ちらっと局長は試合の行方のほうに目をやる。差は広がるばかりのようだ。東ひがし三さん条じようさんは泳ぐというか走っている。

「古式泳法を使えばこれくらい朝飯前です！　水を確実に踏んでいくんです。誰にだってできますよ！」

　東三条さんは残り二十五メートルのラストスパートに入る。

　いくら、毅たけしになっても、どうしようもない。

「仕方ないですよ。敵チームのほうが強かっただけです」

「そうですね。でも、敗因は私です。もし私が人並みに泳げていたら、山やま崎さき君は――足利あしかがさんの好きな人は本当にヒーローになれたかもしれません」

「それはそうかもしれませんが……ちょっと、私があいつのこと、好きって！」

　あきれたように局長は自分の頭を指差した。

「私は局長ですよ。学園中の情報は、ここに入っています」

　久く我が原はらさんにもばれていたし、ひどい漏れようだ……。

「それで、私としては少しくらいは山崎君に恩返しをしようと思うんです。足利さん、ちょっと犠牲になってくれませんか？」

　人の悪い黒い笑みを局長は浮かべる。

「え？」

　次の瞬間、プールに突き落とされていた。

　その直後に、局長の、

「足利さんがおぼれています！」

　という声。

　あんたが落としたんでしょうが！　と言いたいところだが、水をしこたま飲んでしまって何もしゃべれない。プールだから、おぼれるほどじゃないけど。

　ふと、遠くから、何か魚雷のような猛烈な勢いのものが迫っていた。なんだ、今度は？　もう、鮫さめでもシャチでも…………。

「アキラ、どこだ！」

　そんな声が確かにした。

　そして、その勢いの元は刻一刻と接近していた。

　常識では考えられないスピードで。

　山やま崎さき毅たけし。私を助けるために生まれた、ごく私的なヒーロー。

　だから、世界や学園を救うなんて大それたことには向いていない。

　でも、私を助けるくらいには十分で、私を助けるという目的のときだけ、その真の力を発揮できる。

「アキラ、すぐに助けるぞ！」

　あっという間に毅は私のところまで来て、

　そのままプールの端まで私を運んでいった。

「大丈夫か、アキラ？　アキラ？」

　すぐに大丈夫と言いたいところだが、上う手まく声が出せない。

「あらら、これは人工呼吸をしないといけませんねえ」

　遠くに、かすかに局長の黒い笑みが見えた。

　あの人、余計なことを……。

　だけど、このまま意識のないふりをしていれば……その、毅とキ、キスすることに……。

「森もり本もと、でも、それだとアキラにキス……」

　毅もさすがに動揺しているようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「何を言っているんですか。命がかかっているんです。ほら、ぶちゅっとやらないと！」

　局長、絶対面白がってるな。

「わ、わかった。アキラ、恨むなよ。これもお前を生かすためだ」

　毅たけしの息遣いが聞こえてくる。

　このまま、あと二秒か三秒待つと、毅のくちびるが……………………。

「あぁっ！　目が覚めたぁ！」

　ほとんど殴るように飛び起きてしまった。というか、毅のアゴを殴ってしまった。

　結局、私はじっとしていられないチキンだったのだ。

「アキラ、意識が戻ったんだな！　よかった！」

　しかし、事態はそれで終わらなかった。

　なんと、毅は私が生き返ったと思って、そのまま抱きついてきたのだ。

　当然、泳いだあとだから、パンツ一丁だ。

　周囲は観客だらけだ。

「や、や、やめて……私は大丈夫だから……」

「そうか、そうか！　大丈夫で何よりだ！　ほんとによかった！」

「や、や、や、や、やめろー！」

　私は思い切り、毅の顔にビンタした。

　なんだか、変なところから自分の純潔が奪われていく気がするのだが……。

　毅の後ろでは、局長がにやにやとアイスキャンデーを舐なめていた。

「足利あしかがさん、ごちそうさま。ぺろぺろ」



　なんでも、私が途中でおぼれてしまったせいで、水泳対決は中止ということになったらしい。まあ、本当は偶数チームが勝手に余計なことをしたわけで、むしろ反則負けもいいところなのだが。むしろ、局長はこれも狙ねらっていたのだろう。

　真相は私と局長の闇やみの中だし、賞品のお食事券は全員もらえるようだし、めでたし、めでたしだ。

　ただし、私の場合は、めでたし、めでたしというわけにはいかない。

　私はずっと局長を呪のろってしまっていた。あまりにも身勝手な理由で。

　こんな弱い心は早く捨てないと。

「いえいえ、恋というのはそういう理不尽なものですよ、しゃりしゃり」

　プールサイドで座っていると、隣にカップアイスを食べる局長が来た。

「局長、なんでもお見通しなんですか……？」

「少なくとも足利さんが山やま崎さき君のことを好きなのは、だいぶ前から。なんで、あんな男子のことを好きになるのか、長らくわからなかったですがね。しゃりしゃり」

「そうですね……というか、私もよくわかりませんよ……」

「まあ、それが普通の人の反応ですよ。はっきり言ってバカですからね」

　局長はあきれたように、ため息をついた。

「そうです、あいつはバカなんです」

　うんうんと同意する。

「でも、足利あしかがさんはそういうバカな人が好きなんですよね？」

　びしっと言われて私は口ごもる。

「そ、そうかもしれません……」

「人間の趣味もいろいろですからね。今日のことで、私もバカな人もいいかなと思ってしまいましたし」

「へっ!?」

　まさか、本当に局長は章あき夫おのことを……？

「大丈夫ですよ、私は優先順位は守りますから。部下の好きな人を取るなんてことはしません」

「待って下さい！　それってどういうことですか！」

　そこに後ろから肩を叩たたかれた。

　なんと章夫だった。

「あ、あ、あ、ああ、ああ、章夫、何か用？」

「お前、挙動不審すぎるぞ。あのさあ、料亭の食事券もらったんだけど、行く相手がいなくてさ、よかったら一緒に行かないか？」

　何の屈くつ託たくもなく、章夫はそう聞いてくる。

　女の子を食事に誘うってことがどういう意味かなんて、考えてもいないのだ。

　だから、こいつはバカなのだ。アホなのだ。

　で、私の答えは決まっている。

「い、いいけど。いつにする？」



　これも十じつ哲てつなんかに、ヒーローなんかに、恋した私の運命なんだろう。

　どうか、いい運命でありますように。



Ｅｎｄ



    

  
    
      
あとがき



　春って出会いと別れの季節ですよね。



　どうも、森もり田た季き節せつです。

　私、森田も新生活を始めました。冬に雪がたくさん降るところです。京都に住んでいた頃ころは、気合を入れて冷暖房を一切使わない生活をしていたのですが、どうもさすがに暖房をつけないと凍死してしまいそうです……。

　違う土地に移ったので、たくさん人と別れてきました。なんか、こう書くとものすごく悪いヤツみたいですね……。まあ、とにかく必然的にたくさん別れます。

　でも、春は新しい出会いもあるわけです。というわけで、原点回帰２巻はまたまた新キャラ出してみました（すごく強引なこじつけ）。

　久く我が原はらいすみ。目つきのちょっと怖いお姉さんです。でも、やることは何においても優秀という、森田の願望をそのまま形にしたようなキャラです。

　

　口く調ちようはきついけど、困ってるときっちりフォローしてくれる、頼れるお姉さん。

　

　素晴らしくないですか？　一家に一台、ほしいと思いませんか？　森田は二人でも三人でもいてほしいです。

　そんな久我原いすみ嬢ですが、どうか、皆様のお気にいってもらえればありがたいです。

　ほかにも２巻では前回あまり活躍の場のなかったキャラに見せ場を用意しました。とくに渡会わたらいと物理ものろいの二人は扱いがひどかったので、どこかで出してやりたいと思っておりました。

　さて、森田初の短編集形式になった本書ですが、今回もまたたくさんの方にお世話になりました。本書の価値の八割五分くらいを担っているイラストを描いて下さっている深み崎さき暮くれ人ひと様、久我原いすみを見てちょっと踏んでほしいと思ってしまいました、すみません。

　いつも以上に迷走・暴走しかけた森田を見事にかじとりして下さった編集様、おかげで暗あん礁しように乗り上げずに、なんとか本書を出せるまでになりました、ありがとうございます。

　その他、デザイン・出版など、本書に携たずさわってくれたすべての皆様、そしてこの本を手にとっていただいた皆様、本当にありがとうございました！

　皆さんの共同作業でこの本は成り立っております。

　それでは、またどこかでお会いしましょう！

森田季節
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